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(57)【要約】
　測定された血糖値ならびに他の要因に基づき得る血糖
緊急度指数（ＧＵＩ）の決定における幾つかまたは多数
の要因を用いるシステム及び方法が開示される。他の要
因には、グルコースレベル及び／または、例えば、使用
者が入力したデータ、他のセンサによって測定されたか
、もしくはネットワークソースから受信されたデータ、
または過去のデータなどの他の要因の時間導関数が含ま
れ得る。次いで、ＧＵＩが例えば、スマートフォン等の
モバイルデバイス上に、例えば背景色または他の人目に
つかない通知手段を介して、興味を起こさせる手段で使
用者に提示される。ＧＵＩはまた、使用者に対して電子
デバイス上に処置可能な警告及び警報を作動させるのに
も用いられ得る。ＧＵＩ、または記載される変数及びパ
ラメータの組み合わせから計算される別の指数は、ポン
プ等の薬物送達デバイスを駆動させるために、さらに用
いられ得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生理的状態に関連する使用者の緊急状態を評価する方法であって、
ａ．生理的状態に関連する第１の種類のデータを受信することと、
ｂ．前記生理的状態に関連する第２の種類のデータを計算することと、
ｃ．前記生理的状態に関連する第３の種類のデータを受信することと、
ｄ．前記第１の種類、第２の種類、及び第３の種類の前記受信されたデータに少なくとも
基づいて緊急度指数を決定することと、
ｅ．モバイルデバイス上に前記決定された緊急度指数の表示を提供することと、を含む、
方法。
【請求項２】
　前記生理的状態は、糖尿病であり、前記緊急度指数は、血糖緊急度指数であり、前記第
１の種類のデータは、グルコース濃度である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記グルコース濃度は、現在の測定されたグルコース濃度、過去に測定されたグルコー
ス濃度、または未来の予測されるグルコース濃度である、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２の種類のデータは、前記第１の種類のデータから得られる、請求項１、２、ま
たは３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１の種類のデータから得られる前記第２の種類のデータは、前記第１の種類のデ
ータの時間に関する第１の導関数または第２の導関数である、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の種類のデータから得られる前記第２の種類のデータには、正常グルコースパ
ターンからの偏差、経時的グルコース値のパターンデータ、予測されるグルコース値、グ
ルコース値が規定の範囲内にある持続時間、前記緊急度指数の決定で考慮されるパラメー
タもしくは変数の重み付け、または前記第１の種類のデータの極大値もしくは極小値が含
まれる、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記第３の種類のデータの前記受信には、使用者によって入力されたデータを受信する
ことが含まれる、請求項１～６のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　前記受信には、モバイルデバイスのユーザーインターフェース上で使用者によって入力
されたデータを受信することが含まれる、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記生理的状態は、糖尿病であり、前記緊急度指数は、血糖緊急度指数であり、前記第
１の種類のデータは、グルコース濃度であり、前記使用者によって入力された受信された
データには、使用者の体重、活動レベルの使用者表示、摂取されたかもしくは摂取される
食品または飲料の使用者表示、身体計測データ、前記使用者に提供された前のインスリン
に関するデータ、ストレスデータ、健康データ、前記第１の種類のデータを測定するセン
サの配置に関するデータ、年齢、あるいは性別が含まれる、請求項７または８に記載の方
法。
【請求項１０】
　前記使用者によって入力された受信されたデータには、摂取されたかもしくは摂取され
る食品または飲料の使用者表示、あるいは前記使用者に提供されたかもしくは前記使用者
に提供される前のインスリンに関するデータが含まれ、前記受信されたデータに基づいて
前記血糖緊急度指数がより低い緊急性であると決定することをさらに含む、請求項７、８
、または９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第３の種類のデータの前記受信には、センサからデータを受信することが含まれる
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、請求項１～１０のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　前記生理的状態は、糖尿病であり、前記緊急度指数は、血糖緊急度指数であり、前記第
１の種類のデータは、グルコース濃度であり、前記センサには、目盛り、血糖計、体温計
、加速度計、カメラ、ＧＰＳデバイス、またはマイクのうちの少なくとも１つが含まれる
、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記受信された第３の種類のデータには、使用者の体重、活動レベルの使用者表示、摂
取されたかもしくは摂取される食品または飲料の表示、身体計測データ、前記使用者に提
供された前のインスリンに関するデータ、生理的データ、ストレスデータ、または健康デ
ータが含まれる、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第３の種類のデータの前記受信には、照会処理エンジン、機械が機械対話するよう
に構成された電子デバイス、または電子使用者記録からのデータを受信することが含まれ
る、請求項１～１３のいずれかに記載の方法。
【請求項１５】
　前記第３の種類のデータは、前記モバイルデバイスから受信され、アプリケーションと
の使用者対話のレベルに対応し、前記表示はアプリケーションを通して提供される、請求
項１～１４のいずれかに記載の方法。
【請求項１６】
　前記緊急度指数がそれぞれ規定の警告閾値または警報閾値に達した場合、警告または警
報を提供することをさらに含む、請求項１～１５のいずれかに記載の方法。
【請求項１７】
　前記緊急度指数は、血糖指数であり、前記規定の警告閾値または警報閾値は、前記使用
者が低血糖状態または高血糖状態にあることを示す、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記生理的状態は、肥満、栄養失調、活動過多、鬱、または多産のうちの１つまたは複
数を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記受信された入力に基づいて高度な出力を提供することをさらに含む、請求項１～１
８のいずれかに記載の方法。
【請求項２０】
　前記方法を実施するように構成されたコンピュータにより実施される制御手段を任意選
択的に含む、請求項１～１９のいずれかに記載の方法を実施するためのシステム。
【請求項２１】
　生理的状態に関連する使用者の緊急状態を決定する方法であって、
ａ．分析物濃度と、前記分析物濃度の第１の時間導関数または第２の時間導関数、前記分
析物濃度が規定の範囲を占めた持続時間、前記分析物濃度の前記第１の時間導関数または
第２の時間導関数が規定の範囲を占めた持続時間、使用者によって入力された過去または
未来の食事摂取パラメータ、使用者によって入力されたかまたは統合ポンプから受信され
た過去または未来の薬物パラメータからなる群から選択される少なくとも２つの変数とに
基づいて緊急度指数を決定することと、
ｂ．前記決定された緊急度指数を、モバイルデバイスの記憶装置に記憶することと、を含
む、方法。
【請求項２２】
　前記モバイルデバイスのユーザーインターフェース上に前記緊急度指数を表示するか、
または他の様式で出力することをさらに含む、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記表示するステップは、前記緊急度指数の前記表示が他の実行しているアプリケーシ
ョンまたはプロセスに関係なく表示されるように、前記モバイルデバイス上で作動してい



(4) JP 2017-515520 A 2017.6.15

10

20

30

40

50

る他のアプリケーションまたはプロセスを無視することをさらに含む、請求項２２に記載
の方法。
【請求項２４】
　前記表示するステップは、使用者の操作によってもたらされ、前記使用者の操作は、前
記モバイルデバイスを手に持つこと、前記モバイルデバイスをロック解除すること、また
は前記モバイルデバイス上でスワイプ操作を実施することからなる群から選択される、請
求項２２に記載の方法。
【請求項２５】
　前記緊急度指数の前記表示は、描画された要素である、請求項２１、２２、２３、また
は２４に記載の方法。
【請求項２６】
　前記描画された要素には、色が含まれる、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記描画された要素には、アイコンが含まれる、請求項２５に記載の方法。
【請求項２８】
　前記アイコンの位置、サイズ、または色は、前記緊急度指数に基づく、請求項２７に記
載の方法。
【請求項２９】
ａ．使用者が前記アイコンを起動させたという表示を受信することと、
ｂ．前記緊急度指数に関する追加情報または高度な出力を表示することと、をさらに含む
、請求項２７または２８に記載の方法。
【請求項３０】
　前記描画された要素は、前記モバイルデバイスのオペレーティングシステムに元から備
わっているホーム画面または背景の少なくとも一部分として描画される、請求項２６、２
７、２８、または２９に記載の方法。
【請求項３１】
　前記分析物は、グルコースであり、前記緊急度指数は、血糖緊急度指数であり、前記薬
物パラメータは、インスリンに対応する、請求項２１～３０のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項３２】
　前記モバイルデバイスの前記ユーザーインターフェース上で一連の要素を描画すること
をさらに含み、前記一連の要素は、グルコース濃度の過去または予測される未来の値を示
す、請求項３１に記載の前記方法。
【請求項３３】
　前記緊急度指数の前記表示には、前記モバイルデバイス上でそれぞれ描画されたか、も
しくは音を発する可聴式または視覚的警告が含まれる、請求項２２または請求項２２の従
属請求項としての請求項２３～３２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３４】
　使用者データが前記緊急度指数に関連し得るように、使用者に対してデータを入力する
ように入力要求を表示することをさらに含む、請求項２１～３３のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項３５】
　使用者に対するデータを入力するための前記入力要求は、データの種類を示し、前記デ
ータの種類は、運動もしくは活動レベル、食事データ、インスリンデータ、ストレスもし
くは健康データ、または情緒データからなる群から選択される、請求項３４に記載の方法
。
【請求項３６】
　使用者が前記緊急度指数の前記表示応えて実施し得る、少なくとも１つの可能性のある
操作を表示することをさらに含む、請求項２１～３５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３７】
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　前記表示には、処置可能な警告が含まれる、請求項２２または請求項２２の従属請求項
としての請求項２３～３６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３８】
　前記表示には、帯域の占有率を表示することが含まれ、前記帯域は、緊急度指数値の規
定の範囲に対応する、請求項２２または請求項２２の従属請求項としての請求項２３～３
７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３９】
　前記記憶された緊急度指数を統合ポンプに送信することをさらに含む、請求項２１～３
８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項４０】
　前記記憶された緊急度指数をポンプ操作に変換することと、前記ポンプ操作を統合ポン
プに送信することとをさらに含む、請求項２１～３９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項４１】
　前記方法を実施するように構成されたコンピュータにより実施される制御手段を任意選
択的に含む、請求項２１～４０のいずれかに記載の方法を実施するためのシステム。
【請求項４２】
　実質的に本願明細書及び／または図面に示される及び／または記載される、デバイス。
【請求項４３】
　実質的に本願明細書及び／または図面に示される及び／または記載される、システム。
【請求項４４】
　実質的に本願明細書及び／または図面に示される及び／または記載される、方法。
【請求項４５】
　生理的状態に関連するデータを監視するための電子デバイスであって、
ａ．ホストにおける分析物の濃度を実質的に連続的に測定するように構成された連続分析
物センサであって、前記ホストにおける前記分析物濃度に関連する連続センサデータを提
供する、連続分析物センサと、
ｂ．請求項１～１９、２１～４０、または４４に記載の方法のうちのいずれか１つを実施
するように構成されたプロセッサモジュールと、を備える、電子デバイス。
【請求項４６】
　前記分析物は、グルコースである、請求項４５に記載のデバイス。
【請求項４７】
　ホストに薬物を送達するための電子デバイスであって、
ａ．前記ホストに薬物を送達するように構成された薬物送達デバイスであって、前記薬物
送達デバイスは連続分析物センサに動作可能に接続され、前記連続分析物センサが、前記
ホストにおける前記分析物の濃度を実質的に連続的に測定し、前記ホストにおける前記分
析物濃度に関連する連続センサデータを提供するように構成される、薬物送達デバイスと
、
ｂ．請求項１～１９、２１～４０、または４４に記載の方法のうちのいずれか１つを実施
するように構成されたプロセッサモジュールと、を備える、電子デバイス。
【請求項４８】
　前記分析物は、グルコースであり、前記薬物は、インスリンである、請求項４７に記載
のデバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
参照による関連出願の組み込み
　本出願データシートにおいて確認されるあらゆる優先権の主張、またはそれに対するあ
らゆる補正が、３７　ＣＦＲ　１．５７の下、参照により本明細書に組み込まれる。本出
願は、２０１４年４月１０日出願の米国特許仮出願第６１／９７８，１５１号の利益を主
張する。前述の出願は、参照によりその全体が本明細書に組み込まれ、これにより明示的
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に本明細書の一部となる。
【０００２】
　本実施形態は、連続分析物監視、具体的には、連続分析物監視システムの信号分析及び
結果提示に関する。
【背景技術】
【０００３】
　真性糖尿病は、膵臓が十分なインスリンを生成することができない（Ｉ型またはインス
リン依存型）及び／またはインスリンが有効ではない（ＩＩ型または非インスリン依存型
）障害である。糖尿病の状態において、被害者は高血糖を患い、これは小さな血管の劣化
に関連する数々の生理的障害、例えば、腎不全、皮膚潰瘍、または目の硝子体液内への出
血を生じ得る。低血糖（ｈｙｐｏｇｌｙｃｅｍｉｃ）反応（低血糖（ｌｏｗ　ｂｌｏｏｄ
　ｓｕｇａｒ））は、インスリンの不用意な過量摂取によってか、または並外れた運動ま
たは不十分な食品摂取を伴うインスリンまたはグルコース低下剤の通常投与後に誘発され
得る。
【０００４】
　慣用的には、糖尿病を有する人は、自己監視型血糖（ＳＭＢＧ）モニタを携行し、これ
は一般的に不快な指穿刺法を必要とする。快適性及び便宜性を欠いていることに起因して
、糖尿病を有する人は、通常その人のグルコースレベルを１日に２～４回だけ測定する。
残念ながら、そのような時間間隔は、糖尿病を有する人が、高血糖状態または低血糖状態
の発見が手遅れになる可能性が高いほどに大きく離れており、時に危険な副作用を被る。
糖尿病を有する人が遅れずに危険な状態に気付いて、その状態に対処する可能性が低いだ
けでなく、糖尿病を有する人は、従来の方法に基づいてその人の血糖値が上昇している（
より高い）のか、または下降している（より低い）のかも理解しない可能性が高い。した
がって、糖尿病患者が知識に基づいたインスリン治療決定を下すことを妨げられ得る。
【０００５】
　一部の糖尿病患者が彼らの血糖を監視するために使用していた別のデバイスは、連続分
析物センサ、例えば、連続グルコース監視（ＣＧＭ）である。ＣＧＭは典型的に侵襲的に
か、低侵襲的にか、または非侵襲的に配置されるセンサを含む。センサは、体内の所与の
分析物、例えば、グルコースを測定し、センサに関連する電子装置によって生成される生
信号を生成する。生信号は、表示装置上に表示される出力値へと変換される。生信号の変
換の結果得られた出力値は一般的に、使用者に意味のある情報を提供する形態、及びｍｇ
／ｄＬで表された血糖等の、使用者が分析についてよく理解する形態で表される。
【発明の概要】
【０００６】
　本実施形態は幾つかの機能を有し、これらのうちのいずれの１つも、単独でこれらの望
ましい属性の原因となることはない。続く特許請求の範囲によって表される本実施形態の
範囲を限定することなく、これらのさらに優れた機能がこれより簡潔に論じられる。本考
察を考慮後、特に「Ｄｅｔａｉｌｅｄ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ」と題される部分を読ん
だ後に、読み手は、本実施形態の機能がどのように本明細書に記載される利点を提供する
かを理解するであろう。
【０００７】
　血糖緊急度指数（ＧＵＩ）の決定及び／または計算で多数の変数またはパラメータを用
いるシステム及び方法が開示され、これは測定された血糖値に一部基づき得これは、一般
に他の要因の考慮を含む。他の要因には、時間に関する血糖値の第１の導関数及び／もし
くは第２の導関数、ならびに／または後に記載される他の要因、例えば、使用者が入力し
たデータ、他のセンサによって測定されたか、もしくはネットワークソースから受信され
たデータ、または過去のデータが含まれ得る。次いで、ＧＵＩが例えば、スマートフォン
等のモバイルデバイス上に、例えば背景色または他の人目につかない通知手段を介して、
興味を起こさせる手段で使用者に提示される。このように、ＧＵＩが、（表示画面がオン
であるか、またはさもなければ起動されたときはいつでも）使用者に連続的に提示され得
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る。ＧＵＩはまた、使用者に対して電子デバイス上に処置可能な警告及び警報（または他
の出力）を作動させるのにも用いられ得る。ＧＵＩ、または記載される変数及びパラメー
タの組み合わせから計算される別の指数は、ポンプ等の薬物送達デバイスを駆動させるた
めにも用いられ得る。一般に、所与のＧＵＩは概して所与の使用者に対して、同じ通知（
または処置可能な警告）をもたらすが、電流感度、使用者が彼らの電子デバイスをどのよ
うに構成しているか、使用者がデバイスに許可しているモード等に応じて、使用者は通知
手段または警告における変形を目にするであろう。
【０００８】
　さらに詳しくは、第１の種類のデータは、生理的状態に関連して受信され得る。例えば
、糖尿病を有する患者のＧＵＩと機能的な関係にあるグルコース濃度が、測定され得る。
次いで、第２の種類のデータが受信され得るか、または場合によっては例えば第１の種類
のデータの時間的変化率が計算され得る。糖尿病管理の場合、第２の種類のデータは、グ
ルコース濃度の変化率（すなわち、濃度が上昇しているかまたは下降しているか、及びど
れくらい早く）であり得る。第２の種類のデータは、グルコース濃度の加速度でもあり得
、例えば、これはグルコース濃度における好転を示し得る。時間的変化率に加えて、第２
の種類のデータには、パターンデータ、正常グルコースパターンからの偏差、予測される
グルコース値、グルコース値（もしくはその時間的変化率）が規定の範囲内にある持続時
間、または極大値もしくは極小値等も含まれ得る。第１の種類のデータと同様に、第２の
種類のデータは、ＧＵＩと機能的な関係にある。例えば、幾つかの事例では第２の種類の
データが第１の種類のデータから得られるか、または計算される一方で、第２の種類のデ
ータは、従属変数、すなわちＧＵＩの決定に影響を与える独立変数である。
【０００９】
　第３の種類のデータも、受信され得、これらは、そこから得られた分析物濃度及びパラ
メータに加えて、他の要素に対応する。例えば、使用者によって入力されたデータは、第
３の種類のデータであり得、例えば、データは、健康、運動、食事データ、薬物注入デー
タ、または多数の他の入力に対応する。場合によっては、第３の種類のデータは、別のデ
バイス、例えば、ＧＰＳまたはモバイルデバイス上で実行している使用者によって行われ
た運動を示し得る運動アプリケーションから受信され得る。他のアプリケーションが、食
事摂取等を監視するために用いられ得る。自動薬物送達デバイスは、例えば、ＧＵＩの決
定における考慮のためのインスリンポンプ操作を示すために、システムとも連動され得る
。同様に、ＧＵＩは、ポンプ操作に影響を与えることができる。第１の及び第２の種類の
データと同様に、第３の種類のデータは、ＧＵＩと機能的な関係にある。具体的には、第
３の種類のデータは、（それが、パラメータ及び変数自体が幾らか相互関係があり得るパ
ラメータ及び変数を特徴とし得ることに留意されるが）一般に従属変数、すなわち、ＧＵ
Ｉの決定に影響を与える独立変数である。
【００１０】
　ＧＵＩの表示は、ユーザーインターフェース上、例えば、スマートフォン等のモバイル
デバイス上で使用者に提示され得る。ＧＵＩは、自然に現れる機能、例えば、使用者の健
康の指標として、それ自体を公然と示す必要のない背景色またはデザインであるような手
段で示され得る。使用者が表示に満足した場合、その対話は、そこで終了してもよい。使
用者が追加のデータを所望する場合、使用者は、例えば、その状況がどれだけ緊急か、そ
の状況を示す関連測定及びパラメータ、その状況を改善するためにとる可能性のあるステ
ップ等についての追加の詳細を読み出すために、ロック解除操作、スワイプ操作、または
他のアプリケーション操作等の操作を実施し得る。ＧＵＩがデザインによって示される場
合、デザインの機能は、現在の値、例えば、グルコース濃度、値がどちらの方向に変化し
ているか、値が好転しているか否か、最近の過去の値等を図形として（だが、多くの場合
数字的にではなく）示し得る。ユーザーインターフェースは、使用者がパラメータ及び変
数も入力することを可能にし得、次いでこれは、ＧＵＩの決定に影響を与え得る。
【００１１】
　監視デバイス、例えば、ＣＧＭは、モバイルデバイス、例えば、スマートフォン上で実
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行しているアプリケーション、及びモバイルデバイスにダウンロード可能なものとして具
現化され得る。アプリケーションは、具体的には緊急性評価モジュールを実行し得、使用
者の血糖状態の緊急性の精緻な評価を実施し得、一般に「より高い」評価は、「より高い
」緊急性または「より高い」危険性の状態に関連する。モバイルデバイスは、ＧＵＩ表示
の連続通知または提示を提示し得、正当な理由が与えられた場合は、警告または警報も提
供し得る。
【００１２】
　第１の態様において、本発明は、生理的状態に関連する使用者の緊急状態を評価する方
法に対し、生理的状態に関連する第１の種類のデータを受信することと、生理的状態に関
連する第２の種類のデータを計算することと、生理的状態に関連する第３の種類のデータ
を受信することと、第１の種類、第２の種類、及び第３の種類の受信されたデータに少な
くとも基づいて緊急度指数を決定することと、モバイルデバイス上に決定された緊急度指
数の表示を提供することと、を含む。
【００１３】
　第１の種類のデータは、体内にインプラントされた連続分析物センサからの分析物、例
えばグルコースデータであり得る。第２のデータは、第１のデータの一次時間導関数及び
／または二次時間導関数であり得る。第３のデータは、センサからの分析物データ外部の
データで有り得るが、これは、体内の分析物によって反映された生理的状態の健康危険性
に影響を及ぼしている要因、例えば、連続分析物データによって感知されたグルコースデ
ータによって反映される、極度の高血糖状態または低血糖状態の危険性に影響を及ぼして
いる要因を表す。具体的には、第３のデータは、生理的状態を反映している分析物レベル
に影響を及ぼし、それにより健康危険性に影響を及ぼしている要因を表し得る。
【００１４】
　モバイルデバイスは、スマートフォンでもよい。
【００１５】
　本方法は、モバイルデバイス上に可聴式及び／もしくは触知できる警告を出力すること
、ならびに／または緊急度指数が健康危険性状態に達した生理的状態を示す、例えば、極
度の低血糖状態または高血糖状態の危険性を示す閾値に達したか、もしくは超えたとき、
調整操作が使用者によってとられない限り、緊急度指数の表示が、他の実行しているアプ
リケーションもしくはプロセスに関係なくモバイルデバイス上に表示されるように、モバ
イルデバイス上で作動している他のアプリケーションもしくはプロセスを無視することを
含み得る。
【００１６】
　本方法は、少なくとも緊急度指数が生理的状態に関して高い緊急性を示しているとき、
モバイルデバイスのロック画面を通過する前においてさえも表示が使用者に見えるように
、モバイルデバイス上に表示を提供することを含み得る。
【００１７】
　緊急度指数の決定は、緊急性評価モジュールによって実施され得る。
【００１８】
　緊急性評価モジュールは、入力としての生理的状態を表す分析物データ、例えば糖尿病
患者の状態を表すグルコースデータを第１の種類のデータとして取得し得、データが生理
的状態の健康危険性、例えば極度の高血糖の危険性または極度の低血糖の危険性に近付く
に従って、分析物データ入力は、緊急度指数をより高い緊急性を表す値に調節する傾向が
ある。
【００１９】
　緊急性評価モジュールは、第１の導関数データ及び／もしくは第２の導関数データが、
健康危険性、例えば極度の高血糖または低血糖の危険性が、緩和していることを示してい
るときは、より低い緊急性を、または第１の導関数データ及び／もしくは第２の導関数デ
ータが、健康危険性、例えば高血糖または低血糖の危険性が悪化していることを示してい
るときは、より高い緊急性を表す値に緊急度指数を調節する傾向がある第２の種類のデー
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タとして、入力としての一次及び／もしくは二次時間導関数データとして取得し得る。
【００２０】
　緊急性評価モジュールは、入力としての分析物データに将来的に影響を及ぼすであろう
使用者または他の操作に関連する外部データを第３の種類のデータとして取得して、分析
物データへの使用者または他の操作の効果が健康危険性に関して分析物レベルを緩和する
であろうとき、入力外部データは、緊急度指数をより低い危険性を表す値に調節する傾向
があり、分析物データへの使用者または他の操作の効果が、健康危険性に関して分析物レ
ベルを悪化させるであろうとき、入力外部データは、緊急度指数をより高い危険性を表す
値に調節する傾向がある。ある実施形態において、外部データは、（体内のポンプを通し
てか体外の注入器を通してかに関わらず）体内へのインスリン注入の時間を表す及び／ま
たは食品／飲料摂取の時間を表す及び／または使用者が運動を行う時間を表し、健康危険
性は、極度の高血糖または低血糖の危険性であり、分析物は血糖である。
【００２１】
　緊急性評価モジュールは、第２のデータとして、入力としての持続時間データを取得し
得、持続時間データは、分析物データが生理的状態に関して定義された正常範囲外にある
時間、例えば分析物データが高血糖状態または低血糖状態を連続的に表す持続時間を表し
、持続時間データは、持続時間が増加するに従いより高い緊急性が決定されるように、緊
急度指数を調節する傾向がある。
【００２２】
　緊急度指数を決定するステップは、分析物データ、分析物データの一次時間導関数及び
分析物データの二次時間導関数、ならびに／または分析物データが生理的状態に関して正
常範囲外にある持続時間の各々の項を有する数学的危険関数を使用することを含み得、前
記項を形成するデータは第１の種類のデータ及び第２の種類のデータを構成する。
【００２３】
　第１の態様の実装例には、以下のうちの１つ以上が含まれ得る。生理的状態は、糖尿病
であり得、緊急度指数は、血糖緊急度指数であり得、第１の種類のデータは、グルコース
濃度であり得る。グルコース濃度は、現在の測定されたグルコース濃度、過去に測定され
たグルコース濃度、または未来の予測されるグルコース濃度であり得る。
【００２４】
　時間に関する第１の導関数または第２の導関数等の第２の種類のデータは、第１の種類
のデータから得られ得る。第１の種類のデータから得られる第２の種類のデータには、正
常グルコースパターンからの偏差、経時的グルコース値のパターンデータ、予測されるグ
ルコース値、グルコース値が規定の範囲内にある持続時間、緊急度指数の決定で考慮され
るパラメータもしくは変数の重み付け、または第１の種類のデータの極大値もしくは極小
値がさらに含まれ得る。
【００２５】
　第３の種類のデータの受信には、例えばモバイルデバイスのユーザーインターフェース
上で使用者によって入力されたデータを受信することが含まれ得る。
【００２６】
　生理的状態が糖尿病である場合、緊急度指数は、血糖緊急度指数であり得、第１の種類
のデータは、グルコース濃度であり得、使用者によって入力された受信されたデータには
、使用者の体重、活動レベルの使用者表示、摂取されたかもしくは摂取される食品または
飲料の使用者表示、身体計測データ、使用者に提供された前のインスリンに関するデータ
、ストレスデータ、健康データ、第１の種類のデータを測定するセンサの配置に関するデ
ータ、年齢、あるいは性別が含まれ得る。使用者によって入力された受信されたデータに
は、摂取されたかもしくは摂取される食品または飲料の使用者表示、あるいは使用者に提
供されたかもしくは使用者に提供される前のインスリンに関するデータが含まれ得、受信
されたデータに基づいて決定された血糖緊急度指数がより低い緊急性であると修正するこ
とをさらに含み得る。
【００２７】
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　第３の種類のデータの受信には、センサからのデータを受信することが含まれ得る。生
理的状態が糖尿病である場合、緊急度指数は、血糖緊急度指数であり得、第１の種類のデ
ータは、グルコース濃度であり得、センサには、目盛り、血糖計、体温計、加速度計、カ
メラ、ＧＰＳデバイス、またはマイクのうちの少なくとも１つが含まれ得る。第３の種類
のデータの受信には、使用者の体重、活動レベルの使用者表示、摂取されたかもしくは摂
取される食品または飲料の表示、身体計測データ、使用者に提供された前のインスリンに
関するデータ、生理的データ、ストレスデータ、または健康データも含まれ得る。第３の
種類のデータの受信には、照会処理エンジン、機械が機械対話するように構成された電子
デバイス、または電子使用者記録からのデータを受信することも含まれ得る。第３の種類
のデータは、モバイルデバイスから受信され得、アプリケーションとの使用者対話のレベ
ルに対応し得、表示はアプリケーションを通して提供される。
【００２８】
　本方法は、血糖緊急度指数がそれぞれ規定の警告閾値または警報閾値に達した場合、警
告または警報を提供することをさらに含み得る。そのような規定の警告閾値または警報閾
値は、使用者が低血糖状態または高血糖状態にあることを示し得る。
【００２９】
　糖尿病に加えて、生理的状態は、肥満、栄養失調、活動過多、鬱、または生殖能力のう
ちの１つ以上も含み得る。
【００３０】
　本方法は、受信された入力に基づいて高度な出力を提供することをさらに含み得る。
【００３１】
　表示を提供するステップは、モバイルデバイスのユーザーインターフェース上に緊急度
指数の表示を表示することを含み得る。表示するステップは、緊急度指数の表示が他の実
行しているアプリケーションまたはプロセスに関係なく表示されるように、モバイルデバ
イス上で作動している他のアプリケーションまたはプロセスを無視することをさらに含み
得る。
【００３２】
　表示するステップが使用者の操作によってもたらされている場合、使用者の操作は、モ
バイルデバイスを手に持つこと、モバイルデバイスをロック解除すること、またはモバイ
ルデバイス上でスワイプ操作を実施することからなる群から選択され得る。
【００３３】
　緊急度指数の表示は、描画された要素、例えば、色であり得、描画された要素は、モバ
イルデバイスのオペレーティングシステムに元から備わっているホーム画面または背景の
少なくとも一部分として描画される。描画された要素に色がついている場合、色は、緊急
度指数によって異なる。描画された要素は、アイコンでもあり得、その場合、アイコンの
位置、サイズ、または色は、緊急度指数に基づく。
【００３４】
　本方法は、使用者がアイコンを起動させたという表示を受信することと、緊急度指数に
関する追加情報または高度な出力を表示することと、をさらに含み得る。
【００３５】
　第３の種類のデータは、使用者によって入力されたか、または統合ポンプから受信され
た、過去または未来の薬物パラメータを含み得、薬物パラメータは、生理的状態に対処す
るために使用者内に注入された時間及び／または薬物の量を表す。分析物がグルコースで
ある場合、緊急度指数は、血糖緊急度指数であり得、薬物パラメータは、インスリンに対
応し得る。
【００３６】
　表示を提供するステップは、以下のように描画機能をさらに含み得る。例えば、一連の
要素は、モバイルデバイスのユーザーインターフェース上に描画され得、一連の要素は、
グルコース濃度の過去または予測される未来の値を示す。緊急度指数の表示は、モバイル
デバイス上でそれぞれ描画されたか、もしくは音を発する可聴式または視覚的警告であり
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得る。本方法は、使用者データが緊急度指数に関連し得るように、使用者に対してデータ
を入力するように入力要求を表示することをさらに含み得る。使用者に対するデータを入
力するための入力要求は、データの種類を示し得、データの種類は、運動もしくは活動レ
ベル、食事データ、インスリンデータ、ストレスもしくは健康データ、または情緒データ
からなる群から選択され得、これは第３のデータを形成するために、利用され得る。本方
法は、使用者が緊急度指数の表示された表示に応えて実施し得る、少なくとも１つの可能
性のある操作を表示することをさらに含み得る。表示は、処置可能な警告であり得る。表
示の表示には、帯域の占有率を表示することが含まれ得、帯域は、緊急度指数値の規定の
範囲に対応する。
【００３７】
　本方法は、決定された緊急度指数を、モバイルデバイスの記憶装置に記憶することをさ
らに含み得る。本方法は、記憶された緊急度指数を統合ポンプに送信することを含み得る
。例えば、本方法は記憶された緊急度指数をポンプ操作に変換することと、ポンプ操作を
統合ポンプに送信することとをさらに含み得る。
【００３８】
　本方法は、生理的状態を示す現在の分析物データ値を表示すること、及び／または分析
物の日付の傾向が上昇しているか減少しているかの表示を表示すること、及び任意選択的
に傾向の上昇または減少率の指数を表示することも含まれ得る。一実装例において、傾向
は、増加傾向を示す概して上向きの矢印及び減少傾向を示す概して下向きの矢印によって
示され、任意選択的に矢印の角度は変化量を示し、より垂直は、より大きな変化量を示す
。
【００３９】
　緊急度指数の表示は、緊急度に応じて色を変更することによって提供され得る。赤は、
最も高い緊急状態を示すのに選択され得る。
【００４０】
　第２の態様において、本発明は、第１の態様の上記方法のいずれかを実施するためのシ
ステムに対する。
【００４１】
　第３の態様において、本発明は、分析物濃度と、分析物濃度の第１の時間導関数または
第２の時間導関数、分析物濃度が規定の範囲を占めた持続時間、分析物濃度の第１の時間
導関数または第２の時間導関数が規定の範囲を占めた持続時間、分析物濃度の第２の時間
導関数、分析物濃度の第２の時間導関数が規定の範囲を占めた持続時間、使用者によって
入力された過去または未来の食事摂取パラメータ、使用者によって入力されたかまたは統
合ポンプから受信された過去または未来の薬物パラメータ、または体温からなる群から選
択される少なくとも２つの変数とに基づいて緊急度指数を決定することを含む、生理的状
態に関連する緊急度指数を決定する方法に対する。
【００４２】
　本方法は、決定された緊急度指数を、モバイルデバイスの記憶装置に記憶することを含
み得る。
【００４３】
　緊急度指数は、生理的状態に関して分析物濃度をより高い健康危険性レベルからより低
い健康危険性レベルに持っていくために、介在操作を必要とする緊急性を表し得る。
【００４４】
　第２の態様の実装例には、以下のうちの１つ以上が含まれ得る。本方法は、モバイルデ
バイスのユーザーインターフェース上に緊急度指数の表示を表示することを含み得る。表
示するステップは、緊急度指数の表示が他の実行しているアプリケーションまたはプロセ
スに関係なく表示されるように、モバイルデバイス上で作動している他のアプリケーショ
ンまたはプロセスを無視することをさらに含み得る。
【００４５】
　表示するステップが使用者の操作によってもたらされている場合、使用者の操作は、モ
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バイルデバイスを手に持つこと、モバイルデバイスをロック解除すること、またはモバイ
ルデバイス上でスワイプ操作を実施することからなる群から選択され得る。
【００４６】
　緊急度指数の表示は、描画された要素、例えば、色であり得、色は、モバイルデバイス
のオペレーティングシステムに元から備わっているホーム画面または背景の少なくとも一
部分として描画される。描画された要素は、アイコンでもあり得、その場合、アイコンの
位置、サイズ、または色は、緊急度指数に基づく。
【００４７】
　本方法は、使用者がアイコンを起動させたという表示を受信することと、緊急度指数に
関する追加情報または高度な出力を表示することとをさらに含み得る。
【００４８】
　分析物がグルコースである場合、緊急度指数は、血糖緊急度指数であり得、薬物パラメ
ータは、インスリンに対応し得る。
【００４９】
　本方法には、以下の通り、描画機能が含まれ得る。例えば、一連の要素は、モバイルデ
バイスのユーザーインターフェース上に描画され得、一連の要素は、グルコース濃度の過
去または予測される未来の値を示す。
【００５０】
　緊急度指数の表示が提供され得、モバイルデバイス上でそれぞれ描画されたか、もしく
は音を発する可聴式または視覚的警告であり得る。
【００５１】
　本方法は、使用者データが緊急度指数に関連し得るように、使用者に対してデータを入
力するように入力要求を表示することをさらに含み得る。使用者に対するデータを入力す
るための入力要求は、データの種類を示し得、データの種類は、運動もしくは活動レベル
、食事データ、インスリンデータ、ストレスもしくは健康データ、または情緒データから
なる群から選択され得る。本方法は、使用者が緊急度指数の表示された表示に応えて実施
し得る、少なくとも１つの可能性のある操作を表示することをさらに含み得る。表示は、
処置可能な警告であり得る。操作は、緊急性の危険性が高いとき、生理的状態によって提
示される健康危険性に関して分析物濃度を、正常以上の許容レベルに向かって持っていく
ように健康危険性を調整するものであり得る。表示の表示には、帯域の占有率を表示する
ことが含まれ得、帯域は、緊急度指数値の規定の範囲に対応する。
【００５２】
　本方法は、記憶された緊急度指数を統合ポンプに送信することをさらに含み得る。例え
ば、本方法は記憶された緊急度指数をポンプ操作に変換することと、ポンプ操作を統合ポ
ンプに送信することとをさらに含み得る。この段落で論じられ、前述の統合ポンプは、生
理的状態を治療するための薬物を送達するためのポンプであり得る。
【００５３】
　本方法は、モバイルデバイス上に決定された緊急度指数の表示を提供することを含み得
る。
【００５４】
　少なくとも２つの変数には、分析物濃度の一次時間導関数及び／または二次時間導関数
が含まれ得る。
【００５５】
　モバイルデバイスは、スマートフォンでもよい。
【００５６】
　本方法は、モバイルデバイス上に可聴式及び／もしくは触知できる警告を出力すること
、ならびに／または決定された緊急度指数が健康危険性状態に達した生理的状態を示す、
例えば、極度の低血糖状態または高血糖状態の危険性を示す閾値に達したか、もしくは超
えたとき、調整操作が使用者によってとられない限り、緊急度指数の表示が、他の実行し
ているアプリケーションもしくはプロセスに関係なくモバイルデバイス上に表示されるよ
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うに、モバイルデバイス上で作動している他のアプリケーションもしくはプロセスを無視
することを含み得る。
【００５７】
　本方法は、少なくとも緊急度指数が生理的状態に関して高い緊急性を示しているとき、
モバイルデバイスのロック画面を通過する前においてさえも表示が使用者に見えるように
、モバイルデバイス上に緊急の危険性の表示を提供することを含み得る。
【００５８】
　緊急度指数の決定は、緊急性評価モジュールによって実施され得る。
【００５９】
　緊急性評価モジュールは、入力としての分析物濃度を取得し得、データが生理的状態の
健康危険性、例えば極度の高血糖の危険性または極度の低血糖の危険性に近付くに従って
、分析物濃度入力は、緊急度指数をより高い緊急性を表す値に調節する傾向がある。
【００６０】
　緊急性評価モジュールは、第１の時間導関数及び／もしくは第２の時間導関数が、健康
危険性、例えば生理的状態の極度の高血糖もしくは低血糖の危険性が緩和していることを
示すときは、より低い緊急性を、または第１の導関数及び／もしくは第２の導関数が、健
康危険性、例えば生理的状態の高血糖もしくは低血糖の危険性が悪化していることを示す
ときは、より高い緊急性を表す値に緊急度指数を調節する傾向のある手段で、入力として
の一次時間導関数及び／または二次時間導関数を取得し得る。
【００６１】
　緊急性評価モジュールは、使用者によって入力された過去もしくは未来の食事摂取パラ
メータ、または使用者によって入力されたかもしくは統合ポンプから受信された過去もし
くは未来の薬物パラメータを含む外部データを入力として取得し得、入力外部データは、
分析物濃度への薬物または食事摂取の効果が、生理的状態の健康危険性に関して分析物レ
ベルを緩和するときより低い危険性を表す値に緊急度指数を調節する傾向があり、入力外
部データは、分析物濃度への薬物または食事摂取の効果が、健康危険性に関して分析物レ
ベルを悪化させるとき、より高い危険性を表す値に緊急度指数を調整する傾向がある。あ
る実施形態において、薬物パラメータは、（体内のポンプを通してか体外の注入器を通し
てかに関わらず）体内へのインスリン注入の時間及び／または量を表し、食事摂取パラメ
ータは、食品／飲料摂取の時間及び／または量を表す。
【００６２】
　少なくとも２つの変数には、第１の時間導関数データ及び第２の時間導関数データなら
びに食事摂取パラメータ及び薬物パラメータのうちの少なくとも１つが含まれ得る。
【００６３】
　緊急性評価モジュールは、分析物濃度が生理的状態に関して定義された正常範囲を表す
規定の範囲を占めている持続時間、例えば分析物データが正常血糖状態を連続的に表して
いる持続時間の指標を入力として追加でか、または代替的に取得し得、持続時間指標は、
持続時間が増加するに従ってより高い緊急性が決定されるように、緊急度指数を調節する
傾向がある。
【００６４】
　緊急度指数を決定するステップは、分析物濃度、分析物濃度の一次時間導関数及び分析
物濃度の二次時間導関数、ならびに／または分析物濃度が規定の範囲を占めた持続時間の
各々を表す項を有する数学的危険関数を使用することを含み得る。
【００６５】
　第３の態様の実装例には、以下のうちの１つ以上がさらに含まれ得る。生理的状態は、
糖尿病であり得、緊急度指数は、血糖緊急度指数であり得、分析物濃度は、グルコース濃
度であり得る。グルコース濃度は、現在の測定されたグルコース濃度であり得る。
【００６６】
　本方法には、モバイルデバイスのユーザーインターフェース上等で使用者によって入力
された対応するデータに基づく食事摂取パラメータ及び／または薬物パラメータを受信す
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ることが含まれ得る。
【００６７】
　本方法は、血糖緊急度指数がそれぞれ規定の警告閾値または警報閾値に達した場合、警
告または警報を提供することをさらに含み得る。そのような規定の警告閾値または警報閾
値は、使用者が低血糖状態または高血糖状態にあることを示し得る。
【００６８】
　本方法は、ｍｇ／ｍｌ等で分析物濃度を表す数値を表示すること、及び／または分析物
濃度の傾向が、上昇しているか減少しているかの表示を表示すること、及び任意選択的に
傾向の上昇または減少率の指標を表示することも含まれ得る。一実装例において、傾向は
、増加傾向を示す概して上向きの矢印及び減少傾向を示す概して下向きの矢印によって示
され、任意選択的に矢印の角度は変化量を示し、より垂直は、より大きな変化量を示す。
緊急度指数の表示は、緊急度に応じて表示の色を変更することによって提供され得る。赤
は、最も高い緊急状態を示すのに選択され得る。表示は、スマートフォン等のモバイルデ
バイス上であり得る。
【００６９】
　第４の態様において、本発明は、第３の態様の上記方法のいずれかを実施するためのシ
ステムに対する。
【００７０】
　第５の態様において、本発明は、本明細書及び／または図面に実質的に示されるデバイ
ス、システム、または方法に対する。
【００７１】
　第６の態様において、本発明は、ホストにおける分析物の濃度を実質的に連続的に測定
するように構成され、ホストにおける分析物濃度に関連する連続センサデータを提供する
、薬物送達デバイスと、上に述べられる方法のうちの任意の１つを実施するように構成さ
れたプロセッサモジュールとを含む、生理的状態に関連するデータを監視するための電子
デバイスに対する。
【００７２】
　第７の態様において、本発明は、ホストに薬物を送達するように構成された薬物送達デ
バイスであって、薬物送達デバイスは連続分析物センサに処置可能に接続され、連続分析
物センサが、ホストにおける分析物の濃度を実質的に連続的に測定するように構成され、
ホストにおける分析物濃度に関連する連続センサデータを提供する、薬物送達デバイスと
、上に述べられる方法のうちの任意の１つを実施するように構成されたプロセッサモジュ
ールとを含む、ホストに薬物を送達するための電子デバイスに対する。
【００７３】
　記載される機能の理解を容易にするために、連続グルコース監視が、続く説明の一部と
して使用される。記載されるシステム及び方法が、他の連続監視システムにも適用可能で
あることが理解されよう。例えば、論じられる機能は、乳酸塩、遊離脂肪酸、運動中の心
拍数、ＩｇＧ－抗グリアジン、インスリン、グルカゴン、運動追跡、生殖能力、カロリー
摂取量、水分補給、塩分濃度、汗／発汗（ストレス）、ケトン、アディパネクチン、トロ
ポニン、発汗、及び／または体温の連続監視に使用され得る。グルコース監視が例として
使用される場合、状態を監視するこれらの代替例のうちの１つ以上は、置換され得る。し
たがって、ＧＵＩが上に記載されている一方で、類似のシステムにおいて、ラクトース緊
急度指数、ケトン緊急度指数等が定義され得る。
【００７４】
　開示される様々な態様の実施形態の機能のいずれも、特定される全ての態様及び実施形
態に適用可能である。さらに、実施形態の機能のいずれも独立して、本明細書に記載され
る他の実施形態と、任意の手段で部分的にかまたは完全に組み合わせることが可能であり
、例えば、１つ、２つ、または３つ以上の実施形態が全体においてかまたは一部において
組み合わせ可能であり得る。
さらに、様々な態様の実施形態の機能のいずれかは、他の態様または実施形態では任意選
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択にしてもよい。方法の任意の態様または実施形態を、別の態様または実施形態のシステ
ムまたは装置によって実施してもよく、システムの任意の態様または実施形態を、別の態
様または実施形態の方法を実施するように構成してもよい。
【００７５】
　この原理に従ったシステム及び方法の利点には、以下のうちの１つ以上が含まれ得る。
使用者は、使用者の電話をひと目見たときにいつでも使用者の緊急性評価の表示を受け取
ることができる。同様に、血糖の緊急状態の決定において多数の入力を考慮する知的アル
ゴリズムを使用することにより、使用者が、より処置可能な警告を受信し、迷惑警告の発
生を低減し、ＣＧＭの使用を増加させることができる。緊急性評価は、警告アルゴリズム
によってそれ以前に考慮されていない入力に基づくため、血糖緊急度指数は、やむを得ず
単独のグルコース濃度（または導関数）情報に相関させるよりもむしろ患者の臨床的糖尿
病管理により良好に相関し得る。使用者は、興味を起こさせる及び個別化可能な手段、な
らびに使用者が恐らくすでに携行しているデバイス、例えば、モバイルデバイスに元から
備わっているユーザーインターフェースを利用する手段で、血糖の緊急状態に対して安全
かつ慎重に警告され得る。他の利点は、図及び特許請求の範囲を含む以下に続く説明から
明白になるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００７６】
　本実施形態を、これより有益な機能を強調することに重点を置きながら詳細に論じる。
これらの実施形態は、単に例示的な目的のためである付属の図面に示される新しくかつ非
自明な緊急性評価及びユーザーインターフェースを描写する。これらの図面は、以下の図
を含み、図内の類似の数字は類似の部品を示す。
【００７７】
【図１】低閾値をより低い値またはより高い値に設定した効果を例示する、出力記録のグ
ラフである。
【図２】比較的安定したグルコース値さえも警告を作動することができることを例示する
出力記録のグラフである。
【図３】連続グルコースセンサ及び薬物送達デバイスを含む、好適な実施形態の統合シス
テムのブロック図である。
【図４】本システム及び方法を用いて使用するために構成された電子デバイスの立面図で
ある。
【図５】図４の電子デバイスの機能的ブロック図である。
【図６】図３のシステムの特定の構成要素の論理図を描写する。
【図７】ＧＵＩの計算で用いられ得るパラメータまたは変数の範疇を描写する。
【図８】この原理に従った方法を例示するフローチャートである。
【図９】パラメータ及び変数の様々な組み合わせをＧＵＩの決定においてどのように用い
ることができるかを示すグラフである。
【図１０】パラメータ及び変数の様々な組み合わせを、特にパターンを使用するＧＵＩの
決定においてどのように用いることができるかを示す別のグラフである。
【図１１】パラメータ及び変数の様々な組み合わせを、特に重大な事象に関するデータを
使用するＧＵＩの決定においてどのように用いることができるかを示す別のグラフである
。
【図１２Ａ】時間の関数としてのグルコース濃度、静的危険性、及び動的危険性を例示す
る。
【図１２Ｂ】時間の関数としてのグルコース濃度、静的危険性、及び動的危険性を例示す
る。
【図１３】低血糖症において、血糖の緊急性がどのように持続時間と共に上昇するかを例
示する。
【図１４】ＧＵＩの決定においてパラメータまたは変数として加速度を使用することが、
どのように危険性状態に関する誤警告を避けることができるかを例示する。
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【図１５Ａ】例となるパラメータ及び変数に対応する様々な確率分布を例示する。
【図１５Ｂ】例となるパラメータ及び変数に対応する様々な確率分布を例示する。
【図１５Ｃ】例となるパラメータ及び変数に対応する様々な確率分布を例示する。
【図１５Ｄ】例となるパラメータ及び変数に対応する様々な確率分布を例示する。
【図１５Ｅ】例となるパラメータ及び変数に対応する様々な確率分布を例示する。
【図１５Ｆ】例となるパラメータ及び変数に対応する様々な確率分布を例示する。
【図１６Ａ】計算されたＧＵＩに基づくＧＵＩ通知及び／または処置可能な警告を表示す
るのに用いられ得る様々なユーザーインターフェースを例示する。
【図１６Ｂ】計算されたＧＵＩに基づくＧＵＩ通知及び／または処置可能な警告を表示す
るのに用いられ得る様々なユーザーインターフェースを例示する。
【図１７Ａ】計算されたＧＵＩに基づくＧＵＩ通知及び／または処置可能な警告を表示す
るのに用いられ得る様々なユーザーインターフェースを例示する。
【図１７Ｂ】計算されたＧＵＩに基づくＧＵＩ通知及び／または処置可能な警告を表示す
るのに用いられ得る様々なユーザーインターフェースを例示する。
【図１８Ａ】計算されたＧＵＩに基づくＧＵＩ通知及び／または処置可能な警告を表示す
るのに用いられ得る様々なユーザーインターフェースを例示する。
【図１８Ｂ】計算されたＧＵＩに基づくＧＵＩ通知及び／または処置可能な警告を表示す
るのに用いられ得る様々なユーザーインターフェースを例示する。
【図１９Ａ】計算されたＧＵＩに基づくＧＵＩ通知及び／または処置可能な警告を表示す
るのに用いられ得る様々なユーザーインターフェースを例示する。
【図１９Ｂ】計算されたＧＵＩに基づくＧＵＩ通知及び／または処置可能な警告を表示す
るのに用いられ得る様々なユーザーインターフェースを例示する。
【図２０Ａ】計算されたＧＵＩに基づくＧＵＩ通知及び／または処置可能な警告を表示す
るのに用いられ得る様々なユーザーインターフェースを例示する。
【図２０Ｂ】計算されたＧＵＩに基づくＧＵＩ通知及び／または処置可能な警告を表示す
るのに用いられ得る様々なユーザーインターフェースを例示する。
【図２１Ａ】計算されたＧＵＩに基づくＧＵＩ通知及び／または処置可能な警告を表示す
るのに用いられ得る様々なユーザーインターフェースを例示する。
【図２１Ｂ】計算されたＧＵＩに基づくＧＵＩ通知及び／または処置可能な警告を表示す
るのに用いられ得る様々なユーザーインターフェースを例示する。
【図２２Ａ】計算されたＧＵＩに基づくＧＵＩ通知及び／または処置可能な警告を表示す
るのに用いられ得る様々なユーザーインターフェースを例示する。
【図２２Ｂ】計算されたＧＵＩに基づくＧＵＩ通知及び／または処置可能な警告を表示す
るのに用いられ得る様々なユーザーインターフェースを例示する。
【図２３】計算されたＧＵＩに基づくＧＵＩ通知及び／または処置可能な警告を表示する
のに用いられ得る様々なユーザーインターフェースを例示する。
【図２４】計算されたＧＵＩに基づくＧＵＩ通知及び／または処置可能な警告を表示する
のに用いられ得る様々なユーザーインターフェースを例示する。
【図２５Ａ】計算されたＧＵＩに基づくＧＵＩ通知及び／または処置可能な警告を表示す
るのに用いられ得る様々なユーザーインターフェースを例示する。
【図２５Ｂ】計算されたＧＵＩに基づくＧＵＩ通知及び／または処置可能な警告を表示す
るのに用いられ得る様々なユーザーインターフェースを例示する。
【図２６】計算されたＧＵＩに基づくＧＵＩ通知及び／または処置可能な警告を表示する
のに用いられ得る様々なユーザーインターフェースを例示する。
【図２７Ａ】計算されたＧＵＩに基づくＧＵＩ通知及び／または処置可能な警告を表示す
るのに用いられ得る様々なユーザーインターフェースを例示する。
【図２７Ｂ】計算されたＧＵＩに基づくＧＵＩ通知及び／または処置可能な警告を表示す
るのに用いられ得る様々なユーザーインターフェースを例示する。
【図２８Ａ】計算されたＧＵＩに基づくＧＵＩ通知及び／または処置可能な警告を表示す
るのに用いられ得る様々なユーザーインターフェースを例示する。
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【図２８Ｂ】計算されたＧＵＩに基づくＧＵＩ通知及び／または処置可能な警告を表示す
るのに用いられ得る様々なユーザーインターフェースを例示する。
【図２９】計算されたＧＵＩに基づくＧＵＩ通知及び／または処置可能な警告を表示する
のに用いられ得る様々なユーザーインターフェースを例示する。
【図３０】ＧＵＩ通知及び／または処置可能な警告を提供するための例となる方法のフロ
ーチャートである。
【図３１Ａ】使用者入力要求を促す例となるユーザーインターフェースである。
【図３１Ｂ】使用者入力要求を促す例となるユーザーインターフェースである。
【図３２Ａ】遡及的アルゴリズムを実施するような別の例となる方法のフローチャートで
ある。
【図３２Ｂ】図３２Ａの方法の使用を例示するグラフである。
【図３２Ｃ】図３２Ａの方法の使用を例示するグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００７８】
　連続グルコース監視の特定実施例を考慮のこと。糖尿病患者にとって、グルコース監視
は、文字通り生死を分け得る。しかしながら、ＣＧＭ上に提示される血糖値は、不明瞭で
あり得る。例えば、３人の使用者が全員ＣＧＭによって測定された同じ血糖値を有し得る
が、各々は、血糖値が減少しているか、同じ値で留まっているか、または上昇しているか
によって異なる治療が必要であり得る。これは、現在のＣＧＭが低閾値及び／または高閾
値、例えば、時に変化率の考慮を含む予測または実際のグルコース濃度の閾値に基づいて
警告を作動させるため特に当てはまる。予測値は、一般にノイズに強く左右され、そのよ
うな閾値に基づいた警告の使用は、使用者に危険または危ない状況に遭遇する前に反応す
るための多くの十分な時間をもたらさない。
【００７９】
　例えば、及び図１を参照して、標準低血糖閾値の警告は、７０ｍｇ／ｄＬに設定され得
る。使用者のグルコースレベルが急速に落ちている場合、そのような低閾値警告は、使用
者に、例えば、５５ｍｇ／ｄＬ未満の非常に低いグルコースレベルを防ぐのに十分な時間
をもたらすことができ得ない。例え低閾値警告が８０ｍｇ／ｄＬに設定されていたとして
も、使用者は５５ｍｇ／ｄＬ未満に落ちる１０分前に警告を聞くのみであろう。５５ｍｇ
／ｄＬ未満に落ちる前の３０分間、使用者は２．５ｍｇ／ｄＬ／分の平均変化量で落ち、
使用者が７０ｍｇ／ｄＬの閾値に達するかなり前に非常に危険な状況にあったことは、図
１のＣＧＭ出力記録から明らかである。
【００８０】
　センサの感度を高めることは常に可能である一方で、そのような高めることは、多くの
場合誤警告につながり、使用者の「警告疲労」を伴う。これは、監視が、通常複数の手段
、例えば、アプリケーション通知、テキストメッセージ、Ｅメール等で使用者にすでに警
告しているスマートフォンである場合に、特に正しい。例えば、非常に低いグルコースレ
ベルを防ぐための十分な時間が存在することを確実にするための努力において、低閾値が
より高く、例えば、８０または９０ｍｇ／ｄＬに設定された場合、そのような設定は、多
くの誤警告につながるであろう。別の例として、及び図２を参照して、８０ｍｇ／ｄＬ前
後で推移している安定したグルコースレベルに対しては警告する必要はないが、閾値が８
０ｍｇ／ｄＬに設定された場合、多くの警告が作動するであろう。
【００８１】
　さらに、現在のシステムが血糖値及び閾値に基づく警告を使用者に提示することができ
る一方で、そのようなシステムに関連するユーザーインターフェースは、使用者の期待を
満たさない。信頼できる警告の欠如及び安全かつ慎重なユーザーインターフェースの欠如
の両方は、そのような監視の使用及び採用を妨げる。
【００８２】
　同様に、インスリンポンプ操作をＣＧＭと統合させる現在のシステムは、単純なグルコ
ース閾値を使用して基礎インスリンを保留させる等の判断を下す。しかしながら、単純な
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グルコース閾値は、使用者の緊急状態に関する十分な情報を提供することができない。例
えば、インスリン送達を保留させるために７０ｍｇ／ｄＬの閾値を使用することは、グル
コースが徐々に低下しているときは、適切であり得るが、グルコースが急速に落ちている
場合には、グルコースが１００ｍｇ／ｄＬであるとき、インスリンを保留することがより
適切であり得、あるいは多量の残留インスリンまたは最近の運動が存在する場合、さらに
早くがより適切であり得る。予測されるグルコース値単独の中断ですら、多数の偽陽性の
不利益を有する。
【００８３】
　血糖の測定及びそれに関する警告を提供することに関連する他の態様は、本出願の出願
人に所有されている２０１３年１月１６日出願の「ＳＹＳＴＥＭＳ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯ
ＤＳ　ＦＯＲ　ＰＲＯＶＩＤＩＮＧ　ＳＥＮＳＩＴＩＶＥ　ＡＮＤ　ＳＰＥＣＩＦＩＣ　
ＡＬＡＲＭＳ」という表題の同時係属米国特許非仮出願第１３／７４２，６９４号に記載
され、参照によりその全体が本明細書に組み込まれる。
【００８４】
　本明細書に記載される機能の１つの非限定的な利点は、警告または警報を考慮して、使
用者が気付くか、または容易に推測することができるとるべき適切な処置という意味で、
使用者にとってより有用、すなわちより「処置可能」である警告及び警報を提供すること
である。そのような警告及び警報は、使用者の現在の血糖の緊急性評価をより正しく反映
しているという意味では、より正確でもある。処置可能な警告及び／または警報を提供す
ることに加えて、それは、使用者の緊急性評価を使用者に連続通知を提供することができ
、強く興味を起こさせる手段で、デバイス使用者がすでに一般に携行しているデバイス、
例えば、スマートフォン等のモバイルデバイスに元から備わっているユーザーインターフ
ェースを使用して使用者に提示することができ、したがって使用者が追加のデバイスを携
行する必要性を打ち消す。
【００８５】
　様々な用語が以下に記載される。
【００８６】
　「連続グルコースセンサ」という表現は、本明細書で使用される場合、広義の表現であ
り、当業者にその通常のかつ慣習的意味を提供し（また、特別なまたは個別化された意味
に限定されず）、例えば、秒の小数点以下から最大、例えば、１、２、もしくは５分、ま
たはそれ以上の範囲にわたる時間間隔で、体液（例えば、血液、血漿、間質液等）のグル
コース濃度を連続的または断続的に測定するデバイスを指すが、これに限定されない。
【００８７】
　「連続グルコース感知」または「連続グルコース監視」という表現は、本明細書で使用
される場合、広義の用語であり、当業者にその通常のかつ慣習的意味を提供し（また、特
別なまたは個別化された意味に限定されず）、例えば、秒の小数点以下から最大、例えば
、１、２、もしくは５分、またはそれ以上の範囲にわたる時間間隔で、ホストの体液（例
えば、血液、漿液、血漿、細胞外液、涙等）のグルコース濃度の監視が、連続的にまたは
断続的に行われる期間を指すが、これに限定されない。例となる一実施形態において、ホ
ストの細胞外液のグルコース濃度は、１、２、５、１０、２０、３０、４０、５０、また
は６０秒毎に測定される。
【００８８】
　「実質的に」という用語は、本明細書で使用される場合、広義の用語であり、当業者に
その通常のかつ慣習的意味を提供し（また、特別なまたは個別化された意味に限定されず
）、限定されないが、所定のものの大部分だが必ずしも完全にではないことを指し、これ
は、５０パーセント超の量、６０パーセント超の量、７０パーセント超の量、８０パーセ
ント超の量、９０パーセント以上の量を含み得る。
【００８９】
　「プロセッサ」及び「プロセッサモジュール」という用語は、本明細書で使用される場
合、広義の用語であり、当業者にその通常のかつ慣習的意味を提供し（また、特別なまた
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は個別化された意味に限定されず）、コンピュータを動作させる基本命令に対応するか処
理する論理回路を使用して、算術演算または論理演算を実施するように設計されたコンピ
ュータシステム、状態機械、プロセッサ等を指すが、これらに限定されない。幾つかの実
施形態において、この用語は、ＲＯＭ及び／またはそれと関連するＲＡＭを含み得る。
【００９０】
　本明細書に開示される例となる実施形態は、グルコースまたは別の分析物の濃度もしく
は存在を示す物質の濃度を測定するグルコースセンサの使用に関する。幾つかの実施形態
において、グルコースセンサは、連続デバイス、例えば、皮下、経皮（ｔｒａｎｓｄｅｒ
ｍａｌ）、経皮（ｔｒａｎｓｃｕｔａｎｅｏｕｓ）、非侵襲的、眼内、及び／または血管
内（例えば、静脈内）デバイスである。幾つかの実施形態において、デバイスは、複数の
断続的血液試料を分析することができる。グルコースセンサは、酵素的、化学的、物理的
、電気化学的、光学的、光化学的、蛍光ベース、分光光度的、分光学的（例えば、光吸収
分光法、ラマン分光法等）、旋光分析的、熱量測定的、イオン泳動的、放射測定的方法等
を含む、グルコース測定の任意の方法を使用することができる。
【００９１】
　グルコースセンサは、侵襲的、低侵襲的、及び非侵襲的感知手法を含む任意の既知の検
出方法を使用して、ホストにおける分析物の濃度を示すデータ流を提供することができる
。データ流は、一般に、センサを使用し得る患者または健康管理の専門家（例えば、医師
）等の使用者に、分析物の有用な値を提供するために使用される生データ信号である。
【００９２】
　説明及び実施例の多くがホストにおけるグルコースの濃度を測定し得るグルコースセン
サに寄せられているが、実施形態のシステム及び方法は、任意の測定可能な分析物に適用
することができる。以下に記載される幾つか例となる実施形態は、インプラント可能なグ
ルコースセンサを利用する。しかしながら、本明細書に記載されるデバイス及び方法は、
分析物の濃度を検出し、分析物の濃度を表す出力信号を提供し得る任意のデバイスに提供
可能であることを理解されたい。
【００９３】
　述べられる通り、幾つかの実施形態において、分析物センサは、例えば、米国特許第６
，００１，０６７号及び米国特許公開第ＵＳ－２０１１－００２７１２７－Ａ１号に関し
て記載されるインプラント可能なグルコースセンサである。幾つかの実施形態において、
分析物センサは、例えば、米国特許公開第ＵＳ－２００６－００２０１８７－Ａ１号に関
して記載される経皮的グルコースセンサである。さらに別の実施形態において、分析物セ
ンサは、例えば、米国特許公開第ＵＳ－２００９－０１３７８８７－Ａ１号に関して記載
されるデュアル電極分析物センサである。さらに別の実施形態において、センサは、主血
管内または体外にインプラントされるように構成され、例えば、米国特許公開第ＵＳ－２
００７－００２７３８５－Ａ１号に記載されている。これらの特許及び刊行物は、参照に
よりその全体が本明細書に組み込まれる。
【００９４】
　以下の説明及び実施例は、図面に関連して本実施形態を説明した。図面において、照合
番号は、本実施形態の要素を標識する。これらの照合番号は、対応する図面機能の考察に
関連して、以下に複製される。
【００９５】
　図３は、連続グルコースセンサ及び薬物送達デバイスを含む、好適な実施形態の統合シ
ステムのブロック図である。そのような統合システムは、本明細書に記載される幾つかの
実施形態が実装され得る例となる環境である。ここでは、分析物監視システム１００が連
続分析物センサシステム８を含む。連続分析物センサシステム８は、センサ電子装置モジ
ュール１２及び連続分析物センサ１０を含む。システム１００は、薬物送達ポンプ２及び
基準分析物計４等の、他のデバイス及び／またはセンサを含んでもよい。連続分析物セン
サ１０はセンサ電子装置モジュール１２に物理的に接続され得、連続分析物センサ１０と
一体であり得る（例えば、非解除可能に取り付けられ得る）か、または解除可能に取り付
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け可能であり得る。
あるいは、連続分析物センサ１０は、センサ電子装置モジュール１２から物理的に分離し
ていてもよいが、誘導結合等を介して電気的に結合される。さらに、センサ電子装置モジ
ュール１２、薬物送達ポンプ２、及び／または分析物基準計４は、表示デバイス１４、１
６、１８、及び／または２０のいずれかまたは全て等の１つ以上追加のデバイスと通信し
得る。表示デバイス１４、１６、１８、及び２０は、一般に緊急性評価モジュールを含む
アプリケーションを実行するのに十分なプロセッサ、メモリ、記憶装置、及び他の構成要
素を含む。
【００９６】
　幾つかの実装例において、図３のシステム１００は、センサシステム８、薬物送達ポン
プ２、基準分析物計４、及び表示デバイス１４、１６、１８、２０のうちの１つ以上から
直接的または間接的にネットワーク２４上で提供された、分析物データ、薬物送達データ
、ならびに／または他の使用者関連データを分析するように構成されたクラウドベースプ
ロセッサ２２も含み得る。受信したデータに基づいて、プロセッサ２２は、データをさら
に処理し、処理したデータに基づいた統計値を提供するレポートを生成し、ホストまたは
ホストの介護者に関連する電子デバイスに通知を作動させるか、または処理した情報を図
３の他のデバイスのいずれかに提供することができる。幾つかの例となる実装例において
、クラウドベースプロセッサ２２は、１つ以上サーバーを備える。クラウドベースプロセ
ッサ２２が複数のサーバーを備える場合、サーバーは、地理的にローカルか、または互い
に分離していてもよい。ネットワーク２４は、Ｗｉ－Ｆｉネットワーク、セルラーネット
ワーク、インターネット、及びこれらの任意の組み合わせを含むデータを送信するための
任意の有線及び無線通信媒体を含んでもよい。
【００９７】
　幾つかの例となる実装例において、センサ電子装置モジュール１２は、連続分析物セン
サ１０によって生成されたデータの測定及び処理に関連する電子回路を含み得る。これの
生成された連続分析物センサデータは、アルゴリズムも含み得、これは、連続分析物セン
サデータを処理し校正するのにも使用され得るが、これらのアルゴリズムは、例えば、デ
バイス１４、１６、１８、及び／または２０による他の手段でも提供され得る。センサ電
子装置モジュール１２は、連続グルコースセンサ等の連続分析物センサを介して分析物の
レベルの測定を提供するための、ハードウェア、ファームウェア、ソフトウェア、または
これらの組み合わせを含み得る。
【００９８】
　センサ電子装置モジュール１２は、述べられた通り、表示デバイス１４、１６、１８、
及び２０のいずれかまたは全て等の１つ以上デバイスに（例えば、無線的等で）結合し得
る。表示デバイス１４、１６、１８、及び／または２０は、表示デバイスで表示させるた
めにセンサ電子装置モジュール１２によって送信されるようなセンサ情報を、処理及び提
示するために構成され得る。表示デバイス１４、１６、１８、及び２０は、分析物センサ
データに基づいて警報も作動させることができる。
【００９９】
　図３において、表示デバイス１４は、キーフォブ様の表示デバイスであり、表示デバイ
ス１６は、手持ち式の特定用途向けコンピュータデバイス１６（例えば、ＤｅｘＣｏｍ，
Ｉｎｃ．から市販されているＤｅｘＣｏｍ　Ｇ４（登録商標）Ｐｌａｔｉｎｕｍ受信機）
であり、表示デバイス１８は、汎用スマートフォンまたはタブレットコンピュータデバイ
ス２０（例えば、Ａｎｄｒｏｉｄ（登録商標）ＯＳを実行している電話、アプリｌｅ，Ｉ
ｎｃ．から市販されているＡｐｐｌｅ（登録商標）ｉＰｈｏｎｅ（登録商標）、ｉＰａｄ
（登録商標）、またはｉＰｏｄ　ｔｏｕｃｈ（登録商標））であり、表示デバイス２０は
、コンピュータワークステーション２０である。幾つかの例となる実装例において、比較
的小さいキーフォブ様の表示デバイス１４は、腕時計、ベルト、ネックレス、ペンダント
、１個の装身具、粘着性パッチ、ポケットベル、キーフォブ、プラスチックカード（例え
ば、クレジットカード）、及び／または身分証明書（ＩＤ）等に具現化されたコンピュー
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タデバイスであり得る。この小さい表示デバイス１４は、（例えば、表示デバイス１８よ
りも小さい）比較的小さい表示装置を含み得、数値２６及び矢印２８等の限定的な一組の
表示可能なセンサ情報を表示するように構成され得る。幾つかのシステムは、例えば、２
０１３年１１月１４日出願の「Ｄｅｖｉｃｅｓ　ａｎｄ　Ｍｅｔｈｏｄｓ　ｆｏｒ　Ｃｏ
ｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ａｎａｌｙｔｅ　Ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ」という表題の米国仮特許出
願第６１／９０４，３４１号に記載される装着可能なデバイス２１も含み得、この全開示
は、参照により本明細書に明示的に組み込まれる。装着可能なデバイス２１は、使用者の
視覚、衣服、及び／もしくは身体に装着または統合された任意のデバイス（複数可）を含
み得る。デバイスの例には、装着可能なデバイス、アンクレット、メガネ、指輪、ネック
レス、アームバンド、ペンダント、ベルトクリップ、髪クリップ／ゴム、ピン、カフスボ
タン、刺青、ステッカー、靴下、袖、手袋、衣類（例えば、シャツ、ズボン、下着、ブラ
等）、「衣服装身具」例えば、ファスナーつまみ、ボタン、時計、靴、コンタクトレンズ
、皮下インプラント、メガネ、人工内耳、靴の中敷き、矯正器（口腔）、矯正器（胴体）
、医療用包帯、スポーツ用バンド（リストバンド、ヘッドバンド）、帽子、救急絆、付け
毛、マニキュア、人工関節／身体部位、整形外科的ピン／デバイス、インプラント可能な
心臓デバイスまたは神経デバイス等が挙げられる。小さい表示デバイス１４及び／または
装着可能なデバイス２１は、（例えば、表示デバイス１８よりも小さい）比較的小さい表
示装置を含み得、センサ情報の数値２６及び／または矢印２８等の図表による及び／また
は数値による表現を表示するように構成され得る。反対に、表示デバイス１６、１８、及
び２０は、数値及び矢印等の他の情報に加えて、手持ち式受信機１６上に描写される傾向
グラフ３０等のより大きな一組の表示可能な情報を表示し得るより大きい表示デバイスで
あり得る。
【０１００】
　情報（例えば、薬物送達情報、別個の自己監視分析物測定値、心拍数監視、カロリー摂
取量監視等）を少なくとも提示するように構成される任意の他の使用者機器（例えば、コ
ンピュータデバイス）が、図３に関して論じられたものに加えてか、またはそれらの代わ
りに使用することができることが理解される。
【０１０１】
　図３の幾つかの例となる実装例において、連続分析物センサ１０は、分析物を検出及び
／または測定するためのセンサを備え、連続分析物センサ１０は、非侵襲的デバイス、皮
下デバイス、経皮デバイス、及び／または血管内デバイスとして、分析物を連続的に検出
及び／または測定するように構成され得る。幾つかの例となる実装例において、連続分析
物センサ１０は、複数の断続的血液試料を分析し得るが、他の分析物も使用され得る。
【０１０２】
　図３の幾つかの例となる実装例において、連続分析物センサ１０は、１つ以上の測定手
法、例えば、酵素的、化学的、物理的、電気化学的、蛍光的、分光光度的、旋光分析的、
熱量測定的、イオン泳動的、放射測定的、免疫化学的手法等を使用して血液中のグルコー
スを測定するように構成される、グルコースセンサを備え得る。連続分析物センサ１０が
グルコースセンサを含む実施例において、グルコースセンサは、グルコースの濃度を測定
し得る任意のデバイスを備え得、侵襲的、低侵襲的、及び非侵襲的感知手法（例えば、蛍
光的監視）を含むグルコースを測定するための種々の手法を使用して、ホストにおけるグ
ルコースの濃度を示すデータ流等のデータを提供し得る。データ流は、生データ信号であ
り得、これは、使用者、患者、または介護者（例えば、親、親戚、保護者、教師、医師、
看護師、もしくはホストの健康に関心のある任意の他の個人）等のホストに、グルコース
の値を提供するのに使用される、校正された及び／またはフィルターをかけたデータ流へ
と変換される。さらに、連続分析物センサ１０は、下記の種類のセンサのうちの少なくと
も１つとしてインプラントされ得る：インプラント可能なグルコースセンサ、経皮的グル
コースセンサ、主血管内または体外インプラントされたセンサ、皮下センサ、詰め替え可
能な皮下センサ、眼内、または血管内センサ。
【０１０３】
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　図３の幾つかの実装例において、連続分析物センサシステム８は、ホストのグルコース
レベルを連続的に監視するための、ＤｅｘＣｏｍ，Ｉｎｃ．から市販されているＤｅｘＣ
ｏｍ　Ｇ４（登録商標）Ｐｌａｔｉｎｕｍグルコースセンサ及び発信機を含む。
【０１０４】
　図４は、本システム及び方法を用いて使用するために構成された電子デバイス２００の
一実施形態を例示する。電子デバイス２００は、表示装置２０２及び起動するか、または
クリックしたとき、１つ以上機能を実施する１つ以上のボタン２０４及び／またはスイッ
チ２０６等の１つ以上の入力／出力（入出力）デバイスを含む。入出力デバイスとしても
機能する例示される実施形態において、電子デバイス２００は、スマートフォンであり、
表示装置２０２は、入出力デバイスとしても機能するタッチスクリーンを備える。他の実
施形態において、電子デバイス２００は、デバイスまたはスマートフォン以外のデバイス
、例えばＣＧＭシステムの受信機、スマートウォッチ、タブレットコンピュータ、ミニタ
ブレットコンピュータ、手持ち式携帯情報端末（ＰＤＡ）、ゲーム機、マルチメディアプ
レイヤー、装着可能なデバイス、例えば上述のもの、自動車または他の乗り物内の画面等
を備え得る。電子デバイス２００が図においてスマートフォンとして例示されている一方
で、電子デバイス２００は、機能性のうちの幾つかまたは全てがリモートサーバー上に具
現化されているものを含む、本明細書で言及される及び／または他の電子デバイスのいず
れかもしくは全ての機能性を組み込む他の電子デバイスのいずれかであり得る。
【０１０５】
　図５は、図４に示される電子デバイス２００のブロック図であり、幾つかの実施形態に
従った電子デバイス２００の機能的構成要素を例示する。電子デバイス２００は、図４に
関して上述の表示装置２０２及び１つ以上の入力／出力（「入出力」）デバイス（複数可
）２０４、２０６を含む。表示装置２０２は、ＬＣＤまたはＬＥＤ画面及び他のもの等の
出力を表示し得る任意のデバイスであり得る。入力／出力（入出力）デバイス２０２、２
０４、２０６は、例えば、キーボード（示さず）、１つ以上のボタン２０４、１つ以上の
スイッチ２０６等を備え得る。タッチスクリーンを含む実施形態において、表示装置２０
２は、入出力デバイスとしても機能する。
【０１０６】
　電子デバイス２００は、プロセッサ２０８（中央処理装置（ＣＰＵ）とも称される）、
メモリ２１０、記憶装置デバイス２１２、送受信機２１４をさらに含み、他の構成要素ま
たはデバイス（示さず）を含み得る。メモリ２１０はシステムバスまたはローカルメモリ
バス２１６を介して、プロセッサ２０８に結合される。プロセッサ２０８は、１つ以上の
プログラマブル汎用もしくは特定目的マイクロプロセッサ、デジタル信号プロセッサ（Ｄ
ＳＰ）、プログラマブルコントローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、プログラマ
ブル論理デバイス（ＰＬＤ）等、またはそのようなハードウェアベースのデバイスの組み
合わせであるか、あるいはこれらを含み得る。
【０１０７】
　メモリ２１０は、実行時にメモリ２１０に記憶されたデータ及びプログラム情報にアク
セスするプロセッサ２０８を提供する。一般に、メモリ２１０は、ランダムアクセスメモ
リ（ＲＡＭ）回路、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、フラッシュメモリ、またはそのよう
なデバイスの組み合わせを含む。
【０１０８】
　記憶装置デバイス２１２は、１つ以上の内蔵及び／または外付け大容量記憶装置デバイ
スを備え得、これは、非揮発性方式で大きな容量のデータを記憶するための任意の従来の
媒体であり得るか、またはそれを含み得る。例えば、記憶装置デバイス２１２は、従来の
磁気ディスク、光ディスク、光磁気（ＭＯ）記憶装置、フラッシュベースの記憶装置デバ
イス、または構造化データもしくは非構造化データを記憶するのに好適な任意の他の種類
の非揮発性記憶装置デバイスを含み得る。記憶装置デバイス２１２は、いわゆるクラウド
コンピューティングを使用した、「クラウド」の記憶装置も備え得る。クラウドコンピュ
ーティングは、コンピューティング資源とその内在する技術構造（例えば、サーバー、記
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憶装置、ネットワーク）との間に抽出を提供するコンピュータ機能に関し、最低限の管理
努力またはサービス提供者との対話で、迅速に使えるように設定することができ、一般公
開することができる設定可能なコンピューティング資源の共用プールへの、便利な応需型
ネットワークアクセスを可能にする。
【０１０９】
　電子デバイス２００は、例えば、データを相互に関連付ける、パターン分析、及び他の
プロセス等の様々なプロセスを実施し得る。幾つかの実施形態において、電子デバイス２
００は、そのようなプロセスを勝手に実施し得る。あるいは、そのようなプロセスは、上
述の１つ以上クラウドベースプロセッサ２２等の１つ以上他のデバイスによって実施され
得る。さらなる実施形態において、これらのプロセスは、一部分が電子デバイス２００に
よって、及び一部分が他のデバイスによって実施され得る。様々なプロセス例が、電子デ
バイス２００に関して本明細書に記載される。これらのプロセス例は、電子デバイス２０
０単独によって行われることに限定されないことを理解されたい。さらに、本明細書で使
用される場合、「電子デバイス」という用語は、１つ以上クラウドベースプロセッサ、サ
ーバー等の電子デバイス２００が相互作用する他のデバイスを含むと解釈すべきである。
【０１１０】
　電子デバイス２００はまた、様々な機能を行うための他のデバイス／インターフェース
も含む。例えば、電子デバイス２００は、カメラ（示さず）を含む。
【０１１１】
　送受信機２１４は、電子デバイス２００がネットワークを介して他のコンピュータシス
テム、記憶装置デバイス、及び他のデバイスと通信することを可能にする。例示される実
施形態が送受信機２１４を含む一方で、代替実施形態においては、独立した発信機及び独
立した受信機が送受信機２１４と置換され得る。
【０１１２】
　幾つかの実施形態において、プロセッサ２０８は、様々なアプリケーション、例えば、
インターネット及び／またはセルラーネットワーク等上で電子デバイス２００にダウンロ
ードすることができるＣＧＭアプリケーションを実行し得る。様々なアプリケーションの
ためのデータは、電子デバイス２００と１つ以上の他のデバイス／システムとの間で共有
され得、記憶装置２１２によって及び／または１つ以上の他のデバイス／システム上に記
憶され得る。このＣＧＭアプリケーションは、緊急性評価モジュールを含み得る、及び／
または以下に記載される緊急性評価機能及び方法を作動させるのに十分な処理を含み得る
。
【０１１３】
　本実施形態のある特定において、図３の連続分析物センサシステム８のセンサ１０は、
ホストの皮膚内に挿入される。次いで新しいセンサセッションが、センサ１０、センサ電
子装置１２、及び電子デバイス２００で開始される。多数の手法が、センサ１０を初期化
するために用いられ得る。例えば、初期化は、センサ電子装置１２がセンサ１０と係合し
たときに引き起こされ得る。別の実施例において、初期化は、センサ電子装置１２を受容
するスナップ留め基部上のスイッチ（示さず）等の機械的スイッチによって引き起こされ
得る。センサ電子装置１２が基部内にスナップ留めされたとき、スイッチが自動的に作動
する。別の実施例において、初期化は、メニュー駆動型でもよく、使用者はユーザーイン
ターフェース上で選択を行うことにより、例えば、（タッチスクリーンを備え得る）表示
装置２０２上のボタン押すことによってかまたは指定されたエリアに触れることにより初
期化を開始するように、電子デバイス２００の表示装置２０２上のユーザーインターフェ
ースによって入力要求され得る。装着者の皮膚に適用される非侵襲的センサに関わる別の
実施例において、センサ１０は、皮膚に接触したときに感知して、自動的に起動し得る。
さらに、分析物センサシステム８は、上記の手法のいずれかを使用して新しいセンサ１０
の使用を検出し、システム８のユーザーインターフェース上で、入力要求の手段によって
新しいセンサセッションを確認するように使用者に自動的に入力要求し、入力要求に対応
した使用者の確認に対応して初期化を開始することもできる。
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センサ１０の初期化の追加の例は、２０１３年３月１２日出願の米国特許出願第１３／７
９６，１８５号に見出され、この全開示は、参照により本明細書に組み込まれる。
【０１１４】
　図６は、連続分析物監視システム１００の例となる論理図を例示し、具体的には、セン
サ結果の決定及び計算の記述、ならびにその結果及び他の要因に基づく緊急性の決定に関
わる構成要素を例示する。具体的には、センサ１０からの測定値は、センサ電子装置１２
によって処理され、一般にスマートフォンである、モバイルデバイス１８に送信される。
スマートフォンがここで記載される一方で、上述の様々な電子デバイスのいずれかが、セ
ンサまたは他のデータ及び出力結果、ならびにそれらに基づく警告及び警報を受信し、表
示するために用いられ得ることが理解される。さらに、スマートフォン（または同様のス
マートフォンの能力を有するデバイス）が、表示された通知、結果、警告、及び警報を、
それに結合された様々なデバイスに、例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）を介して
送信され得る。そのようなデバイスには、Ｇｏｏｇｌｅ　Ｇｌａｓｓ（登録商標）等の頭
部装着型の表示装置、時計等含まれる。
【０１１５】
　モバイルデバイス１８は、ＣＧＭアプリケーション２０９を実行し、これにより、セン
サ電子装置１２から受信された信号に基づいて様々な監視する及び表示機能が提供される
。このＣＧＭアプリケーションの一部として、ＧＵＩ評価モジュール２１１（これもまた
プロセッサモジュールである）が、ここに記載される緊急性評価機能を実施するために提
供される。評価モジュールが記載される一方で、そのような評価モジュールは、ここに記
載される方法を実施するのに適切な機能性によって置き換えられ得ることが理解される。
【０１１６】
　モバイルデバイス１８は、通知、結果、及び警告／警報を表示するための表示装置２０
２を含む。表示装置２０２が表示画面として記述され、したがって一般に結果を視覚的に
描画する一方で、通知、出力、結果、及びさらに緊急の場合には警告／警報は、可聴的に
等の他の手段も使用して伝達され得ることが理解される。同じものが、表示された文字ま
たは数値の可聴版として伝達され得る。あるいは、発信音または他の音、さらには歌また
は着信メロディーが、使用者の血糖値の別個の表示として、使用者に提供され得る。
【０１１７】
　モバイルデバイス１８は、以下にさらに詳細に記載される通り、使用者が入力したデー
タを含む過去のデータの検索及び使用のために、メモリ２１０または記憶装置２１２をさ
らに含み得る。モバイルデバイス１８が、様々なサーバーとネットワーク通信し得るため
、過去のデータは、ネットワークサーバー２２２からも読み出され得る。過去のデータに
加えて、サーバー（または他のネットワークソース）は、表示装置２０２上に提示される
通知につながる決定に携わり得る他の外部データもさらに提供し得る。
【０１１８】
　表示装置２０２は、それ自体が例えば、タッチスクリーンインターフェースを使用して
、使用者がデータを入力するためのインターフェースを提供し得、データは、ボタンなら
びにスイッチ２０４及び２０６それぞれを介しても入力され得る。幾つかのスマートフォ
ンにおいて、及び多くの他のコンピュータデバイスにおいて、分離したキーボードが同じ
目的のために用いられ得る。
【０１１９】
　信号処理は、センサ電子装置１２を使用してか、モバイルデバイス１８を使用してか、
またはこの２つの組み合わせを使用して起こり得る。信号処理は、クラウドで、例えば、
サーバー２２２または他のネットワークソース上でも実施され得る。しかしながら、多く
の場合、校正、平滑化、またはフィルターがけ等の、生センサ信号の最初の処理は、セン
サ電子装置１２によって行われ、モバイルデバイス１８上のアプリケーションが、センサ
電子装置１２から受信した信号をＧＵＩへと変換し、次いでこれが、表示装置２０２上に
示される。
【０１２０】
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　図７は、どのようにして測定された血糖値が、計算されたか、またはさもなければ決定
されたＧＵＩ値２５２をもたらすために他のパラメータまたは変数と組み合わされ得、次
いで、これがモバイルデバイスの表示画面上に提示され、これが、警告及び／または警報
の根拠になり得るかを例示する。計算または決定は、モバイルデバイス１８上の緊急性評
価モジュール２１１によって行われるが、サーバー２２２によってか、または場合によっ
てはセンサ電子装置１２によってさえも、全体的にかまたは部分的に決定され得る。全て
のパラメータ及び変数が、ＧＵＩ値２５２の決定の全ての実装例に携わるとは限らないこ
とが理解される。
【０１２１】
　様々なパラメータ及び変数と、続いて、上述の利益及び利点を達成するために、これら
が、提示された通知が基づき得る及び／または警告もしくは警報が基づき得るＧＵＩ値を
もたらすために、どのようにして組み合わせられ得るかの実施例が記載される。配置の範
囲を限定することを決して意図することなしに、特に有用な組み合わせには、現在のグル
コース値またはグルコース値と時間に関するグルコース値の第１の導関数との組み合わせ
が含まれると考えられる。しかしながら、この教示を受ける当業者によって理解される通
り、多数の組み合わせが有用であり、したがって本発明の範囲は、特定の実施例によって
限定されない。さらに、ＧＵＩ２５２の単一の計算されたかまたは決定された値が、様々
な実装例で用いられ得る一方で、血糖の危険性または緊急性に関連する複数の値が、計算
または決定され得、これは警告または警報を動作させるために組み合わせて、例えば、Ｇ
ＵＩ１＝ＧＵＩ１（パラメータ、変数）、ＧＵＩ２＝ＧＵＩ２（パラメータ、変数）など
で、または実際に使用者への結果の一般的提示に用いられることもまた理解されるであろ
う。組み合わせたＧＵＩが、血糖の緊急状態を画定すると言われ得るような場合には、こ
れが、警告及び／または警報の根拠である。
【０１２２】
　図７において、ＧＵＩ２５２は、現在の測定されたグルコースの値に対応するデータ２
５４、及び／または過去に測定されたグルコースの値に対応するデータ２５６、及び／ま
たは測定されたグルコースの値に直接は関係せず、したがって「外部データ」と呼ばれる
データ２５８に少なくとも基づいて例示される。データ２５４は、一般に、例えば、ｍｇ
／ｄＬで測定された現在の測定されたグルコースの値である。データ２５６は、過去に測
定されたグルコースの値に対応し、これらは、「直近の」測定されたグルコースデータと
呼ばれるデータ２６２と、「より過去の」測定されたグルコースデータと呼ばれるデータ
２６４とに分けられ得る。直近のデータ２６２は、現在の測定されたグルコースデータ２
５４の前に、数分または数時間にわたって測定されたものであり得、したがって現在の傾
向の分析に特に有用であり得る。より過去のデータ２６４は、現在の測定前に数日、数週
間、数ヶ月、またはさらには数年にわたって測定されたものであり得、したがってパター
ンまたは傾向全体の計算もしくは決定において特に有用であり得る（データ２６２もまた
、この決定に用いられ得る）。
【０１２３】
　現在の測定されたグルコースデータ２５４及び直近の測定されたグルコースデータ２６
２は、現在の傾向に基づいて他の種類のデータ２６６を計算するのに用いられ得る。例え
ば、これらは、グルコースデータの時間的変化率に対応するデータ２６８、例えば、時間
に関する第１の導関数、時間に関する第２の導関数などの計算に使用され得る。
【０１２４】
　データ２５８は、例えば、使用者がどのように感じているか、使用者が何を食べたかな
どの、過去のまたは現在の使用者表示に対応し得る。したがって、データ２５８は、グル
コースレベルとの間接的な相関にあり得るが、これは、機能的意味において、測定された
グルコース値に直接基づかない。データ２５８は、以下に記載されるように、多数の他の
変数も構成し得る。
【０１２５】
　上記の種類のデータに基づく様々なパラメータ及び変数が、以下に記載される。再度、
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特定の実装例におけるＧＵＩの決定は、記載される全ての様々な種類のデータを含む必要
はなく、多くの場合、２つまたは３つの種類のデータのみを含むであろうことが留意され
る。さらに、以下の説明が単に例示的であるように、以下に記載されるもの以外のデータ
の種類も、用いられ得る。具体的には、ＧＵＩの計算は、上述のように例えば、モバイル
デバイス上のアルゴリズムによって実施され得、アルゴリズムは、ＧＵＩのその決定にお
いて、幾つかまたは多数の変数を考慮に入れ得る。これらの変数が、アルゴリズム的に同
時かまたはほぼ同時に評価される一方で、下記の説明は、部分的に互いへの及び決定され
たＧＵＩへの変数の影響を経時的に考察する。スマートフォン等の電子デバイスのユーザ
ーインターフェースに関連して、計算されたＧＵＩは、モバイルデバイスのユーザーイン
ターフェース上に提示される通知をもたらし、これは、場合によっては、使用者に表示さ
れ、実施されることになる１つ以上の操作を提案する「処置可能な警告」（または警報）
をさらにもたらし得る。幾つかの実装例において、使用者によって見られた通知は、単純
に使用者の状態、例えば、使用者が正常ＧＵＩを有するという、表示であり得る。他の事
例において、提示は、例えば、赤色で現れる画面によって、したがって何らかの処置がと
られなければならないことを暗示し得る警告または警報状態の提示であり得る。モバイル
デバイスのロック解除をするか、「スワイプ」操作を行うか、またはさもなければ警告ま
たは警報状態の存在が内在するデータまで「掘り下げる」ことにより、使用者は、行われ
る不明瞭ではない操作を見ることができる。そのようなユーザーインターフェースの追加
の詳細は、図１６～２９に関連して以下に記載される。
【０１２６】
　用いられ得る第１の種類のデータ及び大部分の実装例に関わるものは、測定されたグル
コースの値である。この第１の種類のデータは、ｍｇ／ｄＬもしくは他の様式での単位を
有する数値形態であり得るか、または一般にグルコース値と相関する別の種類のデータを
得るために処理されるかもしくは変換され得る。場合によっては、第１の種類のデータは
、大幅な処理をせずにセンサ電子装置から受信されたままのその生の形態でも用いられ得
る、及び／またはセンサ電子装置によっても処理され得る。次いで、所望により、ＧＵＩ
を決定するための緊急性評価モジュールまたは関連するアプリケーションを実行している
モバイルデバイス（または他のデバイス）上で処理が行われ得る。第１の種類のデータは
、中間モジュールまたは変形からさらに受信され得る（例えば、スマートフォン上で実行
している別のアプリケーションから受信され得る）。一般に、この第１の種類のデータは
、例えば、データを表す信号を校正するか、平滑化するか、フィルターをかけるか、また
はさもなければ「クリーンアップ」するために、処理が施され得る。
【０１２７】
　一般に、現在の測定されたグルコースの値が用いられる一方で、第１の種類のデータは
また、１つ以上の過去のグルコースの値、またはさらには、予測アルゴリズムによって決
定された未来のグルコースの値も含み得ることが理解される。予測アルゴリズムの追加の
詳細が、以下に論じられる。
【０１２８】
　ＧＵＩの決定において、他の全ての要因は等しく、高グルコースレベルは、ＧＵＩの値
を、高血糖状態を示す緊急性のより高い値に向かって移動させる傾向がある。逆に、低グ
ルコースレベルは、ＧＵＩの値を、再度低血糖状態を示す緊急性のより高い値に向かって
移動させる傾向がある。中グルコースレベルは、ＧＵＩの値を、正常血糖状態を示す値に
向かって移動させる傾向がある。非常に限られた実施例において、正常血糖状態は、０の
ＧＵＩに関連し得、極度の低血糖状態は、－５のＧＵＩに関連し得、極度の高血糖状態は
、＋５のＧＵＩに関連し得る。当然ながら、本教示を前提として、他の多数のスキームも
また理解され、用いられ得る。正及び負の値が高血糖の危険性対低血糖の危険性を表す０
～５が例示されているが、危険性指標は、高血糖の危険性対低血糖の危険性にとらわれ得
ず、例えば、単純に０～５であり、０は、危険性がないことを表し、５は、（または低血
糖または高血糖に関わらず）最も高い危険性を表す。指標を、例えば「危険性なし」、「
低危険性」、「中危険性」、「高危険性」等の、危険性ウェイト区分（ｒｉｓｋ　ｂｕｃ
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ｋｅｔ）に定性的に分類することができる。他の定量的または定性的危険性指数は、危険
性指数が血糖状態と必ずしも相関せず、むしろ危険な血糖の状態を避けるための臨床的処
置の緊急性と相関することを理解する当業者によって理解される通り想定され得る。次の
緊急度指数までの時間または特定の血糖状態までの時間等の時間情報もまた提供され得る
。
【０１２９】
　他の種類のデータは、この第１の種類のデータに基づき得、例えば、時間に関するグル
コース値の第１の導関数は、グルコース値の時間的変化率、すなわち、グルコース値の「
速度」、すなわち、グルコース値が上昇しているかまたは減少しているか、及びどれくら
い速くそのような変化が起こっているかを決定するのに用いることができる。したがって
、第１の導関数を表すデータ値は、未来のグルコース値予測の最初の推定で、及びＧＵＩ
の決定でも用いられ得る。例えば、高グルコース値を有する使用者は、５のＧＵＩ値で開
始し得るが、負の第１の導関数は、ＧＵＩを３に減少させ得る。さらに、第１の導関数の
方向及び振幅は、ＧＵＩの決定において同じ情報の重みを決定するのに使用され得る。
【０１３０】
　特に時間に関するグルコース値の第１の導関数及びより高次の導関数は、記憶され、計
算に使用される一定量の過去のデータを必要とする。そのようなデータは、一般に最近の
過去のデータに基づくが、以下に記載されるように、より古い過去のデータもまた使用す
ることができ、使用者パターンに関する有用な情報も提供し得、そのような使用者パター
ンは、理論上でか、または例えば、時刻に関して分析され得ることが理解される。
【０１３１】
　グルコース値及びその点における第１の導関数に基づき得る別の種類のデータは、時間
に関するグルコース値の第２の導関数、すなわち、加速度である。そのようなデータは、
グルコースレベルにおける変化が起こっている速度に関する情報を提供し、多くの場合グ
ルコースレベルにおける変化がどの程度まで安定するか、または望ましい値からの偏位を
もたらすかを決定するのに有利に用いられ得る。
【０１３２】
　上記の実施例において、グルコース値自体が５のＧＵＩをもたらし、第１の導関数がこ
れを３に緩和する場合、第２の導関数は、（第２の導関数がこの減少はすぐに「好転」す
るであろうと示している場合は）ＧＵＩを増加させるためか、または（第２の導関数が、
この減少は加速するであろうと示している場合は）ＧＵＩをさらに低下させるために用い
られ得る。場合によっては、第２の導関数は、使用者が正常血糖値に向かっているだけで
なく、使用者が低血糖状態に入り得る、例えば、ＧＵＩが０になり得るが、必要に応じて
低、中、または高ＧＵＩに戻り得ることを示し得る。
【０１３３】
　幾つかの実装例において、血糖の緊急状態またはそのような状態を示す指数の決定が、
少なくとも一部は、測定されたグルコース値及び測定されたグルコース値の時間に関する
第１の導関数もしくは第２の導関数、またはこれらの両方に基づき得る。そのような実装
例は、使用者の介入なしに解決される見込みが高いであろう状況においては最小限の警告
または警報を用いて、作動された警告または警報が実際に使用者（または他の）介入を必
要とする状況になる、かなりの度合いの確信を可能にする。幾つかの実装例において、血
糖の緊急状態または指数の計算は、以下に記載される他の要因と組み合わせた上記の要因
に基づき得る。例えば、グルコース値に基づく別の種類のデータと組み合わせたグルコー
ス値、例えば、時間導関数が、血糖緊急度指数が使用者による介入を必要とすることに達
したことを決定するために、（以下で論じられる）持続時間データと組み合わせて用いら
れ得る。同様に、グルコース値及び／または時間導関数は、警告を作動させるべきか否か
を決定するために食品摂取データと組み合わせて用いられ得、例えば、使用者が低グルコ
ース値を有するがスナックバーを食べたばかりの場合、警告は、抑制され得る（他の全て
の態様は等しい）。インスリンデータが、同様に使用され得る。他の例となる組み合わせ
は、以下に記載される。
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【０１３４】
　ここで、警告抑制の概念は、警告条件に達したが、これは、様々な他の要因のために使
用者には示されないことを示すために使用されていることが留意される。しかしながら、
他の実装例において、抑制の概念は警告または警報が基づく変数、例えば、単純にＧＵＩ
を再計算し、次いで警告または警報を再計算された値に基づかせることで置き換えられ得
ることは明らかである。
【０１３５】
　グルコース値に基づくデータの種類に戻ると、そのようなものは、時間に関するより高
次の導関数、ある期間にわたるグルコース出力記録グラフ、最後の著しいグルコース値偏
位のレベル及び持続時間、例えば、最後のグルコースピークのレベルなどをさらに含み得
る。例えば、使用者が３のＧＵＩを有するが、最後の著しいグルコース値偏位が大きく、
かつ長い持続時間を有した場合、そのような状況は、ＧＵＩの決定において、ＧＵＩを上
向きに移動させる傾向があり得る（例えば、４または５に）。
【０１３６】
　グルコース値を測定するセンサ及び電子装置に関連しているが、必ずしもグルコース値
自体に直接関連していない別の種類のデータは、グルコース測定における精度、確信レベ
ル、及び／またはノイズ情報である。具体的には、血糖の緊急性指標は、処理された内在
するデータと同程度だけ正確である。したがってＧＵＩ等は、利用可能なある特定の入力
についての精度情報を含めることによりさらに信頼できるものにすることができ、及び場
合によっては、緊急性評価モジュールは、精度情報に基づいて特定の入力にどれくらいの
重みを与えるかを決定することができる。あるいは、様々な出力について、それらの出力
が幾つかの不確実性を被ることを示すための（単一の数値の代わりに）範囲が表示され得
る。精度情報は、例えば、ノイズのレベル、確信のレベル、割合、数、または範疇を含む
様々な形態をとり得る。この点についての特に重要な量は、グルコースデータ、信号の質
、誤差、及び確信レベルに関する態様を含むセンサ信号自体の質である。
【０１３７】
　例えば、ＧＵＩ値がほんの軽度に高い５である場合に、センサデータがセンサ値におけ
る精度及び確信を問題にする場合、そのような状況は、使用者にとって最も保存的かつ安
全な測定値を提供するために、ＧＵＩ値を上昇させる傾向があり得る。状況が継続する場
合、センサまたは電子装等をリセットするために、適切な警告が提供され得る。
【０１３８】
　そのようなデータは、一般に、センサ及び関連するセンサ電子装置からのか、または信
号自体の分析からのデータを使用して入手可能である。分析物測定における精度、確信レ
ベル、及びノイズ情報、ならびにそのようなものの処理に関するさらなる詳細は、２００
９／０１９２３６６　Ａ１として公開された、ＳＹＳＴＥＭＳ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤＳ
　ＦＯＲ　ＰＲＯＣＥＳＳＩＮＧ　ＳＥＮＳＯＲ　ＤＡＴＡという表題の２００８年１０
月２４日出願の米国特許出願第１２／２５８，３４５号に開示され、参照によりその全体
が本明細書に組み込まれる。
【０１３９】
　関連する種類のデータにおいて、緊急性評価モジュールへの入力は、モバイルデバイス
（またはサーバー）上のセンサ電子装置または処理回路またはソフトウェアにより提供さ
れ得、グルコース値の信号によって施された処理の量、したがって信号に関連する遅延の
値を示す。そのような処理には、校正、フィルターがけ、平滑化等の量が含まれ得る。よ
り多くの信号の処理は、信号におけるより多くの遅延の作製を被る。したがって、大量の
処理が行われるか、もしくは信号上で必要な場合、または処理が何らかの理由で遅れてい
る場合、信号はより多くの遅延を有し、遅れている信号は遅延していない信号よりも大幅
により解決が難しくあり得るため、緊急性評価モジュールにおいてこの信号自体がより重
要であると見なされ得る（またはより大きな重みに関連し得る）と想定することができる
。具体的には、最後の既知の値からの、未確認の偏位のより高い可能性が存在する。した
がって、例えば、ＧＵＩ値が３であるが、著しい遅延が決定された場合、ＧＵＩは、低精
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度信号の状況と同様の理由で、ＧＵＩの決定において上方への傾向を引き起こし得る。同
様に、そのようなデータは、一般にセンサ及び関連するセンサ電子装置から利用可能であ
る。しかしながら、そのようなデータは、生信号データ自体の分析、例えば、測定された
グルコース濃度の直近の値からも決定され得る。
【０１４０】
　計算で用いられ得る別の種類のデータについて、グルコース値は、さらに処理されて、
予測されるグルコースの値またはその範囲を提供し得る。具体的には、リアルタイムのグ
ルコース値は、生理的及び／またはデータ処理の理由に起因する、実際のグルコース値に
対する「遅延した時間」であり得る。例えば、指穿刺の結果として血液中に測定された値
は、測定と同時期の脳中の血糖を示し得ない。さらに、上述の校正、平滑化、及びフィル
ターがけ等のデータ処理ステップは、追加の遅延をもたらし得る。これらの問題の両方に
対処するために、予測アルゴリズムを用いて予測されるグルコース値が決定され得、次い
で、これは血糖の緊急状態または指数の決定における入力として緊急性評価モジュールに
提供され得る。ここで再度、ＧＵＩは、グルコースの予測される値自体ではなく、むしろ
対象使用者の血糖状態の潜在的危険性、危険、または緊急性に関連する指数であり、これ
は、指数の値に基づいて処置可能な警告を提供することができることが留意される。場合
によっては、特定の予測される値よりもむしろ、予測される値の範囲が決定され得、これ
らはＧＵＩの決定に使用され得る。最後に、予測アルゴリズムは、使用者の血糖状態の追
加の洞察を提供し得、これは、遅延の影響を低減する利益がなくても、血糖の緊急性の決
定において、本明細書に記載される他の入力と組み合わせて有用であり得る。
【０１４１】
　この原理に従ったシステム及び方法は、以前可能であったもの以上に予測範囲の拡大を
可能にする。例えば、予測の幾つかのレベルが、未来のある一定の期間に起こる低血糖の
事象の検出を可能にしている一方で、ＧＵＩの決定において幾つかのパラメータ及び変数
を使用することにより、予測範囲を大幅に拡大することができる。例となる予測範囲には
、１０分、２０分、３０分、４５分、１時間、９０分、またはさらにはそれ以上のものが
含まれ得る。
【０１４２】
　例えば、ＧＵＩ値は３であるが、予測されるＧＵＩ値が、使用者がより高い血糖状態に
向かっていることを示す場合、ＧＵＩ値は、例えば、４以上に上昇させられ得る。重ねて
、ＧＵＩ自体はグルコース値ではないが、グルコース値は、ＧＵＩに影響を与え得る。
【０１４３】
　予測のためのデータは、一般に、記憶されたグルコース値の分析を介して入手可能であ
る。予測アルゴリズムに関するさらなる詳細は、２０１２年１０月９日に米国特許第８，
２８２，５４９号として認可された、「ＳＩＧＮＡＬ　ＰＲＯＣＥＳＳＩＮＧ　ＦＯＲ　
ＣＯＮＴＩＮＵＯＵＳ　ＡＮＡＬＹＴＥ　ＳＥＮＳＯＲ」という表題の、２００４年１２
月８日出願の米国特許出願第１１／００７，９２０号に開示され、参照によりその全体が
本明細書に組み込まれる。
【０１４４】
　測定されたグルコースレベルが規定の範囲を占める持続時間は、計算において用いられ
得るさらに別の種類のデータであり、これは、グルコース値、具体的には経時的値の分析
によって決定され得る。規定の範囲は、恣意的に定義され得るが、一般に特定の緊急状態
、例えば、高いかもしくは低い高血糖、高いかもしくは低い低血糖の、または正常血糖を
示し得る。
【０１４５】
　さらに詳細にはそのような持続時間の考慮の前の欠如の問題に対処するために、使用者
が緊急状態に対応する範囲（または他の範囲）で費やした時間は、特に緊急状態が低血糖
または高血糖のものである場合、この時間が、使用者が直面した危険に相関し得るため、
緊急性評価モジュールへの重要な入力を提供し得る。例えば、使用者が（他の要因に基づ
いて）－３のＧＵＩを有するが、比較的低い低血糖の事象の持続時間がかなりの時間であ
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る場合には、ＧＵＩは、さらに下方への偏位が起こる可能性が大幅に高くなり、緊急性を
増大させるべきであるため、持続時間に基づいて－４にさらに減少され得る。要因として
の持続時間の使用において、緊急性評価モジュールは、持続時間自体、または特定の緊急
状態が閾値持続時間を超えていた時間、または他の関連パラメータを入力として使用し得
る。そのようなデータは、一般に記憶された経時的グルコース値の分析を介して入手可能
である。追加の詳細は、実施例１に関連して以下に論じられる。
【０１４６】
　計算またはＧＵＩの決定で用いられ得る別の種類のデータは、直近または過去の事象、
具体的にはグルコースの予測値もしくは基準値レベルまたはＧＵＩからの大きな偏位に対
応する。具体的には、最近著しい偏位を有した使用者は、一般に著しい現在または未来の
偏位を有する可能性が高い。この問題に対処するために、緊急性評価モジュールは、ＧＵ
Ｉの決定において、そのような前の過去の事象を考慮に入れてもよい。例えば、最後のグ
ルコースピークのレベル、または（閾値レベルを超えるかもしくは範囲内の時間として測
定された）その持続時間等が決定において用いられ得る。最後の著しい偏位のレベル及び
／もしくは持続時間、または基準値（もしくはさもなければ予測される値）から離れたグ
ルコース値の偏差は、これらが多くの場合、使用者の現在の血糖の偏位の危険性を示し、
具体的には未来の偏位または偏差のより高い尤度の指標であるため、決定において用いら
れ得る。例えば、６の決定されたＧＵＩだが、使用者が多くの最近の偏位または偏差を経
験している場合、ＧＵＩは、７に上昇され得る。このデータの種類のサブセットとして、
「最後の低／高血糖の事象」（そのレベル及び持続時間を含む）が、決定において用いら
れ得る。いずれの事象においても、そのようなデータは、一般に記憶されたグルコース値
の分析を介して入手可能である。
【０１４７】
　ＧＵＩの決定において用いられ得るデータのさらなる種類は、より過去の測定されたグ
ルコース値を用いる。一事例において、及び上で言及される通り、グルコース値のパター
ンは、決定され得、例えば、基準値からの著しい偏差を構成し得る偏位が測定された基準
値を通知するのに用いられ得る。パターンデータは部分的に時間または時刻に基づくが、
必ずしもそうであるとは限らない。具体的には、使用者は多くの場合、グルコースレベル
に関連し得る特定の時間に起こるような、食べること、運動、または他の活動に基づく非
常に規則正しいパターンに従う。これらは、偏位が正常レベル外になることが予測される
かを決定するのに、有利に用いることができる。時刻がパターンを固めると、決定された
ＧＵＩがより予測的、確信的になり得、より有用なフィードバックを提供することができ
る。ＧＵＩアルゴリズムにおけるパターンデータの使用は、さもなければ正常ＧＵＩ値が
警告または警報を発生させる問題に対処し、したがって「警告疲労」の問題を避ける上で
補助する。当然ながら、そのようなパターンデータは、一般に記憶されたグルコース値の
分析を介して入手可能である。
【０１４８】
　例えば、使用者は、一般に午後よりも朝に低いグルコース値を経験し得る。緊急性評価
モジュールは、このパターンに適合し得、朝により低い測定値を、午後により高い測定値
を予測することができる。同様に、使用者は、典型的に朝にオートミールの食事を消費し
得、したがって使用者のグルコース値の急上昇をもたらし得る。警告または警報を必ずも
たらすよりもむしろ、緊急性評価モジュールは、毎朝おおよそ同じ時間のそのような食事
がパターンを構成することを決定し得、これがＧＵＩ評価に基づいて「正常」と単純に見
なされるため警告の作動を抑制し得る。上で述べたように、「抑制」は、単純に、警告を
作動させないことをもたらすＧＵＩの再計算であり得る。したがって、基準のパターン化
した値を考慮に入れることは、急上昇の分析が急上昇に全く分類させないことをもたらす
。当然ながら、他の要因が、ＧＵＩの計算に影響を与え、組み合わせとしてこれらが緊急
ＧＵＩを決定して、警告または警報を作動させることになる。
【０１４９】
　上記の状況において、オートミールに起因するグルコースレベルにおける急上昇は、パ
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ターン情報がないと正常血糖状態から離れたＧＵＩの上昇をもたらし得るが、ＧＵＩの決
定におけるパターンの認識は、その値をより正確に維持することをもたらし得る。
【０１５０】
　食べること及び寝ることが本明細書の他所に開示される一方で、パターンが、会議、仕
事、運動等の他の事象に関して認識されるかまたは生成されて、ＧＵＩの決定において用
いられ得ることが理解される。時刻情報は、サーバーからかまたはモバイルデバイスもし
くはセンサ電子装置からのもの等の任意のクロック回路またはアプリケーションから取り
込まれ得る。パターンは、日、週、または月の周期間などのあらゆる種類の周期性で起こ
る検出された事象に基づき得る。そのようなデータは、一般に記憶されたグルコース値の
分析を介して入手可能であり、様々なパターン認識ソフトウェアアプリケーションが、有
利に用いられ得る。場合によっては、パターンが検出され得、使用者は、パターンの特定
の原因、例えば、一般的な食事時間、いつもの時間に起こる運動クラス等が存在するかを
決定するために、入力要求され得る。そのような入力要求は、緊急性評価モジュールが機
械学習を使用して、所与の使用者の毎日のかまたは他の定期的パターンもしくは挙動を決
定するときに、特に使用され得る。
【０１５１】
　これと同じ手段で、認識されたパターン外の偏差が同様の使用者入力要求をもたらし得
る。例えば、偏差は、緊急性評価モジュールが使用者に「何か違うことをしましたか？」
と尋ねることをもたらし得る。そのように尋ねることは、例えば、とりそこねたボーラス
対不十分なボーラスの分析及び曖昧性解消を可能にし得る。
【０１５２】
　そのようなパターンデータは、予期される通知または警告でさえも提供し得る。そのよ
うな通知、警告、及び警報のためのユーザーインターフェースの詳細が、以下により詳細
に記載される一方で、ここでパターンデータが、過去のデータに基づいて使用者のグルコ
ースレベル（またはＧＵＩ）がどこに向かっているかを示唆するのに用いられ得ることが
留意される。例えば、緊急性評価モジュールは、「もうすぐ午後２時で、私たちはあなた
が午後２時に多くの場合低いことを知っています。あなたはＸを見直し、可能な操作Ｙを
とるべきです」等の注意を送信し得、Ｘはグルコースレベル等の使用者が理解できる変数
であり、Ｙは、現在の決定されたＧＵＩを与えられたとるべき適切な操作である。
【０１５３】
　他の種類のデータが正常グルコースパターンからの偏差に関連して用いられ得るが、こ
れらは必ずしも時間に基づくとは限らないことも理解されるであろう。そのような状況は
、（例えば、動きまたは心拍数によって検出された）運動が、グルコースレベルの低下に
通常関連する場合を含み得る。「正常グルコースパターン」は、既知のパターン認識アル
ゴリズムを使用している特定の使用者のために学習され得る。次いで、そのような正常パ
ターンからの偏差は、ＧＵＩの決定への入力として定義され、用いられ得る場合によって
は、標準外の血糖の事象は、少なくとも部分的に事象の意外性に起因する、より高い危険
性状態の予測因子であり得、これは、使用者への異なる種類の出力、すなわち、モバイル
デバイスの表示装置上に描画されるか、またはインスリン送達デバイス、すなわち、ポン
プに出力される異なる種類の通知、警告、または警報を決定づけ得る。このように、時間
ベースではないパターンの処理の問題は、効果的に対処され得る。
【０１５４】
　グルコース値に基づく他の種類のデータ、または経時的に測定されたグルコース値もま
た、理解されるであろう。例えば、最近の期間、例えば、６時間にわたるグルコース出力
記録が、現在のＧＵＩ計算または決定を通知するのに用いられ得る。
【０１５５】
　他の種類のデータが、ＧＵＩの決定において用いられ得、これらは、グルコース値に基
づかない。そのようなデータの種類の第１の範疇は、他のセンサまたはソースからのか、
または使用者によって入力されたデータに基づくものである。例えば、データは、例えば
、ＢＭＩまたは体重等の身体測定に対応する身体計測データを含む種類のものであり得る
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。身体計測データは、ＩＩ型糖尿病患者にとって特に重要であり得るが、Ｉ型にとっても
幾らか影響を有し得る。特に、ＩＩ型糖尿病患者にとって、身体計測における変化は、Ｇ
ＵＩの決定へのかなりの影響を有し得る。例えば、ＩＩ型患者のＢＭＩにおける改善は、
他の全ての態様が等しい場合、概してより良好なＧＵＩとつながるはずである。身体計測
データ測定は、例えば、接続された体重及び身長計を介して半自動的に取り込まれ得るか
、またはそのようなＢＭＩ計算のための値は、例えば、モバイルデバイスのユーザーイン
ターフェースで使用者によって入力され得る。測定値は、クラウドからを含む他のシステ
ムからも取り入れられ得る。このように、使用者の身体計測データに関わらず全ての使用
者を同じように治療する問題が、効果的に対処及び解決され得る。
【０１５６】
　例えば、他の全ての要因が等しい場合、使用者は、６の決定されたＧＵＩを有し得る。
使用者が肥満である場合、ＧＵＩは、この要因に基づいて、そのような個体に対する緊急
性または危険性が肥満ではない個体に対するものよりも大きいため、７に上昇され得る。
【０１５７】
　ＧＵＩの決定において用いられ得る別の種類のデータは、使用者の活動レベル、具体的
には、活動の量、活動の種類、及び活動の持続時間（またはこれらの組み合わせ）に関す
るデータである。具体的には、使用者の活動レベルの定量化は、一般にグルコース値の傾
向に対するより深い理解を提供し得る。活動情報は、ＧＵＩの決定に供給され得、なぜ使
用者のＧＵＩが特定の値を有するのかに関する追加の情報を受信することを所望する使用
者に提示するのに有用であり得る。そのような情報は、使用者の糖尿病の管理において使
用者を補助するために、どのような種類の質問が尋ねられ得るかを決定するためにも用い
られ得る。
【０１５８】
　例えば、使用者は、正常血糖の危険性状態を示す０の決定されたＧＵＩを有し得るが、
グルコース値の第１の導関数は、これが減少しており、ＧＵＩが－１に減少するのをもた
らす可能性のあること示し得る。決定された活動レベルが、最近著しい量の運動を使用者
が行ったことを示し、上昇の原因がインスリンの過剰投与よりもむしろ身体活動に起因し
得る場合、例えば、特に第２の導関数が、グルコース値が上昇するであろうことを示す場
合には、０のＧＵＩが維持され得る。
【０１５９】
　活動レベルの測定は、位置を示す加速度計、ＧＰＳデータ、またはさらにはＷｉ－Ｆｉ
データを介してもよい。特定の実装例において、ｉＰｈｏｎｅ（登録商標）５スマートフ
ォンのＭ７チップは、モバイルデバイスが、例えば、ステップを数える、より一般には、
モバイルデバイスの使用者が静止しているか、歩いているか、走っているか、または運転
しているか等を決定することを可能にするモーションコプロセッサを用いる。別の特定の
実装例において、ＦｉｔＢｉｔ（登録商標）等の第三者デバイスが用いられ得る。そのよ
うなデータ、例えば、走ったか、歩いたか、または自転車に乗ったマイル数を、手入力す
ることもできることが理解される。この原理に従ったそのようなシステム及び方法を使用
して、使用者の活動レベルによって引き起こされたかまたはそれと協調する高血糖及び低
血糖の事象に関連する問題は、効果的に対処され得る。
【０１６０】
　関連する種類のデータは、運動に関する情報であり、これは一般に糖尿病患者にとって
有益であり、高血糖及び低血糖を防ぎ、かつインスリン送達を管理する上で補助するのに
役立ち得る。しかしながら、運動は、時として糖尿病に長期的な影響を与え、特定の使用
者において数時間後に深刻な低血糖をもたらし得る。したがって、この長時間の遅延のた
め、運動を低血糖の原因として特定するのは時々困難である。例えば、上で述べた測定デ
バイスを使用することによって運動を正確に検出することができる場合、予測分析が、い
つ運動がグルコース値、したがって関連する危険性状態、例えば、ＧＵＩに影響を与え始
め得るかを予測するのに用いられ得る。運動は、活動を監視するのに用いられるほぼ同じ
種類のデバイスを使用して監視され得、運動の持続時間、運動の種類、燃焼したカロリー
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の量等のパラメータを含み得る。そのようなデータは、手入力もされ得ることが理解され
る。
【０１６１】
　さらに関連する種類のデータは、睡眠情報または状態に対応する。具体的には、糖尿病
使用者は、睡眠中に気付かれていない低血糖の事象を経験する可能性が高いことで知られ
ている。運動またはその欠如及び他の要因が、睡眠を検出し、それに対応して危険性を評
価するのに用いられ得る。他の要因には、例えば、心拍数、使用者入力等が挙げられ得る
。監視デバイス、例えば、緊急性評価モジュールを実行しているモバイルデバイスは、睡
眠を検出する上で補助するのに用いられ得る、使用者によってインストールが可能な「夜
間モード」機能またはモジュールを装備し得る。そのような目的のための運動検出は、上
で述べたように、例えば、身体上に装着した加速度計の使用によって実施され得る。例え
ば、ＣＧＭセンサまたは発信機は、そのような加速度計または他の動き検出回路を組み込
み得る。使用者に隣接して配置される電話または他の動き検出器は、重ねて、睡眠を示す
どれくらいの頻度で使用者が動くかを検出することができる。場合によっては、警報装置
の動き検出器が、そのような情報及びデータを提供するのに用いられ得る。心拍数監視は
、使用者の心拍数における変化を測定することができる。モバイルデバイスのユーザーイ
ンターフェースは、睡眠状態を検出する上で補助するためにも用いられ得る。例えば、使
用者が、ボタン押し、スワイプ、または他の類似の対話によって決定される、モバイルデ
バイスとの対話を全く行っていない場合、そのような状態は、睡眠の状態と関連もしくは
一致し得るか、またはこれは、そのような状態に関連付けられる緊急性評価モジュールに
よって学習され得る。逆に、使用者が使用者のモバイルデバイスと対話している場合、使
用者は、眠っていないことが想定され得る。
【０１６２】
　この原理に従った実施例において、使用者が例えば、おおよそ０のＧＵＩを有する正常
血糖状態ではなかったが、現在は動いておらず、使用者の心拍数が減少している場合、使
用者は就寝中であると仮定され得、したがって緊急性評価モジュールは、使用者が気付い
ていない低血糖の事象を経験しているより高い危険性を評価し得る。この危険性は、ＧＵ
Ｉの決定の要因として含められ得、例えば、より目立つ警告または警報、例えば、（－）
４または（－）５のＧＵＩに対応するものをもたらす。緊急性評価モジュールを実行して
いるモバイルデバイスは、「睡眠モード」機能を装備しており、使用者は、睡眠または睡
眠検出に関する仮定が必要でない場合、そのような機能を起動し得る。
【０１６３】
　そのような「睡眠モード」、「夜間モード」または睡眠検出機能性は、特定の実装例に
おいて幾つかの利点を提供し得る。具体的には、夜間対日中の血糖の事象に対するより高
い危険性状態を評価することにより、システムは、使用者が使用者の糖尿病の危険性状態
に気付かない可能性が高く、したがって血糖の事象が、異なって対処されるべきであると
理解する。このように、睡眠中の使用者の不注意の問題、または睡眠中に遭遇したグルコ
ースの偏位的値が、効果的に対処され得る。
【０１６４】
　ＧＵＩの決定において用いることができるデータの種類の別の範疇は、生理的データに
対応する。１つのそのような生理的データの種類には、水和度情報が挙げられる。具体的
には、脱水は、多くの場合、高血糖値に関連する。したがって、これは、ＧＵＩの決定を
さらに通知するために、用いられ得る。水和度情報は、例えば、Ｇａｒｍｉｎ（登録商標
）接続システムと組み合わせたＴａｎｉｔａ　ＢＣ－１０００身体組成モニタから受信さ
れ得る。そのようなデータは、少なくとも定性的レベルで、手入力もされ得ることが理解
される。水和度を使用したＧＵＩの決定の実施例として、使用者は、他の全ての要因が等
しい場合、３の決定されたＧＵＩを有し得る。使用者が脱水した場合、そのような状態は
、高血糖の事象のより高い尤度を示すために、ＧＵＩを４まで押し上げ得る。一般にセン
サデータが水和度を測定するために用いられる一方で、これは、少なくとも定性的に使用
者によっても入力され得る。
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【０１６５】
　別のそのような生理的データの種類には、心拍数情報が挙げられる。心拍数は、運動を
示すか、またはストレス等の他の要因を示し得る。心拍数または心拍数における変化が運
動または他の活動に起因する場合、上に述べられる活動モニタがこれを定量化するのに用
いられ得る。あるいは、心拍数は、心拍数モニタまたは他のアプリケーションから無線で
通信され得る。別の実装例において、心拍数は、使用者が「高心拍数」、「正常心拍数」
等を測定することができる場合、そのような表示度数または定量値等を使用して、使用者
によって手入力され得る。
【０１６６】
　別のそのような生理的データの種類には、血圧情報が挙げられる。具体的には、糖尿病
の血管への影響は、高血圧の危険性を高める傾向がある。したがって、血圧を監視するこ
とは、有用であり得、ＧＵＩの決定の要因として含められ得る。様々な身体装着型血圧モ
ニタが入手可能であり、これらは有線または無線の様式で、血圧データを、緊急性評価モ
ジュールを実行しているデバイスに通信することができる。あるいは、使用者は、使用者
自身の血圧を測定し、これをデバイスに手入力し得る。
【０１６７】
　さらなる生理的データの種類には、体温が挙げられる。体温は、多くの場合、病気の指
標であり、これは、次いで糖尿病の危険性状態、したがってＧＵＩに提供を及ぼし得る。
例えば、体温及び／または内在している病気は、他の使用者において予測されるもの、ま
たは同じ使用者から歴史的に予測されるものとは異なる様々な入力または治療に対する血
糖反応をもたらし得る。
【０１６８】
　体温データの種類は、温度センサをセンサパッチ内に導入することによってか、または
他のそのような温度計の使用によって取り込まれ得る。この種類及び他の種類の体温モニ
タは、米国特許第２０１４／０００５５０８Ａ１号として公開された「ＤＥＶＩＣＥＳ，
ＳＹＳＴＥＭＳ，ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤＳ　ＴＯ　ＣＯＭＰＥＮＳＡＴＥ　ＦＯＲ　ＥＦ
ＦＥＣＴＳ　ＯＦ　ＴＥＭＰＥＲＡＴＵＲＥ　ＯＮ　ＩＭＰＬＡＮＴＡＢＬＥ　ＳＥＮＳ
ＯＲ」という表題の、本出願の出願人によって所有されている２０１３年１月２３日に出
願の米国特許出願第１３／７４７７４６号に見出すことができ、参照によりその全体が本
明細書に組み込まれる。温度情報は、定性的または定量的に手入力もされ得る。
【０１６９】
　上述のパラメータまたは変数を例示するために、（心拍数、血圧、または温度入力なし
で）３の決定されたＧＵＩを有する使用者は、使用者の心拍数、血圧、または温度が特に
高い場合、４のＧＵＩを有するように決定され得、したがって血糖状態に関連するより高
い緊急性を示す。この原理に従ったそのようなシステム及び方法を使用して、そのような
パラメータまたは変数の精密化の考慮が欠如した使用者のグルコース監視の問題が、効果
的に対処され得る。
【０１７０】
　モニタと使用者との対話のレベルが、睡眠状態の決定または検出に関連して上に言及さ
れた。そのような対話のレベルは、一般に、少なくとも使用者のグルコースモニタと使用
者との対話のレベルに関して、使用者の糖尿病を管理するか、それについて通知される使
用者が所望するレベルを決定するのに、用いられ得る。具体的には、使用者が使用者のＣ
ＧＭ、例えば、ＧＵＩが緊急性評価モジュールによって決定される、アプリケーションを
実行しているモバイルデバイスと対話するレベルは、ＧＵＩの決定における要因として用
いられ得る。例えば、高レベルの使用者の対話は、使用者の血糖状態への強い認識を示し
得、それに対応してより低い危険性をもたらし得る。反対に、低レベルの使用者の対話は
、血糖状態への低い認識またはさらには認識がないことを示し得、特にグルコースが、正
常血糖値の「境界線」上にあり、この入力（目標範囲からの距離）がＧＵＩの決定に含め
られ得る場合、それに対応してより高い危険性評価、したがってＧＵＩをもたらし得る。
そのような使用者の対話レベルは、画面の電源が入っている時間量、押すかまたはスワイ
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プするボタンの数、加速度計によって決定された配向等によって測定され得る。しかしな
がら、そのようなデータは、使用者パターンデータによって様々な手段で修正または通知
され得ることに留意されたい。例えば、パターンデータは、使用者が午後８時以降使用者
のモバイルデバイスを使用しないことを示し得る。この場合、使用者は、深夜の使用者と
デバイスとの対話の欠如に基づいて「低認識」の使用者としては見なされ得ず、それ自体
が単純にパターンに関連付けられる。しかしながら、同じ使用者が概して日中に使用者の
デバイスと多く対話するが、午後に突然長時間対話をしなくなる場合、そのような場合は
、使用者が、使用者の現在の血糖の危険性状態に気付いていないと想定され得るため、緊
急性評価を増加させ得る。
【０１７１】
　例えば、高血糖の危険性状態にある使用者は、これの警告をされ得、例えば、グルコー
ス値の１つ以上の時間的変化率の分析によって、その状態を適切に治療するように決定さ
れ得る。使用者が電子デバイス、例えば、モバイルデバイスと多く対話する場合、ＧＵＩ
は、適切な後に続く警告（これは、なくてもよい）を用いて現在の値を維持し得る。使用
者が監視デバイスと通常よりも対話をしない場合には、使用者の認識を得るために、ＧＵ
Ｉは上向きの傾向になり得、追加の警告（またはユーザーインターフェース上に高められ
たＧＵＩの表示度数）をもたらす。
【０１７２】
　そのような監視デバイスユーザーインターフェースデータを使用して、患者の監視デバ
イスの異なる使用習慣を有する患者を治療する問題は、効果的に対処され得る。使用に関
するデータは、一般に監視デバイス、例えば、モバイルデバイスのオペレーティングシス
テムを使用して得られる。
【０１７３】
　類似の種類のデータで、文脈及び挙動情報がＧＵＩの決定において用いられ得る。具体
的には、そのような情報は、患者がどのように患者のモバイルデバイスを使用し、したが
ってデバイスによって決定された特定のデータに文脈を与えるかに対応し得る。挙動入力
情報は、システムを介して得られ得、対話の量、グルコース警告／警報状態、センサデー
タ、叩いた画面の数、警報分析、事象（例えば、使用者の反応に関連する特徴、反応する
までの時間反応、反応に関連する血糖の管理、警報に関連する使用者フィードバック、Ｘ
分以内に警告／警報を承認しない、警告／警報の承認までの時間、警告状態の時間など）
、糖尿病管理データ（例えば、ＣＧＭデータ、インスリンポンプデータインスリン感度、
パターン、活動データ、カロリーデータ）、脂肪酸、運動中の心拍数、ＩｇＧ－抗グリア
ジン、皮膚パッチセンサからのストレスレベル（汗／発汗）、遊離アミノ酸、トロポニン
、ケトン、アディパネクチン、発汗、体温等に関するデータを含み得る。入力は、監視デ
バイスとデータ通信しているセンサによって提供され得る。幾つかの実装例において、情
報は、リモートデータ記憶装置等の中間物を通して得られ得る。
【０１７４】
　ＧＵＩの決定に入力として提供され得る文脈上の情報には、ヒトの生態、位置、周囲の
感覚（例えば、光、音レベル）、環境データ（例えば、天気、温度、湿度、気圧）が挙げ
られる。入力は、ピアツーピア、または機械と機械との通信を介した網目状ネットワーク
を介して受信され得る。文脈情報は、カレンダーアプリケーションからの（特に平日と週
末で変化し得る）日課の情報を含むことができる。文脈情報は、例え対話しなくても、デ
バイスの感知された動きに基づく、監視デバイスに触れたかまたはつかんだ頻度を含むこ
とができる。
【０１７５】
　写真は、文脈上の情報を提供することができる。例えば、グルコース計の測定値、イン
スリンペンまたはポンプＩＯＢ、位置（例えば、ジム、公園、家、イタリア料理レストラ
ン）、または食事のうちの１つ以上の写真が、文脈情報を提供するのに使用され得る。写
真は、例えば、写真の中に示される食事のカロリー摂取量を特定するために、処理され得
る。使用されたインスリンの種類もまた、ＧＵＩの決定への有用な入力として監視システ
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ムに提供され得る。文脈は、監視デバイスに提供されるか、それによって決定される基礎
またはボーラス設定によっても提供され得る。
【０１７６】
　文脈／挙動データを構成するＧＵＩの決定への他の入力には、文脈／挙動入力ではない
他所で言及されたデータの種類、例えば、フィットネスバイク等からの運動情報、血糖（
ＢＧ）値計またはＣＧＭからのグルコースセンサ情報、インスリン送達デバイスからのイ
ンスリン送達量、デバイスの残留インスリンの計算の結果、及び他のデバイスが提供また
は計算した情報が含まれ得る。ＧＵＩの決定への他の文脈／挙動データ入力には、水和度
レベル、心拍数、目標心拍数、内部温度、外部温度、外部湿度、体内の分析物、水和度入
力、電力出力（サイクリング）、発汗率、歩調、及びアドレナリンレベル、ストレス、病
的状態／病気、新陳代謝率／カロリー燃焼率、脂肪分解率、現在の体重、ＢＭＩ、所望さ
れる体重、１日の（消費される）目標カロリー、１日の（拡大）目標カロリー、位置、好
きな食品、及び勤労のレベルが含まれ得る。
【０１７７】
　上に言及された挙動または文脈上の入力のいずれかについて、システムは、入力に基づ
いた分析指標を受信及び／または生成するように構成され得る。例えば、複合値が、グル
コースレベル、温度、及びデータが使用者の指数値を生成した時間に基づいて生成され得
る。次いで、複合値は、ＧＵＩの決定において考慮に入れられ得る。
【０１７８】
　この情報は、デバイス内またはデバイス外の様々なセンサ、例えば、加速度計、ＧＰＳ
、カメラデータ等、及び第三者の睡眠サイクルアプリケーションを含む追跡アプリケーシ
ョンから収集され得る。例えば、そのような追跡アプリケーションは、文脈及び挙動を決
定するために、地理位置情報を用い得る。さらに、文脈及び挙動は、使用者について利用
可能なソーシャルネットワーキング情報の使用によっても決定され得、使用者に関連する
ソーシャルネットワーキングフィードは、データのソースを緊急性評価モジュールに提供
するように及び／または緊急性評価モジュールに出力を提供するように準備される。
【０１７９】
　この原理に従ったそのようなシステム及び方法を使用して、そのような文脈／挙動態様
の考慮の欠如の問題が、効果的に対処され得る。文脈及び挙動情報に関する追加の詳細は
、「ＡＤＡＰＴＩＶＥ　ＩＮＴＥＲＦＡＣＥ　ＦＯＲ　ＣＯＮＴＩＮＵＯＵＳ　ＭＯＮＩ
ＴＯＲＩＮＧ　ＤＥＶＩＣＥＳ」という表題の、本出願の出願人によって所有されている
２０１３年１０月３１日出願の米国特許出願第Ｎ６１／８９８，３００号に、具体的には
図４及び付属の文章で見出すことができ、参照によりその全体が本明細書に組み込まれる
。
【０１８０】
　ＧＵＩの決定において用いられ得る他の種類のデータには、摂取された食品及び飲料な
らびにインスリンに関する情報が含まれる。これらのデータの種類にふさわしい変数また
はパラメータには、これらの量、これらの種類、及びこれらが受信された時間及び持続時
間に関する情報が含まれ得る。
【０１８１】
　食品及び飲料が食事で摂取される場合、そのようなデータは、幾つかの手段、例えば、
使用者によるデバイスへの食品及び飲料情報の手入力でか、例えば、スプレッドシート上
でか、食事の写真を取り込むためのモバイルデバイス上のカメラを使用してか、または例
えば、所与のレストランの（アプリケーションにすでに入力されたデータを有する）食事
品目に、それらが消費されるに従い「チェックを入れて」決定へと入力することを可能に
し得る第三者の食品アプリケーションからのデータ入力によって、取り込まれ得る。場合
によっては、使用者は、例えば、デバイスがグルコースレベルにおける急上昇を検出した
場合、そのような情報の入力要求をされ得る。食事データは、既知のお気に入りのレスト
ランの近くにいるか、またはそこに「チェックイン」したことを示すＧＰＳまたはソーシ
ャルネットワーキングデータを使用することにより、仮定さえもされ得る（使用者による
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確認を必要とする）。使用者は、使用者の「通常の食事」を注文したことを確認するよう
に入力要求をされ得、次いでこれは食事のパラメータを有する食品データを自動的に追加
し得るか、あるいは、使用者が彼らの通常の選択肢から外れる場合は、入力要求が、他の
食品選択を入力する機会を提供し得る。一般に食事データは、摂取される量、摂取の時間
、及び臨床的に重大なＧＵＩの決定を可能にする他の食事データ等の詳細と共に提供され
得る。そのような情報を使用して、そのような要因（及び他の要因）の欠如に基づく糖尿
病治療において現在遭遇する問題が、効果的に対処され得る。
【０１８２】
　ＧＵＩの決定における食事データの使用の一実施例において、軽度の低血糖状態にある
使用者は、－２のＧＵＩを有し得る。使用者がかなりの炭水化物及び／または糖類摂取を
伴う食事を食べる場合、ＧＵＩは、使用者の緊急性評価が修正された事実を反映するため
に、－１に修正され得る。修正は、血糖値において変化が見られるかなり前の、使用者が
食事を食べている通知の直後に起こり得ることがさらに留意される。
【０１８３】
　ＧＵＩの決定の要因として含められ得る別の変数またはパラメータは、インスリンのレ
ベルである。データは、統合インスリンポンプからか、またはクラウドのＥＭＲから直接
提供され得る。そのようなデータには、残留インスリンの量と、インスリン感度と、過去
、現在、ならびに未来の計画された基礎及びボーラスレベルとに関する情報が含まれ得る
。データは、センサデータもしくは他の電子的に通信されたデータによって得られ得るか
、または使用者入力によって提供され得る。このデータから得られ得る情報の一種類には
、インスリンボーラスと食事ピークとの間の時間が含まれ、これは、インスリン情報及び
グルコース情報を使用して決定され得る。
【０１８４】
　例えば、高血糖状態にある使用者は、３のＧＵＩを有し得る。使用者がボーラスのイン
スリンを注入する場合、ＧＵＩは、使用者の緊急性評価が修正された事実を反映するため
に、１へと修正され得る。この原理に従ったシステム及び方法で、修正は、血糖値におい
て変化が検出されるかなり前の、使用者がボーラスを注入した通知の直後に起こり得る。
そのようなインスリンデータを使用して、糖尿病管理前に遭遇した問題、例えば、食事摂
取に関する使用者が入力したデータに基づく危険性状態の即時の更新の欠如が、効果的に
対処され得る。
【０１８５】
　ＧＵＩの決定において用いられ得るデータのさらなる種類は、ストレスレベルに対応す
る。具体的には、ストレスは、糖尿病に影響を及ぼす、したがって使用者の危険性状態に
影響を及ぼすことが知られている。場合によっては、そのようなデータは、センサを介し
て提供され得るが、多くの場合、使用者に様々な感情アイコンまたは感情の他の表示から
選択するように尋ねることによって取り込まれる。そのようなデータは、使用者のカレン
ダーまたは他の規則的に予定された活動、例えば、仕事、運動、家族の時間等に関する事
象の分析による他のソースからも推察され得る。ストレスデータは、ストレスの量、スト
レスの種類、及びストレスがどれくらいの時間続いたか、に関する情報も含み得る。
【０１８６】
　ＧＵＩの決定において用いられ得るデータの関連する種類は、現在の健康に対応し、こ
れは現在の情緒状態と重なり得る。そのような測定は、上で述べたストレスに対して同じ
種類の感情アイコンの使用によることを含む、デバイスを介して手で取り込まれ得るか、
またはクラウドの情報から取り込まれ得る。現在の健康及び感情は、身体計測データと同
様に、特にＩＩ型グルコース管理及びインスリン耐性に重大な影響を与えることが知られ
ている。健康データは、現在の病気、病気の重症度、使用者がどれくらいの期間その病気
を患っているかなどに関する情報を含み得る。
【０１８７】
　例えば、その他の面では危険ではないＧＵＩを有する使用者が、現在かなりのレベルの
ストレスまたは健康不良を経験している場合、ＧＵＩを上昇させ得る。そのような上昇は
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、これらの要因が血糖値を有害に上昇または減少させることで知られている事実を反映す
る。そのようなデータの種類を使用して、使用者の現在のストレスまたは健康の考慮の欠
如に関連する過去に見られた問が、効果的に対処され得る。
【０１８８】
　年齢または性別等の人口統計データもまた、用いられ得る。具体的には、人口統計デー
タは、オンラインストア、ネットワーク、またはクラウドソースから収集され得るか、ま
たはデバイスに手入力され得、そのようなデータは、ＧＵＩの決定において有用な情報を
提供し得る。例えば、小児の使用者は、より速くかつより高い血糖の変動の傾向があるこ
とが知られている。別の例として、使用者の危険性状態は、特により年齢の高い使用者及
び特にＩＩ型糖尿病を有する使用者において、特定の血糖の偏位の状態で、同じ血糖の偏
位を有するより年齢の低い使用者と比較して、より高い危険性状態を有し得ると考えられ
る。
【０１８９】
　特定の例において、上昇した危険性状態、例えば、３のさもなければ計算されたＧＵＩ
の小児の使用者は、より速くかつより高い血糖の変動に向かう小児の使用者の傾向を反映
させるために、彼らの危険性状態を４に上昇させ得る。
【０１９０】
　そのようなデータを使用して、そのような要因の考慮の欠如を有する過去に見られた問
題が、効果的に対処され得る。
【０１９１】
　ＧＵＩの決定において用いられ得る別の要因は、センサ部位位置である。具体的には、
場合によってはＣＧＭセンサの部位または位置は、そのような位置に対する血糖値におけ
る維持される特異性をもたらし得る。これらの特異性は、ＧＵＩの決定の要因として含め
られ得る。そのようなデータは、一般に使用者によって手入力されるが、そのようなデー
タが規則的な場合、したがって不明瞭ではない決定が下され得る場合、そのような使用者
入力を避けるために、過去のデータが用いられ得る。センサ部位位置の使用に関する追加
の詳細は、「ＩＮＤＩＣＡＴＯＲ　ＡＮＤ　ＡＮＡＬＹＴＩＣＳ　ＦＯＲ　ＳＥＮＳＯＲ
　ＩＮＳＥＲＴＩＯＮ　ＩＮ　Ａ　ＣＯＮＴＩＮＵＯＵＳ　ＡＮＡＬＹＴＥ　ＭＯＮＩＴ
ＯＲＩＮＧ　ＳＹＳＴＥＭ　ＡＮＤ　ＲＥＬＡＴＥＤ　ＭＥＴＨＯＤＳ」という表題の本
出願の、出願人によって所有されている２０１３年１１月１４日出願の米国特許出願第６
１／９０４，３９６号に見出すことができ、参照によりその全体が本明細書に組み込まれ
る。
【０１９２】
　ＧＵＩの決定に影響を与えるために挙げられ得る別の要因は、既知の場合、血糖値の上
昇または減少の原因である。その際、グルコースレベルにおける幾らかの変化は、ストレ
スによって、及び他は食品摂取によって引き起こされることが留意される。そのようなデ
ータは、緊急性評価モジュールへのデータ入力前に事前に処理されるか、もしくは事前に
関連付けられ得るか、またはそこで関連付けられ得る。例えば、食品データは、グルコー
スの上昇が食品からかまたはストレス等の別の原因からもたらされたかを決定するために
、グルコースレベルと組み合わせて処理され得る。そのようなデータを使用して、そのよ
うな原因及び影響の考慮の欠如を有する過去に見られた問題が、効果的に対処され得る。
【０１９３】
　上で述べたようにグルコース値（及び導関数データ）は、信号の質、確信レベル等に基
づいて、評価モジュールにより重み付けされ得る。そのような重み付けは、一般にセンサ
電子装置からの信号データの分析に基づいて、電子デバイスにより自動的に行われる。し
かしながら、上記の変数またはパラメータのいずれも、重み付けされた様式でＧＵＩ計算
に入り得、重み付けは、例えば、内在するセンサ、例えば、加速度計、体重計等からの信
号分析によってか、または例えば、内科医もしくは患者から手入力されたデータを使用す
ることにより、自動的に行われる。そのようなデータを使用して、そのような要因の考慮
の欠如を有する過去に見られた問題が、効果的に対処され得る。
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【０１９４】
　記載された種類のデータの要約は、下記の表Ｉに提供される。特定のパラメータ及び変
数は、２つ以上のデータ範疇で起こり得ることに留意されたい。
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【０１９５】
　図８は、上で論じられたパラメータ及び変数の一般的使用を例示するフローチャート４
０を例示する。第１のステップにおいて、糖尿病等の疾患に関連する複数の入力が受信さ
れ、入力は、変数またはパラメータに対応し、これは、測定され得るか、使用者によって
入力され得るか、またはさもなければ例えば、クラウドまたは他のソースを介して得られ
る（ステップ２７２）。次いで、ＧＵＩが、受信した入力に基づいて計算される（ステッ
プ２７４）。ＧＵＩは、以下に記載される通り、幾つかの手段で決定または計算され得る
。次のステップは、出力等のＧＵＩの表示を提供することである（ステップ２７６）。あ
るいは、または組み合わせて、ＧＵＩの状態が、変化し得るか、またはＧＵＩが特定の値
に達した場合か、もしくは閾値に基づいて警告または警報が提供され得る（ステップ２７
８）。同様に、様々な種類の高度な出力（追加の処理またはＧＵＩ処理に関する追加の詳
細（例えば、入力に関する情報）もまた、提供され得る（ステップ２８２）。幾つかの実
装例において、決定されたＧＵＩは、以下にさらに詳述される通り、薬物（ステップ２７
５）のための統合ポンプを作動させる役目を果たし得る。
【０１９６】
　幾つかの変形が理解されるであろう。例えば、通知、表示、警告、または警報、及び高
度な出力が、患者または別の使用者、例えば、介護者、内科医、家族の一員等に提供され
得る。一般に、使用者状態の表示または通知手段は、利用可能で、提供される。さらに緊
急の場合、使用者が適切な処置をとることができるように、警告または警報が使用者に提
供され得る。さらに、これらの全てが所与の状況において、使用者に提供される必要はな
い。場合によっては、使用者は、彼らの状態を確かめるために、彼らのモバイルデバイス
のユーザーインターフェースを見直すことを単純に所望し、この場合、例え警告、警報、
または高度な出力の発生がなくても表示が提供される。関連の事例において、高度な出力
のみが使用者によって所望され得る。他の事例において、重要な情報が警告または警報で
あるとき、使用者の気を散らすことを避けるために、警告または警報が、状態の特定の一
般的な表示は提供せずに、提供され得る。他の変形もまた理解されるであろう。
【０１９７】
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実施例１
　例となる一実装例において、幾つかの入力がＧＵＩの決定に使用され、少なくとも：ａ
）グルコース値（濃度）、ｂ）グルコース値の速度（振幅及び／または方向）、すなわち
、その変化率、ｃ）グルコース濃度の加速度（振幅及び／または方向）、ならびに上記の
うちの１つ以上の持続時間を含む。例えば、第１の入力は、グルコース値であり得、第２
の入力は、グルコース値の導関数であり得、第３の入力は、持続時間または記載される他
のパラメータまたは変数であり得る。この実装例において、グルコース値に基づく最初の
通知は、任意の入力の導関数及び／または持続時間に基づいて、ＧＵＩ関数を使用して上
向きまたは下向きに調節され得る及び／または再計算され得る。例えば、グルコース値は
、低いか高くあり得るが、グルコース値が第１の導関数によって決定された望ましい中間
値に向かう傾向にある場合、ＧＵＩは危険性状態ではないか、または低い危険性状態であ
ると決定されるため、基点警告は抑制され得る。警告は、ＧＵＩによって決定される、第
２の導関数が中間値から離れて進む形でグルコース値が上昇または減少していない（また
はその逆も同様）であると示す場合、さらに抑制され得る。代替実装例において、抑制は
、危険性状態がないかまたは低い危険性状態につながるＧＵＩの再計算によって置き換え
られ得る。
【０１９８】
　実施例１は、「好転」事象がまさに起きようとしている場合、変化率情報単独（第１の
導関数）は、グルコース値が長期的には解決するであろう場合、正確に予測でき得ない問
題を解決する。加速度情報を用いることによって、「好転」事象が、過補正または誤警告
を避けるために、より正確に予測され得る。
【０１９９】
　特定の実装例において、例えば、０ｍｇ／ｄＬ／分／分（加速または減速の検出なし）
で、緊急性評価モジュールは、血糖緊急度指数決定のための第１の入力及び第２の入力の
みに頼ることができ得る。しかしながら、１または２ｍｇ／ｄＬ／分／分で、緊急性評価
モジュールは、「好転」事象の種類及びその予測される影響を決定するために、さらに、
加速度を含む他の入力に頼り得る。
【０２００】
実施例２
　別の例となる実装例において、第１の入力は、実施例１と同じであり、第２の入力は、
上昇または減少率であり、第３の入力は、加速度である。表Ｉから選択される他のパラメ
ータ及び変数を含む他の入力もまた、ＧＵＩの決定において考慮に入れられ得る。
【０２０１】
実施例３
　さらに別の例となる実装例において、第１の入力は、実施例１と同じであり、第２の入
力は、グルコース値の変化の速度または変化率であり、第３の入力は、表Ｉから選択され
る別のパラメータまたは変数である。
【０２０２】
実施例４
　さらに別の例となる実装例において、第１の入力は実施例１と同じであり、第２の入力
は、（速度の計算を伴い得るか伴い得ない）加速度であり、第３の入力は、表Ｉから選択
される別のパラメータまたは変数である。
【０２０３】
　実施例の別の特定の実装例において、及び図９のグラフ５０を参照して、（軸２８９に
適用される）グルコース値の出力記録２８３及び（軸２９１に適用される）ＧＵＩ値の出
力記録２８５が、時間軸２８７に対してプロットされて例示される。見ることができるよ
うに、領域Ｉにおいて、使用者は、最初は高血糖状態であり、低から中範囲のＧＵＩを有
する。ここで別の種類のＧＵＩが例示され、０（低緊急性）から（より高い緊急性を示す
）より高い値の範囲にわたる。しかしながら、目標範囲に向かう傾向にあるグルコース値
の変化率の考慮によって、ＧＵＩ、したがって緊急性評価は、「緊急性なし」の区域また
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は帯域に向かって下げられ得る。グルコース値が、マイナスの変化率よりもむしろプラス
の変化率を有したか、またはより高い値に向かう傾向を示す加速度を有した場合には、Ｇ
ＵＩは、例えグルコース値自体が減少していたとしても、より緊急の評価に向かって上昇
するであろう。
【０２０４】
　領域ＩＩにおいて、グルコース値は、Δｔ１の期間にわたり、高血糖値（例えば、１８
０～４００ｍｇ／ｄＬ）の範囲２９３を占めていると見られる。時間Δｔ１が規定の閾値
を超え、図９の事例がそうであると仮定する場合には、そのような状況は、例え使用者が
ほんの軽度に高血糖であるか、または使用者グルコース値におけるさらなる上昇を経験し
たことがなくても、ＧＵＩが上昇する理由を示し得る。図９の領域ＩＩは、高血糖の範囲
を例示し、特に使用者が低血糖の範囲を占める持続時間が、予測されるさらなる低血糖の
偏位に関連するため、低血糖の範囲の占有が同様にＧＵＩ値を上昇させることが理解され
る。
【０２０５】
　より詳細において、入力の持続時間もまた、ＧＵＩの決定において緊急性評価モジュー
ルにより用いられ得る。具体的には、低血糖または高血糖の偏位の持続時間が長くなるに
つれ、偏位がＧＵＩにより大きな影響を与え得る。例えば、２時間高グルコース状態（例
えば、１８０ｍｇ／ｄＬ超）が継続することは、少なくとも糖尿病に関連する長期間の合
併症の点から、２０分間同じ高グルコースレベルの状態が継続することよりも危険である
。さらに、グルコースレベルは、１８０ｍｇ／ｄＬ超で対数的により危険になる。同様に
、２時間低グルコースレベル（例えば、７０ｍｇ／ｄＬ未満）の状態が継続することは、
少なくとも小さい変化が容易に使用者を危険なほどに低い状態に置く尤度を増加させる点
から、ほんの２０分間同じ低グルコースレベルの状態が継続することよりも危険であり得
る。換言すると、低グルコースレベルでの時間が経過するに従い、危険なほどに低いグル
コースレベル、例えば、５５ｍｇ／ｄＬ未満に落ちる可能性が高くなり、落ちやすくなる
。
【０２０６】
　例えば、特定の事象または時間について閾値未満にあった持続時間またはそれに費やし
た時間量を追跡することにより、血糖の緊急状態または指数を効果的に修正また精密化し
、使用者への危険性及び臨床的重要性をより正確に反映させることができる。
【０２０７】
　再び図９を参照して、領域ＩＩＩは、使用者が高血糖の事象における緩和要素、例えば
、ボーラスのインスリンの注入を（データを電子デバイスに入力することにより）示した
時間の始めを示す。例えば、使用者は、緊急性評価モジュールによる入力要求に応えてか
それに応えてではないかに関わらず、ボーラスが提供されたことを示すデータを入力した
（統合ポンプもまた、そのようなデータを提供し得る）。緊急性評価モジュールは、ＧＵ
Ｉの減少を即時にもたらし得、そのようなＧＵＩの減少は、グルコース濃度において減少
が実際に見られるかなり前に起こり得る。図９の場合、そのような遅延は、時間Δｔ２に
よって示されている。
【０２０８】
　グルコース値のみを超えたパラメータ及び変数の考慮により及びグルコース値における
単なる上昇または減少の考慮を超えてさえも、連続通知、警告、及び警報を含む通知は、
この原理に従ったシステム及び方法を使用して、所与の使用者に対してより細かく調整さ
れ得、したがって迷惑警報の低減を含む、幾つかの利点を提供する。例えば、上記のシス
テムを使用して、閾値は７０に設定されているが、使用者は６９であり上昇している場合
、前のシステムは、使用者は依然として閾値以下にいるため警告し続けるだろう。現在の
原理に従ったシステム及び方法は、使用者が上昇しているグルコースレベルを有し、した
がってそもそも警告される必要がないことを認識する。例え使用者が上昇しているときに
測定されなかったとしても、しかし彼らが食事を摂取したばかりであったら、この原理に
従ったシステム及び方法は、ＧＵＩに基づいて使用者がすぐに上昇するグルコースレベル
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を有することを認識するため、さもなければ作動される迷惑警告または警報を避け得る。
【０２０９】
　領域ＩＶは、グルコース値にどういうわけかノイズが入り、したがって低い確信レベル
が信号のこの部分に関連し得る領域を示す。したがって、ＧＵＩは低い確信を有するグル
コース値が、より高いかまたはより緊急である緊急性評価に関連するという認識の下、上
昇していると見られ得る。緊急性評価における同様の上昇は、著しい遅延が信号に起こっ
たと決定されると起こるであろう。
【０２１０】
　領域Ｖは、ＧＵＩの決定に影響を与え得る別のパラメータまたは変数例示する。具体的
には、領域Ｖにおいて、使用者が、著しい数のキー押し、タッチ画面の起動、加速度計に
よって決定される動き等によって決定される通り、使用者のモバイルデバイスと多く対話
するようになったと想定される。したがって、使用者が、彼らのデバイスとより多く対話
している、したがって緊急性評価の最新情報、警告、及び警報を見る可能性が高いと決定
されるため、ＧＵＩ及び緊急性評価は、使用者が迅速に処置をとることができる可能性が
高いため、減少され得る。
【０２１１】
　領域ＶＩは、グルコースレベルの予測される値３１３がグルコースレベルにおける上昇
を示す状況を示し、そのような予測は、上述のように予測分析ツールによって計算される
。この場合、これは、血糖値における上昇の予測を認識して、ＧＵＩの上昇をもたらし得
る。そのような予測は、グルコースレベルにおける遅延を埋め合わせる利点も有し得る。
【０２１２】
　領域ＶＩＩは、上昇しているグルコースレベルが、使用者が入力したデータに基づいて
、必ずしも緊急性評価を大幅に上昇させる必要がない別の状況を示す。具体的には、領域
ＶＩＩは、使用者が軽度の高血糖状態に向かっていることを示す。しかしながら、使用者
が、運動等のかなりの身体活動をまさに行おうとしていることを示す最近入力されたデー
タを有する場合、軽度の高血糖状態に向かう傾向は、運動の想定される影響によって弱め
られ得る。したがって、領域ＶＩＩのＧＵＩ２８５は、大幅に上昇する必要がない。
【０２１３】
　変形が理解されるであろう。例えば、ＧＵＩ軸２９１が１方向でのみ用いられている一
方で、ＧＵＩ軸は、高血糖の緊急性及び低血糖の緊急性を示す２方向（示さず）で用いら
れ得る。単一のＧＵＩ軸２９１が用いられている一方で、緊急性の種類の曖昧さを取り除
くため、したがって通知または処置可能な警告を提供するために、これを提供するアルゴ
リズムは、グルコース値ならびにＧＵＩの決定を構成する他の変数及びパラメータを意識
し、したがって表示される通知または処置可能な警告は、使用者が高血糖か低血糖かを考
慮に入れている。
【０２１４】
　さらに、幾つかの事例において、使用者が、ＧＵＩを示す出力記録２８５を眺め得るか
、またはＧＵＩを表す数値の指数を見得る一方で、大部分の通知または処置可能な警告は
、以下にさらに詳述されるように、色、アイコン等の使用によってなどの別の手段でＧＵ
Ｉの表示を提供することが理解される。換言すると、多くの使用者は、ＧＵＩ自体を見る
必要がなく、むしろ、ＧＵＩが表すものである。
【０２１５】
　図９は、凝縮された様式で幾つかの異なる種類の変数及びパラメータを要約し、決定さ
れたＧＵＩへのこれらの影響を示すことが意図されるが、任意の所与の実装例において、
全てのそのようなパラメータ及び変数が、決定において監視されるか、または用いられる
必要はないことが理解される。
【０２１６】
　図１０は、幾つかの異なる種類の変数及びパラメータを要約し、決定されたＧＵＩへの
これらの影響を示す別のグラフ６０を例示する。図９と同様に、全てのそのようなパラメ
ータ及び変数が、決定において監視されるか、または用いられる必要はない。さらに、図
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９に描写されるパラメータ及び変数は、あらゆる手段で図１０に描写されるものと組み合
わせられ得る。
【０２１７】
　図１０において、時間軸が、典型的な日に関連する幾つかの異なる部分に分けられてい
る。実際のグルコース濃度２９５は、所与の使用者のグルコース濃度２９７の決定または
計算されたパターンを上に重ね合わせてプロットされる。パターングルコース濃度は、過
去のグルコース値を使用して展開され得、時間ベースであり得るかまたは食事摂取、運動
、インスリンボーラス等の事象に関連、例えば連動し得る。他の時間ベースではないもの
を含む他のパターンもまた理解されるであろう。２種類のＧＵＩもまた、図１０に例示さ
れる。パターンの考慮を含まないＧＵＩ２９９が示される。具体的には、ＧＵＩ２９９は
、グルコース値及び上で述べた他の要因、例えば、グルコース値の変化率、加速度等に基
づき得るが、さもなければパターンベースではない意味で「絶対」である。パターン２９
７を考慮に入れるＧＵＩ３０１もまた、例示される。具体的には、高血糖または低血糖の
事象がパターンの一部として認識されている場合、ＧＵＩは、上昇し得ない、すなわち、
緊急性評価が、同じままであり得るか、または上昇または減少が確立されたパターンの一
部である事実を認識して、わずかにだけ変化し得る。例えば、グルコースは、部分Ｖに示
される通り、夕食の間ＸＸＸ落ち、これはホストの正常グルコースプロファイル（パター
ン）と相関せず、（食事情報がＧＵＩに入力されない限り）ＧＵＩの上昇をもたらす。
【０２１８】
　図１０は、確立されたパターンからのグルコースレベルの偏差、具体的には、睡眠中の
グルコース値における典型的ではない減少３０９も例示する。上述のように、睡眠中には
、低血糖の事象は多くの場合検出されず、したがって特に深刻である。したがって、その
ような状況において、ＧＵＩにおける上昇３１１が、緊急性評価を上昇させて使用者に警
告または警報するのに用いられ得る。
【０２１９】
　図１１は、前回の著しいグルコース偏位の影響を例示するグラフ７０を示す。具体的に
は、著しく高血糖の事象３０３がグルコース濃度に例示される。また、これは、グラフ７
０に経時的に解決されるように見える。しかしながら、後続の上昇３０５を見ることがで
き、単純にＧＵＩの穏やかな上昇をもたらす代わりに、後続の上昇３０５は、前回の著し
い高血糖の偏位がそれ自体を繰り返す可能性があると想定され得るため（跳ね返り）、Ｇ
ＵＩの急上昇３０７をもたし得る。したがって、緊急性評価は、単純にグルコース値単独
に基づくよりも卓越している。
【０２２０】
　他の実施例もまた、理解されるであろう。例えば、さもなければ、例えばグルコース値
及び変化率に基づく「低危険性」の緊急性評価を有する使用者は、太り過ぎであるか、ま
たは高ＢＭＩ、高血圧、高いストレスを有するか、もしくは脱水している等である場合、
より高い危険性の緊急性評価を与えられ得る。体温、身体計測データ、及び病気等の態様
、ならびに人口統計データは、文脈上の及び挙動情報が修正し得るように、ＧＵＩをさら
に修正し得る。センサ位置もまた、決定されたＧＵＩを修正し得る。例えば、使用者は、
低ＧＵＩ、したがって低危険性緊急性評価を有し得るが、センサ位置が、著しい遅延がグ
ルコース値において予測されるようなものの場合、ＧＵＩ及び緊急性評価は、現在の測定
されたグルコースレベルにおける確信の欠如を反映するために、上昇され得る。
【０２２１】
　上述の原理を使用して、血糖緊急度指数の形態の血糖の危険性状態は、数学的手法を使
用して入力パラメータ及び変数に基づいて計算され得る。出力は、複数の定義済みの血糖
状態のうちの１つであり得るか、または出力は、例えば、パーセントもしくは数に関して
定性的もしくは定量的であり得る。例えば、出力は、ＧＵＩ＝１、２、３などであり得る
か、または、式中、そのような数は、使用者によってより容易に理解され得る用語に変換
される。出力は、低血糖／高血糖／正常血糖等にさらに分類され得るか、あるいは、現在
のかもしくは予測される、規則的もしくは不規則的等、または所与の使用者にとって特に
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有用であり得る他の手段でさらに分類され得る。「運動から誘発」、「好転」、「長い持
続時間」等の影響を及ぼすリアルタイムの事象の標識を含む、名前及びラベルが、適用さ
れ得る。
【０２２２】
　他のユーザーインターフェースが、特定の血糖の危険性状態についてのさらなる詳細を
提供し得る。
【０２２３】
　例えば、使用者のグルコースレベルが、炭水化物を摂取させた後においてさえも１５～
２０分を超えて規定の閾値未満にある場合、そのような状況が、デバイスのユーザーイン
ターフェース上に提供され得る。このように、使用者は、低グルコース値が非効果的に治
療された重大な持続時間に気付かされる。
【０２２４】
　別の例として、使用者グルコース値が、規定の閾値を超えているが、いずれ近いうちに
減少することが予想され得る。この場合、例えば、２０分の予測範囲にわたる予測される
グルコースの値が、有用かつ処置可能な警告を使用者に与え、とるべき不明瞭ではない処
置（または処置群）を可能にする。
【０２２５】
　別の例において、使用者のグルコースレベルが、長い持続時間、規定の閾値を超え得る
。この場合、使用者がどれくらいの時間閾値を超えていたかを示すことは、状況の深刻さ
に対して使用者に警告する上で役立つ。
【０２２６】
　さらに別の例において、使用者のグルコースレベルが、長時間規定の閾値を超え、減少
し得ない。この場合、高い値の持続時間、及び正常血糖値への回復の欠如を示す割合を示
すことは、使用者に重大かつ処置可能な情報を提供する。
【０２２７】
分析フレームワーク
　幾つかの数学的フレームワーク及び入力が、低血糖及び高血糖の使用者の危険性状態を
決定するのに、用いられ得る。使用者の危険性状態をどのように推定するかの一実施例は
、以下に記載され、これは、危険性値を提供するために、現在のグルコースレベル、現在
のグルコース変化率、及びグルコースの変化方向を含むパラメータ及び変数を用いる。こ
の原理に従ったシステム及び方法のある特定の実装例において、グルコース加速度及び低
血糖状態または高血糖状態にあった時間の持続時間が、ＧＵＩに到達するために、入力と
して追加される。
【０２２８】
　事前に、静的及び動的関数が提案され、これは、グルコースレベル及びグルコースの変
化量を危険関数（例えば、０～１００）に写像する数学的モデルである。例えば、Ｋｏｖ
ａｔｃｈｅｖ（参照により本明細書に組み込まれる「Ｒｉｓｋ　Ａｎａｌｙｓｉｓ　ｏｆ
　Ｂｌｏｏｄ　Ｇｌｕｃｏｓｅ　Ｄａｔａ：Ａ　Ｑｕａｎｔｉｔａｔｉｖｅ　Ａｐｐｒｏ
ａｃｈ　ｔｏ　Ｏｐｔｉｍｉｚｉｎｇ　ｔｈｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｏｆ　Ｉｎｓｕｌｉｎ
－Ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　Ｄｉａｂｅｔｅｓ」，Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｔｈｅｏｒｅｔｉ
ｃａｌ　Ｍｅｄｉｃｉｎｅ，Ｖｏｌ．３，ｐｐ．１－１０（２０００））は、極度の低血
糖及び高血糖が両方共に１００のレベルを有する場合の、グルコース濃度を静的危険性値
に写像した静的危険関数を説明した。同様に、Ｇｕｅｒｒａ（参照により本明細書に組み
込まれる「Ａ　Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒｉｓｋ　Ｍｅａｓｕｒｅ　ｆｒｏｍ　Ｃｏｎｔｉｎｕ
ｏｕｓ　Ｇｌｕｃｏｓｅ　Ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ　Ｄａｔａ」，Ｄｉａｂｅｔｅｓ　Ｔｅ
ｃｈｎｏｌｏｇｙ＆Ｔｈｅｒａｐｅｕｔｉｃｓ，Ｖｏｌ．１３（８）（２０１１））は、
変化率情報に基づいて静的危険性数をスケーリングすることによって、グルコース濃度の
グルコース濃度及び変化率を動的危険性値に写像した動的危険関数を説明した。本実装例
は、追加の入力と共に、Ｋｏｖａｔｃｈｅｖ及びＧｕｅｒｒａの静的及び動的危険関数上
に組み立てられ得る。
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【０２２９】
　使用者の危険性状態を助長し得る他の入力には、低血糖状態または高血糖状態の加速度
または持続時間、及び血糖値の一定の速度または加速度の持続時間が挙げられる。ある例
は、対象の危険性が、長時間１８０ｍｇ／ｄＬ超のままでいるのに従い増加する図１２Ａ
及び１２Ｂに示される。
【０２３０】
【数１】

【０２３１】
　式中、ＳＲ（ｇ）＝ｒｈ（ｇ）－ｒ１（ｇ）であり、
【０２３２】
　式中、ｆ（ｇ）＜０である場合、ｒ１（ｇ）＝ｒ（ｇ）であり、さもなければ０であり
、
【０２３３】
　ｆ（ｇ）＞０である場合、ｒｈ（ｇ）＝ｒ（ｇ）であり、さもなければ０であり、
【０２３４】
　ｇは、グルコース濃度であり、
【０２３５】
【数２】

【０２３６】
は、グルコース濃度の変化率であり、ΔΤは、時間での１８０ｍｇ／ｄＬ超の時間または
７０ｍｇ／ｄＬ未満の時間であり、δは、危険な状態にある持続時間にどれくらいの重み
を与えるかのための調整可能なパラメータである。
【０２３７】
　図１３は、高血糖における持続時間に伴い、健康状態に対する危険性が上昇する図表に
よる図を提供する。この図を参照して、高血糖であるが、上昇し続けていない使用者のグ
ルコースレベルが例示される。しかしながら、この図は、持続時間が増加するにつれて、
危険性が経時的に上昇し続けることを示す。
【０２３８】
　図１４は、加速度をＧＵＩの決定におけるパラメータまたは変数として使用することに
より、偽の危険性状態を避ける例を示す。この図において、加速度または第２の時間導関
数は、グルコース値が減少していると同時に、好転プロセスにもあり、正常血糖状態の方
向に戻っていることを示す。しかしながら継続する上昇は、高血糖の事象の可能性に起因
して、上昇した危険性評価、したがってＧＵＩをもたらし得る。
【０２３９】
　以下の等式（８）は、図１４の状況を説明する。
【０２４０】
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【数３】

【０２４１】
　式中、Ａは、ｍｇ／ｄＬ／分でのグルコースの加速度を表し、σは、加速度及び危険な
状態にどれくらいの重みを与えるかのための調整可能なパラメータを表す。
【０２４２】
　他の機能性もまた、支えるために分析フレームワークにもたらされ得る。例えば、適応
学習が適用され得、これは、「ＡＤＡＰＴＩＶＥ　ＩＮＴＥＲＦＡＣＥ　ＦＯＲ　ＣＯＮ
ＴＩＮＵＯＵＳ　ＭＯＮＩＴＯＲＩＮＧ　ＤＥＶＩＣＥＳ」という表題で２０１３年１０
月３１日出願の米国特許仮出願第６１／８９８，３００号、及び「ＡＤＶＡＮＣＥＤ　Ｃ
ＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮ　ＦＯＲ　ＡＮＡＬＹＴＥ　ＳＥＮＳＯＲＳ」という表題の、本出
願の出願人によって所有されている２０１３年３月１４日出願の米国出願第１３／８２７
，１１９号に広く説明され、参照によりその全体が本明細書に組み込まれる。適応学習の
１つの用途において、監視デバイス、例えば、モバイルデバイスは、使用者が低血糖及び
高血糖の事象を経験するに従い、経時的に使用者の態様を適応的に学習し得る。例えば、
使用者が５５ｍｇ／ｄＬ未満になる度に、その事象に先行するデータは、機械学習アルゴ
リズム、例えば、サポートベクターマシン（ＳＶＭ）または線形判別分析（ＬＤＡ）、に
よって肯定的なテストケースとして使用され得る。さらに、使用者のグルコースレベルが
７０～１１０のままにあった事例は、機械学習アルゴリズムによって、良くないテストケ
ースとして使用され得る。機械学習アルゴリズムは、定期または不定期の訓練を、例えば
毎月実施して、極めて近い将来の低血糖の分類を最適化することができた。例えば、アル
ゴリズムは、その特定の使用者の低血糖の事象の１時間または１時間半前の状態を学習す
ることができた。分類に使用される機械学習アルゴリズムへの例となる入力は、過去６時
間にわたるグルコース出力記録、現在のグルコースレベル、グルコースレベルの現在の変
化率、現在のグルコース加速度、最終インスリンボーラスの時間、最終インスリンボーラ
スのサイズ、申告した炭水化物の数、炭水化物申告の時間、最後のグルコースピークのレ
ベル、使用者が監視デバイスと対話した最後の時間、最後に運動した時間、時刻、インス
リンボーラスと食事ピークとの間の時間等を含むことができた。一旦分類子が最適化され
ると、これをリアルタイムでデータに適用して、ある見込み時間窓内に低血糖が起こる可
能性があるか否かを決定することができる。
【０２４３】
　用いられ得る別の種類の機能性は、ベイズ理論を使用する。そのような機能性は、以前
の分布に基づいて、特定の日または夜の事象の危険性を定量化する確率的手段を提供する
。図１５Ａ～１５Ｆは、複数のＧＵＩ入力に適用された例となる分布、例えば（Ａ）以前
の信頼性情報に基づいてグルコース濃度に適用された分布、（Ｂ）データ及び／または変
化率の振幅におけるノイズに基づく変化値の変化量の分布、（Ｃ）使用者による炭水化物
推定の事前知識に基づいて使用者によって入力された炭水化物情報の分布、（Ｄ）使用者
の現在の健康状態の分布、（Ｅ）統合ポンプデータに基づく残留インスリンの分布、なら
びに（Ｆ）例えば、加速度データの分布である。分布は、入力のいずれかのために用いら
れ得、確率アルゴリズムは、それから危険性指数を決定するのに用いられる。そのような
確率アルゴリズムは、共同確率アルゴリズムまたは、例えば、ベイズ統計学を伴うより複
雑な分析を含み得る。
【０２４４】
　用いられ得るさらに別の種類の機能性は、「決定融合」法を伴う。具体的には、決定融
合は、複数の入力から使用者の危険性状態を決定するための別のフレームワークを提供す
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、低血糖等の何らかの事象が起こるであろう尤度値を生成する。そのような方法は、過去
２０分間のグルコース変化率及び受信機ボタンを押した回数等の異種の入力を単一の尤度
目盛りへと合わせるのに特に有用である。望ましくない事象、例えば、低血糖の予測にお
ける各入力の感度及び特定性の事前情報は、以下にさらに詳述されるように、最終危険性
出力において各入力にどれくらい重みを与えるかを決定するのに使用される。
【０２４５】
　決定融合法は、例えば、所与の使用者が、次の１時間以内に５５ｍｇ／ｄＬ未満になる
可能性があるかを決定するために、用いられ得る。そのような方法で、異なるデータパラ
メータを使用して、低血糖が所与の時間、例えば、次の１時間以内に起こるか否かについ
ての決定を下すことができる。データ分析は、最適な検出パラメータ及びこれらの最適な
有無決定閾値、ならびに関連する感度を決定するのに行われ得る。
【０２４６】
　グルコースレベルが次の１時間以内に５５ｍｇ／ｄＬ未満になる可能性があるかに関す
る決定をするのに使用することができる例となるパラメータは、決定及び関連する感度及
び特定性のためのこれらの閾値と一緒に下記の表ＩＩに示される。ここで留意すべきは、
幾つかのパラメータの感度が高くあり得る（例えば、グルコース値は５５ｍｇ／ｄＬ未満
になる前に常に８０ｍｇ／ｄＬ未満になる）一方で、これらは明確であり得ない、すなわ
ち、グルコースは８０ｍｇ／ｄＬ未満になったが、次いで次の１時間以内に５５ｍｇ／ｄ
Ｌ未満にならない多くの発生が存在し得ることである。一般に最良の予測因子は、予測さ
れるグルコースレベルが５５ｍｇ／ｄＬ未満である等の高い感度及び特定性の両方を有す
る。
【０２４７】
【表２】

【０２４８】
　各パラメータを、リアルタイムでその閾値及び低血糖の事象がまさに起きようとしてい
るか否かについて下された有無決定と比較することができる。
【０２４９】
　この分析において、「有」に当てはまる場合（低血糖）は、Ｈ１として示され、「無」
に当てはまる場合（正常血糖）は、Ｈ０として、すなわち帰無仮説として示される。決定
は各パラメータ（ｄ＝１またはｄ＝０）について下され、パラメータの感度及び特定性は
、各決定を尤度値、λ
【０２５０】
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【数４】

【０２５１】
に変換するのに使用される。
【０２５２】
　尤度値は、対象が、本当に低血糖になるであろう場合に決定を下す確率を、対象が低血
糖にならないであろう場合に決定を下す確率で除したものである。「有」または１の決定
について、尤度値は、感度を（１－特定性）で除したもの、すなわち、誤警報の確率であ
ると考えられ得る。
【０２５３】

【数５】

【０２５４】
　高感度及び高特定性での試験について、λは、１の決定について非常に高くなり、０の
決定について非常に小さくなるであろう。したがって、試験性能に基づく各決定のこの重
み付けは、計算に入る。一旦各決定が尤度値に変換されると、全ての尤度値が単純に掛け
られ得る。次いで、最終尤度値は、小さい数字が、低血糖が起こる確率が非常に低いこと
を意味し、大きい数字が、低血糖が起こる確率が高いことを意味する範囲である。これら
の尤度数は、危険性または緊急性を使用者に提示するために、入力としてのＧＵＩを通知
するのに使用され得る。
【０２５５】
　発見的手法は、分析フレームワークに適用され得るさらに別の種類の数学的方法である
。そのような手法においては、経験が、可能性のある解決法の展開を通知する。例えば、
緊急性評価モジュールは、所与の使用者が、所与の一連のＧＰＳ座標におり、これは、た
またまコーヒーショップであり、使用者は次の日に予定されている職員会議がさらにある
とき、使用者は、通常高グルコース値を有することを暗示する経験に基づいたデータを有
し得る。グルコース値は、ストレスに関連するものか、または食べることに関連するもの
であり得る。そのような発見的解決法の展開において、回帰モデルを使用して、ＭＰＣ、
ｉｆ－ｔｈｅｎ論理、専門家システム、ロジスティック回帰分析、神経回路網、ファジー
論理、（より危険性の高い血糖の危険性入力に適用され得る重み付けであった）重み関数
等の関連手法も用いられ得る。回帰モデルの使用の特定の実施例として、Ａ１Ｃが良好／
不良糖尿病管理の現在の指標として想定され得る。本明細書に開示される幾つかまたは多
数のパラメータまたは変数は、使用者の統計学的に有意な数から得られ得、回帰分析が、
これらの要因のうちのどれがＡ１Ｃに著しく影響を及ぼすかを決定するために、実行され
得る。次いで、得られた数倍は、例えば、１～１００の尺度上で容易に解釈可能な危険性
点を提示するように、調整され得る。
【０２５６】
　したがって、ＧＵＩは、幾つかの手段で、及び幾つかの異なる変数及びパラメータの使
用により計算され得、これらのうちの幾つかは、測定され、これらのうちの他のものは、
患者または他の使用者によって入力される。しかしながらＧＵＩは、計算され、次いでＧ
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ＵＩは、血糖の緊急状態の患者（または介護者）に表示を動的に提供するために用いられ
得、経時的に緊急状態を反復的に更新し得る。緊急状態が低血糖、高血糖、または正常血
糖値に関連し得る一方で、これは、単純にグルコース値（または予測されるグルコース値
）が閾値超えたかよりもはるかに多くの精緻な情報を提供する。使用者への表示は、一般
に緊急性の図表による指標であり、スマートフォン等のモバイルデバイスに元から備わっ
ている機能を有利に用い得る。スマートフォンのユーザーインターフェースもまた、使用
者に警告／警報を提供するために、用いられ得る。
【０２５７】
　単純にグルコース値が閾値を超えたと示すシステムには提供されない、提供される追加
の情報は、以下のうちの１つ以上を含み得る。表示される示される情報には、グルコース
値が所望の値に跳ね返る見込みが高いか、または正常血糖値から離れる偏位が続くかに関
する予測が含まれ得る。表示される情報には、単純に予測されるグルコース値を提供する
ことと区別される、未来の緊急状態に関する予測を含み得る（または、それを考慮に入れ
得る）。表示される情報には、グルコース値が既知のパターンに従っているか、または既
知のパターンから外れているかの考慮が含まれ得る。
【０２５８】
　モバイルデバイス（または他所）上で実行している緊急性評価モジュールは、単純な閾
値では提供することがすることができない処置の危険及び緊急性のレベルを区別するため
のフレームワークを提供することができ、したがって使用者に処置可能な警告が提供する
が、必要でないときには過度には警告せず、したがって警告疲労を防ぐ。この点について
は、スマートフォンがグルコース監視に使用されるとき、使用者は、例えば、Ｅメール、
テキスト、電話呼び出し、アプリケーション等のための彼らの電話から連続的に通知を受
信するため、どの警告が使用者にとって気付くことが重要であるかを区別することがます
ます重要になることが留意される。即時の注意が必要な特に危険な状態は、恐らく使用者
に警告するための特別な音または振動またはさらには光／色を用意しておくことにより、
そのような一般的携帯電話音とは差別化されることが重要である。さらに、使用者が即時
に反応しない場合警告が目立って段階的に増大することが重要であり、上述のパラメータ
及び変数がいつそのような増大が起こるべきかを決定するのに用いられ得る。表示は、色
、振動、アイコン、ヒートマップ、予測表現、数字としての危険性の表現、声入力要求、
ポップアップメッセージ等を使用するなどの幾つかの手段で提供され得る。
【０２５９】
　場合によっては、使用者が警告されるが、別個の様式であることが望ましい。そのよう
な警告は使用者が現在使用者の状態に気付いていない人々と一緒にいる場合に、特に適切
であり得る。したがって、使用者に、彼らのモバイルデバイスを調べて、何の操作が必要
かを決定するように警告し得る、振動であるが特に長い振動である警告が提供され得る。
別の振動、例えば、長い振動だが、例えば、５秒、１０秒などの時間、及び１分当たり１
回、１分当たり２回などの頻度で、使用者によって止められるまで定期的に適用されるも
のが警報のために使用され得る。
【０２６０】
　振動に基づいた警告及び警報が、少なくともこれの認識を示すように使用者がボタンを
押すことによって使用者による操作をもたらさない場合には、警告または警報は、そのよ
うな状態のために特に選択された着信メロディーを含む着信メロディー等によって可聴的
に提供され得る。
【０２６１】
　振動または可聴音のいずれも使用者対話をもたらさない場合、自動化電話呼び出しまた
はテキストメッセージが別の番号に配置され得、例えば内科医または家族の一員が警告さ
れ得る。
【０２６２】
　使用者が警告または警報に反応しないと仮定して、最初の典型的な反応は、彼らのスマ
ートフォンを手に取るか、またはさもなければ持つことであり得る。場合によっては、使
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用者はスワイプ操作を行うか、またはコードを入力してスマートフォンのユーザーインタ
ーフェースへのアクセスを可能にしなければならない。緊急状態の表示は、このシナリオ
を考慮すると、幾つかの手段でユーザーインターフェース上に提供され得る。第１に、表
示は、電話が持たれたかに関わらず、提供され得る。これは使用者が、電話が使用され得
る位置、例えば、机の上に上向きでドッキングステーション等に使用者の電話を置いたま
まにした場合に適切であり得る（例えば、背景画面、ホーム画面、定期的プッシュ通知な
ど）。第２に、表示は、電話が持たれたという信号が、例えば、内蔵加速度計または他の
動きの検出器を介してユーザーインターフェースによって受信されると、提供され得る。
第３に、表示は、スマートフォンユーザーインターフェースへのアクセスが、例えば、ス
ワイプ動作、コードの入力等を介して得られた後に、提供され得る。
【０２６３】
　第１の手段及び第２の手段について、ユーザーインターフェース上に提供された表示は
、他の人も表示を見ることができる場合があるという事実を認識して、第３の手段を用い
てよりも幾らか少ない情報を含み得る。第３の手段について、使用者がすでに電話を手に
取り、電話で操作を行った場合、使用者は、所望のレベルのプライバシーを得たと推測さ
れ得る。したがって、第１の手段及び第２の手段における表示は、例えば、使用者が馴染
み得る緊急状態を示す色または他の指標であり得る。例えば、ユーザーインターフェース
上の鮮赤色は、高い緊急性、例えば、来るべき低血糖または高血糖の事象を示し得る。赤
色は、モバイルデバイスの背景または壁紙の操作により、緊急性評価モジュールによって
配置され得るか、またはこれは、緊急性評価モジュール、例えば、ＣＧＭアプリケーショ
ンを実行しているアプリケーションの背景であり得、この背景及びアプリケーションは、
上昇した緊急時に目立つように配置される。
【０２６４】
　別の実装例において、色は、数字または矢印を伴い得、そのような数字または矢印は、
ＧＵＩが高血糖の事象対低血糖の事象の重大な危険性を評価しているかに関する追加の詳
細を告知する。そのような数字または矢印は、使用者に有用な情報を提供し得る一方で、
使用者の状態の目立たない特定の詳細を以前保持する。
【０２６５】
　表示がどのようにして起こるかに関わらず、アプリケーションの使用者操作により、使
用者は、使用者の状態の関連詳細、及びそれの調整においてとるべき可能性のあるステッ
プに気付くことができる。換言すると、使用者は、彼らがさらに詳細に数字を「掘り下げ
て調べる」ことを望むかを決定することができ、この場合アプリケーションの操作は、使
用者がそのようにすることを許容する。上記の実施例の変形もまた、見られるであろう。
例えば、赤い画面の代わりに、使用者のホーム画面の周りの赤い枠線または大きな赤い円
が用いられ得る。異なる色または位置が、高血糖対低血糖を示すために用いられ得るか、
または使用者は、使用者の現在の状態を見出すために、アプリケーションを例示化する必
要があり得る。異なる位置または平行線模様が、色盲である使用者のための選択肢として
有利に用いられ得る。
【０２６６】
　モバイルデバイスユーザーインターフェース上で使用可能な幾つかの種類の機能が、Ｇ
ＵＩ値に基づく処置可能な警告を示すために、これより記載される。そのようなユーザー
インターフェースは純粋に例示的であり、他のそのようなユーザーインターフェースもま
た可能であることが理解される。ユーザーインターフェースは、様々なレベルの情報を示
し、具体的には、血糖緊急度指数及び血糖またはグルコース情報を、場合によっては画面
上に一緒に示し得る。ＧＵＩ値の表示は、視覚化または表現、例えば、色またはアイコン
等の要素等の使用などの、幾つかの手段で行われ得る。特定のアイコンが以下で論じられ
る一方で、これは多くの点で異なり得、例えば、ハッピーな顔（正常血糖）または悲しい
顔（低血糖もしくは高血糖）、コミック本のヒーロー（低緊急性もしくは危険性評価）ま
たはコミック本の悪党（高緊急性もしくは危険性評価）、食事の描写（低血糖）または注
射器またはポンプ（高血糖）、数値などによって表現され得ることが理解される。
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【０２６７】
　「リード（ｒｅａｄ）」等の概念が用いられ得、「リード」は、使用者に伝達された情
報のレベルと定義され、情報階層としても知られ、これは重要性の順序を明らかにするよ
うな手段での画面上の要素またはコンテンツの配置である。リードは、トポグラフィ、図
形、色、コントラスト、重み、位置、サイズ、及びスペース（ネガティブスペースを含む
）を含む何もかもで構成され得る。リードは、重要性または操作性の順序を達成するため
に提示される。第１のリードは、使用者が見るかまたは示される最初の項目であり得る（
最も目に見えるか、または目立つ）。示される１つのレベルのみの情報が存在する場合、
第２のリードである必要性は存在しない。しかしながら、デバイスは複数のレベルまたは
リードを有し得る。鮮赤色のフォントで示しているより大きな文字の数字、次いでより明
るい色のフォントで示しているより小さい数字を有するデバイスは、２つのリードを有す
る。より大きい数字は、第１のリード（使用者が最初に見るもの）であり、次いでより小
さい数字は、第２のリード（使用者が見るか、または気付くか、または第１のリードと比
較してより低い頻度で見たいもの）である。一般に、第１のリードは、より低い解像度情
報であるが、より処置可能な情報またはひと目で見ることが可能な情報、例えば、ＧＵＩ
を示す表現、血糖状態またはグルコースレベル等を提供し、これは、素早くひと目で読む
ことができる。一般に、第２のリードは、高解像度（より詳細な）情報を提供し、これは
、より長い凝視で読むことができるか、またはより長い思考プロセスを必要とする。追加
のリードは、当業者によって理解され得る通り、より多くのまたは異なるレベルの詳細で
提供され得る。幾つかの実装例において、第１のリードは、第１の見ることができる画面
（例えば、モバイルデバイスまたはソフトウェアアプリの背景またはホーム画面）上に提
供され、第２のリードは、同じ画面上のひと目で見ることがより可能ではないか、または
容易に読むことがより可能ではない構成及び位置に提供される。幾つかの実装例において
、第１のリード及び第２のリードは、使用者がこれらに別々にアクセスする必要がある異
なる画面上にある。追加で第１のリードは、例えば、上に参照により組み込まれる本特許
出願に記載される、電話の側部上、スマートウォッチ上、及び／または装着可能なデバイ
ス上の赤、青、または黄カラーＬＥＤ等の単純な光であり得る。リストバンド等の装着可
能なデバイスのある実装例において、第１のリードは、カラーＬＥＤとして提供され得、
これは装着可能なデバイス上に表示され得、第２のリードは、スマートフォン上のソフト
ウェアアプリ等の別のデバイスを介してのみアクセス可能である。第１のリードは、注意
または糖尿病についての議論を引き出さないように、有利に穏やかまたは少なくとも目立
たなくあり得る。
【０２６８】
　図１６Ａ及び１６Ｂを参照して、２つ異なる状態を提示するユーザーインターフェース
５５０が例示される。図１６Ａにおいて、第１のリード５０４は、（平行線模様によって
示される）デバイスの色によって例示される。例えば、図１６Ａのデバイスのユーザーイ
ンターフェースが、黄色であり得る一方で、図１６Ｂのデバイスのユーザーインターフェ
ースは、赤であり得る。遠くからか、または素早くひと目見ることにより、使用者は、こ
のように彼らのＧＵＩまたは血糖状態を通知され得る。この場合、緊急性評価は、彼らの
グルコース値が比較的正常か、または僅かに上昇しているか、または正常血糖値の境界に
近付いていることを使用者に示すために黄色であり得る。図１６Ｂにおいて、赤い緊急性
評価は、ＧＵＩに基づいて彼らの血糖状態が緊急の注意が必要であると使用者に示し得る
。追加でかまたは代替的に、高グルコース状態、低グルコース状態等を示す黄色または赤
色よりもむしろ、色は、正（例えば紫）または負（例えば、橙）の変化率等の、他の種類
の情報を伝達するために使用され得る。使用者は、色の意味を理解するであろうが、他の
人は、背景デザインの抽象的な性質に起因して、糖尿病情報が伝達されていることに気付
かないであろう。
【０２６９】
　図１６の実装例において、任意の第２のリード５０２もまた提供され、これはグルコー
ス値自体を表す。上で述べたように、緊急性評価は、一般にその決定においてグルコース
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値を使用するが、他の値もまた使用し、これは決定において同じくらい重要であり得る。
追加のリード、例えば、ＧＵＩ入力、パターン、洞察、治療提案等に関する追加の情報は
、ＣＧＭを介してアクセスされ得る。
【０２７０】
　この実装例及び他の実装例において、緊急性評価モジュールまたはＣＧＭアプリケーシ
ョンを背景で実行しているモバイルデバイスのホーム画面は持続的に、グルコース状態を
示す色付き画面であり得る。色付き画面は、概して、警告または警報がない場合において
さえも、例えば、「正常」または警告に値しないＧＵＩを示すＧＵＩ状態を示す。使用者
は、この情報にアクセスするために、スワイプ操作を行うか、またはパスワードを入力す
る必要はない。そのような画面は、モバイルデバイス上の起動ボタンを押すことによって
か、または上で述べたように、モバイルデバイスが手に持たれたかを決定する加速度計に
より迅速に見ることができる。
【０２７１】
　図１７のユーザーインターフェース５６０を参照して、色が依然として用いられている
が、この場合、第１のリードは、ホーム画面５０６の色ではなく、むしろホーム画面上に
位置する円（図１７Ａの円５０８及び図１７Ｂの円５０８’）の色である第２のリードは
、円５０８または５０８’のサイズ、例えば、円の半径、及び方向を示す矢印５１２また
は５１２’によって例示される速度または加速度であり得る。例えば、矢印は、グルコー
ス値が上昇しているかまたは減少しているかの第１の導関数を例示し得、円のサイズは、
グルコース値がどれくらいの速さで上昇しているかまたは減少しているか（第２の導関数
）を示し得る。あるいは、円は、上昇または減少に起因する潜在的危険を定性的に表し得
る。例えば、大きな円が、上昇が正常から離れて加速していることを表し得る一方で、小
さい円は、上昇が減速していることを表し得る。第３のリード５１６もまた例示され、こ
れは、実際の測定されたグルコースの値を示している。最後に図１７Ｂにおいて、高度な
出力５１４が例示され、これは、ＧＵＩの決定の一部としてかまたはそれと同時に起こる
分析度を示し、使用者にとるべき可能性のあるステップの提案または入力要求を提供する
。
【０２７２】
　図１８Ａ及びＢを参照して、モバイルデバイスのホーム画面５１６上に提示されている
代替的ユーザーインターフェース５７０が例示される。図１８Ａは、上昇しているグルコ
ースレベルの事例を例示し、図１８Ｂは、減少しているグルコースレベルの事例を例示し
ている。具体的には、使用者に、彼らの緊急性評価が上昇している（図１８Ａ）か、また
は減少している（図１８Ｂ）ことを示すために、矢印及び一連の円５１８（５１８’）、
ならびにこれらの色が用いられ得る。具体的には、及び図１８Ａを参照して、上昇自体は
、矢印によって例示され、オフホワイトから赤への色の進行は、緊急性評価もまた上昇し
ている、すなわち、状況が使用者にとってより緊急になっていることを例示する。グルコ
ース値自体５２２（５２２’）は、追加のリードとして提示される。図１８Ｂの場合、赤
から白への色の進行は、より望ましい緊急状態に戻ったことを示す。矢印と、より過去の
測定された緊急性評価に対応する円の提示される退色と、左から右への進行は、以前の緊
急状態からそれより後の緊急状態へ、及び最終的に現在の緊急状態への進行を示す。ある
いは、一連の円（またはアイコン）５１８は、予測されるグルコース値または第１のリー
ドとしての範囲を表し得、これは５２２での予測されるグルコース値、及び例えば、１つ
の円当たり５分、またはこの実施例においては１５分の円（またはアイコン）の数によっ
て示される予測範囲（時間に対する予測される値）の表示を含み得る。第２のリードは、
スワイプまたは予測に関連する追加の洞察または情報を提供し得る他の使用者の操作での
アクセスであり得る。
【０２７３】
　変形が理解され、上で述べた特定の態様と類似する。そのような変形は、本明細書に記
載される他の実施形態に提供されることも理解されるであろう。円以外の形状またはアイ
コンまたは視覚に訴えるものもまた使用され得る。例えば、それは、新月から満月へのそ
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の段階進行で示される月の画像であり得る。例えば、円のサイズ及びこれらの色は、緊急
性評価を示し得る。後続のサイズの配列は、値がどれくらい急速に変化しているかを示し
得る。例えば、非常に小さい円から非常に大きい円への進行は、緊急性評価における急速
な上昇を示し得る。逆に、「中小」の円から「中大」の円への進行は、はるかにより緩や
かな上昇を示し得る。追加の指標またはリード５２４は、使用者の評価の緊要性を使用者
に迅速に示すために、ひと目で読むことができるアイコンを提供するために用いられ得る
。そのような指標は、モバイルデバイスを手に持たずにか、または加速度計もしくは他の
センサによって決定される手に持つことに続いてか、またはあるいはスワイプ／ロック解
除のステップ後に自動的に表示され得る。これは、緊急状態を使用者に通知するための可
聴式警告によって達成され得る。
【０２７４】
　図１９Ａ及びＢは、監視デバイス、例えば、モバイルデバイス上に用いられ得る別のユ
ーザーインターフェース５８０を例示する。図１９において、ホーム画面は、幾つかの区
域５２６ａ～５２６ｇ（図１９Ａ）及び５２６ａ’～５２６ｇ’（図１９Ｂ）に分けられ
る。区域は、等しく分けられ得るか、または等しく分けられ得ず、区域の数は異なり得る
。区域の数は、例えば、使用者が提示されるデータにおいてより細かい粒度を所望する場
合、使用者入力に基づいてさらに異なり得る。
【０２７５】
　図１９において、区域の範囲の中央に低危険性または危険性なし区域５２６ｄを有する
７つの区域が提示される。図１９Ａに示される緊急性評価について、評価された緊急性は
ほとんどないかまたはない、すなわち、使用者に対して危険性は殆どない。しかしながら
、図１９Ｂに示される緊急性評価は、より高い緊急状態、この場合上昇したグルコースレ
ベルに関連するものを表す。強調表示の位置及び色が、表示を提供するために用いられ得
る。図１９Ａにおいて、強調表示は中央であり色は白であり、低緊急性を示す。図１９Ｂ
において、強調表示は、高い区域内にあり赤に色付けされ、より高い緊急状態を示す。強
調表示、または他のリード指標、色ベースであるよりもむしろ我々の位置または文字的ベ
ースである場合、これは、色盲の個体のために有利に用いられ得る。図１９はまた、グル
コース値の矢印５２８及び数値的描写５３２も示す。数値的描写５３２から、使用者は、
彼らのグルコース値を通知され得る。矢印５２８から、使用者は、彼らのグルコース値が
向かっている方向を通知され得る。（図１９Ｂに示される）より色が同一の矢印は、より
急速な上昇または加速している上昇を示し得る。これらの要因、及び一般により多くの要
因がＧＵＩの決定に入り、この決定結果の表現は、強調された範囲であり、決定された緊
急性評価を示す。
【０２７６】
　高度な出力５３４もまた示され、そのような高度な出力５３４は、高血糖の可能性のあ
る原因、より低い緊急性評価への可能性のあるステップなどについての追加の情報を使用
者に提供する。
【０２７７】
　異なる区域内の範囲は、緊急性の等しく間隔があけられたレベルを表す必要はなく、こ
れは、決定されたＧＵＩに基づく緊急性の定量的または定性的レベルを提供し得ることが
理解される。範囲は、使用者によってか、または内科医もしくは他の介護者によって設定
され得、したがって特定の使用者の必要性に対して個別化され得る。同様の個別化可能性
は、本明細書に開示されるユーザーインターフェースの他の実施形態に適用するであろう
。
【０２７８】
　図２０Ａ及びＢにおいて、体温計と類似する目盛り５３６を有するユーザーインターフ
ェース５９０が例示され、ここでは、一般的に所望されるグルコース範囲を示す長方形５
３８が描写される。このユーザーインターフェースは、矢印の使用を必要としない。現在
のグルコースのレベルは、強調された横棒５４２によって示され得、過去のグルコースの
レベルは、より退色した横棒５４４によって示され得、その間の様々な階調の横棒は、グ
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ルコース値における経時的変化を示す。幾つかの実装例において、色が同一の背景色は、
例えば、Ｗｉ－Ｆｉ状態、他のモバイルデバイスとのグルコースの通信（データ共有）等
の第３のリードまたは第３のレベルの情報を示し得る。
【０２７９】
　現在及び過去両方の横棒の色は、相対的または絶対的緊急性評価を示し得る。例えば、
横棒５４２の色が、白であり得る一方で、横棒５４６（図２０Ｂ）は、赤であり得る。明
度は、グルコース値が要因であるが、幾つかまたは多くのうちのほんの１つである緊急性
評価を示す。したがって、横棒５４２は、図中で白として描写されているが、別の状況に
おいて、同じグルコース値を有していても、値が上昇及び加速していた（または他の偏位
ととっていた）場合、赤として描写され得る。
【０２８０】
　図２１Ａ及びＢは、モバイルデバイスのユーザーインターフェース６１０上に緊急性を
表す別の手段を例示する。ユーザーインターフェース６１０は、特に別個の表現が提供さ
れ得る一手段を描写する。具体的には、使用者または使用者の代わりによって個別化され
得る格子パターン５４８が提供される。使用者は、規定の格子スペースを特定の緊急性表
示と関連付けることができる。例えば、下方の横の列は、低血糖の緊急性評価を表し得、
真ん中の区域は、目標緊急性評価であり得、上方の横の列は、高血糖の緊急性評価を表し
得る。
【０２８１】
　幾つかの実装例において、行は、その時または最近の過去の緊急性評価のスナップショ
ットを示し得る。例えば、最も左の行は、最近の過去の評価、真ん中の行は、現在の評価
、及び右の行は、予測される未来の評価を表し得る。あるいは、最も右の行は、現在の評
価を表し得、左及び真ん中の行は、最近の過去の評価を表す。他の変形もまた理解される
であろう。
【０２８２】
　使用者は、数値の閾値を認識し得るが、数値の閾値は、慎重さ、他人からの質問を防ぐ
、及び／または明瞭さの一般目的を含む様々な理由のために、画面上に配置されない。格
子スペースは、例えば、上昇の方向及び重大さ、ならびに他の変数を含む緊急性評価に基
づいて追加され得る。部外者には、ユーザーインターフェース６１０は、単純にデザイン
パターン、またはさらにはゲームの画面として見え得る。
【０２８３】
　他の実施形態と同様に、しかしながら格子スペース５５２及び５５４に関するこの事例
において、強調は、特定の色、グルコース値の表示、及びグルコース値が移動している方
向の表示と一緒に生じる。図２１Ｂに見られる通り、強調表示は、ここで、測定されたグ
ルコースの最近の過去の値を示すための格子スペース５５６及び５５８として示される他
の格子スペース内にも提供され得る。
【０２８４】
　図２２Ａ及びＢは、緊急性を表すために用いられ得る別のユーザーインターフェース６
２０を例示する。これらの図において、グルコース値のグラフ５６２が、使用者が最近の
過去の値を見ることを可能にするために提供されている。そのようなグラフは、使用者の
現在のレベルについてより高い程度の知識を所望する使用者にとって特に重要であり得る
。図２２Ａに例示される通り、現在のグルコース値５６６、及びその値にへりをつけ、一
般にグラフ上のどこに現在の時間が表現されているかを示すボックス５６４もまた提供さ
れ得る。ＧＵＩに基づく緊急性評価を表すために、画面の色５７２が用いられ得る。例え
ば、図２２Ａにおいて、淡い赤の背景５７２は、上昇レベルだが低緊急性評価を示し得る
。図２２Ｂにおいて、青い背景５７２’は、正常血糖値及びゼロの緊急性評価を示し得る
。図２２Ｂは、ボックス５６４が、例えば、より高い忠実度の、追加の処理（例えば、検
出されたパターン）等を有するグルコース出力記録グラフの一部分を示すのに使用され得
ることも示す。図２２のユーザーインターフェースにおいて、水平の閾値横棒は必要では
なく、それにもかかわらず色付き背景の使用を通して、使用者は彼らの緊急性評価の「区
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域」に依然として気付かされる。
【０２８５】
　図２３は、より高いレベルの詳細を有するユーザーインターフェースを示し、具体的に
は平均及び予測されるグルコースレベルを示し、これはＧＵＩ、したがってその時刻の過
去の振る舞い等の要因に基づく緊急性評価につながる。具体的には、ユーザーインターフ
ェース６３０は、背景５７４を含み、これは、緊急性評価、例えば、青、緑、黄色、赤な
どを示し得る。あるいは、ボックス５７６の色は、緊急性評価を示し得、このボックスは
、現在の（または、あるいは予測される）グルコース値５７８が表示されているところで
もある。水平の目盛り５８２は、時刻に関し、したがってグルコースレベル５８４の出力
記録グラフが、時刻の関数として表示され得る。所与の時刻の過去の値（平均グルコース
プロファイルまたは正常患者パターン）は、柱状グラフ５８６及び５８８によって例示さ
れ、これは、所与の使用者について所与の時刻に過去に見られた低血糖及び高血糖の範囲
を例示する。
【０２８６】
　グラフの一部分、例えば、ボックス５７６内の一部分は、上述のように予測分析を使用
して決定された突出したグルコースレベルを表し得、これは、緊急性評価に関与し得るか
、または関与し得ない。この突出した値は、出力記録５９２として例示され、これは、例
となる図２３において異なる線幅を有する。特定の低値または高値のエリアは、異なる色
、例えば、ほどほどに高い値／低い値の場合は黄色、及び非常に高い値／低い値の場合は
赤で表現され得る。
【０２８７】
　図２４は、使用者に彼らの血糖状態及び他の血糖または生成物の状態についてのさらに
より詳細、またはダッシュボードを示すユーザーインターフェース６４０を例示する。こ
の画面は、さもなければアプリまたはウェブサイトの多くの異なる位置に見出され得る状
態にアクセスするための複数のボタン押しまたはスワイプを避けるために、複数個の情報
を一箇所に表現している。具体的には、ユーザーインターフェース６４０は、正常血糖値
からの偏位が範囲５９６（高血糖）及び５９８（低血糖）内の出力記録によって示されて
いる出力記録グラフ５９４を含む。図２４に示される出力記録５９４は、時間尺度６０４
によって示される通り、時間に対して示される目盛り６０２上のグルコース値の出力記録
であるが、他の変数、例えば、正常グルコース値からの偏差などもまた表現され得ること
が理解される。
【０２８８】
　記載されてきた通り、グルコース値及び他の要因は、ＧＵＩの決定及びしたがって緊急
性評価に影響を与える。緊急性評価は、ユーザーインターフェース６４０を介して背景６
１４の色によってか、または文字の表示６１２等の表示によって使用者に示され得、これ
は図２４において、評価が、使用者は「大丈夫」である、であることを示す。ユーザーイ
ンターフェース６４０は、現在のグルコース値６０６、及び矢印６０８によって示される
グルコースが向かっている方向の表示も示す。幾つかの実装例において、矢印６０８の勾
配、サイズ、または他の態様は、グルコース値がどれくらいの速さで上昇または減少して
いるかを示し得る。
【０２８９】
　変形が理解されるであろう。具体的には、この実装例及び他の実装例で示される全ての
態様が表示される必要はないことが、ここで留意される。例えば、図２４において、数値
のグルコース値６０６は、使用者が類似の情報を出力記録５９４の考慮からか、または単
に文字の表示６１２によって得ることができるため、省略され得る。
【０２９０】
　この実装例及び他の実装例において、変化率及び加速度情報が、出力記録グラフ矢印に
追加され得る。当然ながら、変化率は、出力記録グラフ自体から明白であり得るが、グル
コースレベルの加速度または減速度を示すために、色付きまたは湾曲した矢印が用いられ
得る。一実装例において、赤色の矢印が、加速度の望ましくない値を示し得る一方で、青
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色は、望ましい値を示す。別の実装例において、正常血糖から離れる矢印の湾曲が、望ま
しくない加速度を示し得る一方で、正常血糖に向かう湾曲は、望ましい傾向を示し得る。
【０２９１】
　図２５Ａ及びＢを参照して、追加のデータを含むユーザーインターフェース６５０が、
モバイルデバイス上に表示されている。具体的には、ユーザーインターフェース６０は、
グルコースレベル及び数値６２２に対応する出力記録グラフ６１８を含む。数値６２２が
、使用者に瞬間的または現在のレベルを提供することができる一方で、出力記録グラフ６
１８は、ｙ軸がなくても、使用者にどのような値にあるかをわからせることができる。画
面６１６の色は、別のリードを提供し得、現在の緊急性評価を示し得る。定性的グラフ６
２４は、目標、高血糖、または低血糖が占めている区域に関して、ひと目で見るリードを
使用者に提供するのに用いられ得る。この図において、パイの片は、１日当たり、１ヶ月
当たり、または任意の他の期間にわたるこれらの区域の時間のパーセントを表し得る。あ
るいは、示されていないが、パイグラフは、例えば、緑のセグメント１２～２時に、使用
者が高ＧＵＩを有し、次いで２～４時に使用者が低ＧＵＩを有したなどを示すために、時
計上に「オーバーレイ」され得る。ユーザーインターフェース６５０のエリアは、一般に
グルコース値を目標範囲内に維持するために使用者が自身のために設定した挑戦にどれほ
どよく立ち向かっているかを使用者に定性的に示す、挑戦エリア６２６として提供され得
る。ユーザーインターフェース６０の一部分は、使用者の友達またはフォロワー６２８を
示すために提供され得る。ユーザーインターフェース６５０を右または左にスワイプする
ことにより、友達またはフォロワーに対応するデータが表示され得、見直され得る。例え
ば、各々が、他の人がどれほどよく彼らの設定した目標または挑戦に立ち向かっているか
を見ることができる。
【０２９２】
　図２６は、有利に用いられる得る別のユーザーインターフェース６６０を例示する。ユ
ーザーインターフェース６６０は、図２３のユーザーインターフェース６３０のものと類
似しているが、予測の追加の詳細が含まれている。具体的には、ユーザーインターフェー
ス６６０は、上述のように予測分析に基づいた予測されるグルコースレベルに対応するよ
うにプロットされた点６３２を含む。瞬間的なグルコースレベル６３４は、使用者に読み
やすい表示を提供するために、数値として表示される。
【０２９３】
　高度な出力６３６もまた例示され、緊急性評価モジュールによって様々な手段で用いら
れ得る。例えば、数人の友達またはフォロワーが使用者に関連付けられている場合、これ
は、使用者に対して何らかの処置をとるように、友達またはフォロワーに通知を提供し得
る。例えば、友達またはフォロワーは、使用者の緊急性評価が高くまたは低くなっている
傾向がある場合、使用者に働き掛けるように呼び掛けられ得る。高度な出力６３６もまた
、使用者自身に、例えば、処置指針を提案するか、さもなければ働き掛けを提供するよう
に働き掛けるために用いられ得る。高度な出力の追加の詳細が、以下に提供される。
【０２９４】
　図２７Ａ及びＢは、ソーシャルネットワーキングサービスに関連するフィードへか、ま
たはフィードから提供され得る様々な活動または投稿を例示する。最も受動的なレベルで
、使用者は、使用者がソーシャルネットワークにおいて付き合っている友達またはフォロ
ワーから最新情報を受信し得る。このグループは、全ての友達に対応し得るか、またはサ
ブセットの友達、例えば、同様に糖尿病と共に生活している人達であり得る。より高度か
つ双方向性のレベルでは、使用者投稿が、ＧＵＩの決定内で用いられ得る、例えば、その
日の使用者に関連する既知のグルコース及び他のデータと合わせたレースへの参加につい
て投稿は、ソーシャルネットワーキングフィードのための改善されたデータを提供し得る
。同様に、これは、過去の比較を提供及び投稿するために、類似の状況に関する過去のデ
ータと組み合わせて使用され得る。例えば、図２７Ｂにおいて、「レースの日！前回これ
をしたとき、高炭水化物の朝食と、無敵に感じたと報告しました！」の投稿（投稿６３８
）が見られる。
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【０２９５】
　本教示を前提として、ソーシャルネットワーキングに適切な他の態様が理解されるであ
ろう。例えば、様々な他の実施形態において、評価モジュール２１１が、連絡先モジュー
ルと組み合わせてソーシャルネットワークに最新情報を提供するのに使用され得る。幾つ
かの実施形態において、スマートフォン２００は、人と人のつながりとして提案するため
に、使用者の位置及び／もしくは使用者に関連する他の属性（例えば、糖尿病の種類、年
齢、性別、人口統計データ等）を使用して、ならびに／または類似するＣＧＭデバイスも
しくはスマートフォンアプリケーションを使用して、類似する属性を有するそのエリアに
いる他の人々を見つけることができる。例えば、ＣＧＭアプリケーション及び／またはＣ
ＧＭアプリケーションと共同してソーシャルメディアサイトは、使用者が、糖尿病を有す
る他の人々を見つけるか、私の近くの糖尿病を有する他の人々を見つけるか、またはその
エリアの糖尿病に優しいレストランのおすすめを見つける等の選択肢から選択することを
可能にし得る。
【０２９６】
　幾つかの実施形態において（図６を参照のこと）、ＣＧＭアプリケーション２０９（単
独または必ずしもＣＧＭアプリケーション２０９内で実行するとは限らないが、一般にそ
れ内で実行する評価モジュール２１１と組み合わせて）は、使用者が彼らの評価に関する
情報を電子的に及び／またはソーシャルネットワークサイトを介して選択的にアップロー
ドまたは共有することを可能にする。共有され得る実施例情報には、成功の評価基準、現
在のＥＧＶ値、スクリーンショット、成果、賞、パターン傾向グラフ、活動情報、位置情
報、及び／または評価モジュール２１１への考えられる入力もしくはそれからの出力とし
て本明細書の他所に記載される任意の他のパラメータが含まれる。例えば、ＣＧＭアプリ
ケーション２０９（そのようなＣＧＭアプリケーションは、評価モジュール２１１を含み
得ることがここ及び以下で理解されるであろう）は、使用者が選択可能な操作、例えば、
Ｆａｃｅｂｏｏｋ上でのＥＧＶの共有、Ｔｗｉｔｔｅｒ上でのＥＧＶの共有、Ｆａｃｅｂ
ｏｏｋ、Ｔｗｉｔｔｅｒ、Ｅメール、ＭＭＳを介した画面の共有、プリンターへの傾向画
面の送信等を有し得る。追加でかまたは代替的に、ＣＧＭアプリケーション２０９は、使
用者が事前設定及び／もしくはカスタム見出しを追加、または私の無安打試合を見て等の
彼らの共有した情報の状態を変更することを可能にし得、これは、（使用者によってか、
もしくはパラメータに基づいて）選択的に及び／または自動的に共有することができる。
一実施例において、使用者は、特定のＧＵＩまたはその表示を直接特定のソーシャルサイ
トに「いいね」することができる。特定の実施形態において、使用者が情報を共有すると
選択したとき、使用者が何を誰と共有するかを選択することを可能にする選択肢が、表示
装置２０２（図６）上に示され得る。使用者は、情報を共有するグループ及びまたは個人
を事前に定義することができる。例えば、使用者は、友達のグループを作製することがで
き、使用者が、定義済みの友達と共有することを選択した何かを共有することを選択した
とき、次いで、通知がグループ内の各人に送られる。この機能性は、例えば、自身の子供
の血糖を監視したい親にとって有用である。子供は、ＢＧ値を共有することを選択し、次
いで両親、または母親、または父親を選択することができ、次いでＢＧ値が選択された人
（複数可）に送信される。
【０２９７】
　幾つかの実施形態において、ＣＧＭアプリケーション２０９は、ソーシャルネットワー
クと共同して、使用者がソーシャルネットワークサイト（例えば、Ｆａｃｅｂｏｏｋ）上
の友達またはグループとＥＧＶ、傾向、低値の数等を比較することを可能にするように構
成され得る。幾つかの実施形態において、ＣＧＭアプリケーション２０９は、複数の使用
者からのＣＧＭ情報を使用して、１人の人間からのデータの比較を決定するための１つ以
上のパラメータを、（例えば何らかの類似点によってグループ化した）平均と比較する。
幾つかの実施形態において、ＣＧＭアプリケーション２０９は、規定の基準（目標範囲内
に血糖を維持する、ＣＧＭの使用等）に基づいて、成果、得点、バッジ、または他の賞を
計算し、これをソーシャルネットワークサイト（例えば、Ｆａｃｅｂｏｏｋ）に、選択的
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にかまたは自動的に投稿することができる。幾つかの実施形態において、使用者が、ＣＧ
Ｍアプリケーション２０９または評価モジュール２１１から学習したこと、例えば、食品
の写真及び得られたＥＧＶまたは傾向グラフを共有したいとき、ＣＧＭアプリケーション
２０９は、使用者がサイトに情報を選択的にアップロードすることを可能にする。この文
脈において、学習したことは、事象または第１の状況、及びそれらの結果として生じた影
響、出力、もしくは傾向である。
【０２９８】
　追加でかまたは代替的に、ＣＧＭ使用者からのデータは、ＣＧＭアプリケーション２０
９は、使用者が現在の使用中のＣＧＭ使用者について照会することを可能にするように構
成されることにより集計され得る、例えば、範囲内にいるＣＧＭを使用しているｘｘ％の
人々、使用者と類似した（８０ｍｇ／ｄＬ±５等の誤差のマージン内の）グルコースを有
する他のＣＧＭ使用者。これらの照会は、地理的、医師、年齢、性別、民族性、糖尿病の
種類、治療の種類（ポンプ、注射器、エクセナチド、メトホルミンなど）等によっても狭
められ得る。
【０２９９】
　図２８Ａ及びＢが表示するユーザーインターフェースの考察を、ユーザーインターフェ
ース６８０の可能性のある結果にまで継続する。ユーザーインターフェース６８０は、恐
らく使用者に対してのみ知られるであろう特に目立たない結果を示す。このように、使用
者の健康状態は、ユーザーインターフェース上に特に明白な手段で表示されない。具体的
には、及び図２８Ａを参照して、色６４２及び任意の数値６４４を有する風船が示されて
いる。色は、目立たず、かつ穏やかな手段でＧＵＩの決定の結果を表示する。数値６４４
は、この実装例において現在のグルコース値に関連するような追加のリードを提供する。
風船に加えて、多数の他のアイコンまたは画像が用いられ得、事実、使用者によって選択
され得ることが理解される。このように、例えば、使用者は、車の色がＧＵＩの決定に関
連する（例えば、赤、黄色、緑等の）車を選択することができる。風船の実施例において
、追加の情報またはリードもまた、提供され得る。例えば、風船の高さは、ＧＵＩがさら
に急を要するものとなっているか、もしくはより要しないものとなっているか、またはグ
ルコース値が上昇しているかもしくは減少しているかを示し得る。他の変形もまた見られ
るであろう。
【０３００】
　図２９は、使用者に対して緊急性のレベルを表現するために用いられ得る別のユーザー
インターフェース６９０を例示する。ユーザーインターフェース６９０において、回転速
度計様の表示装置は、低緊急状態を表す緑の部分、中緊急状態を表す黄色い部分、及びよ
り高い緊急状態を表す赤い部分を有する。針の位置は、現在の状態を示し、すなわち、決
定されたＧＵＩと関連している。
【０３０１】
　上記のユーザーインターフェースの描写は純粋に例示的であり、多数の変形が見られる
であろうことが理解される。例えば、ＧＵＩの決定及び処置可能な警告は、使用者のみが
これを判別できるようにデータを隠すためにか、または好ましいＧＵＩの決定が好ましい
ゲームの結果をもたらすような手段のいずれかで、ゲーム内に提供され得る。換言すると
、使用者が彼らの緊急性評価を制御した場合、使用者はゲームに勝つ。さらに、通知及び
処置可能な警告は、モバイルデバイス上の他の警告、例えば、テキストメッセージからの
警告、アプリケーション最新情報、電話呼び出し、音声メール等のものとは差別化した手
段で提供され得る。使用者は、ＣＧＭアプリケーション２０９を、緊急性評価モジュール
２１１からの警告が、特定のもしくは他の全ての警告を無視するか、または緊急性警告も
しくは警報が不用意に見逃されないように、使用者が電話を使用できるようになる前に、
緊急性評価モジュール２１１からの警告を片付けなければならないように構成することが
できる。述べられた通り、警告または警報は、緊急性評価が上昇するに従い段階的に拡大
し得る、すなわち、さらに緊急を要することになる。最初に、警告は、デバイスをロック
解除するとユーザーインターフェース上に示され得る一方で、そのような警告は緊急性が
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上昇するに従い、可聴式警報に段階的に拡大し得る。
【０３０２】
　ユーザーインターフェースによって提供されるさらなる情報には、使用者が跳ね返り高
値及び跳ね返り低値のような状態を通知され得るように、そのような値が含まれ得、可能
性のある使用者の処置を提供し得る。その際、使用者は、そのような状態の原因及び影響
を容易に比較及び気付くことができ、これらの両方が使用者の意識において依然として新
鮮であるため、容易に原因を処置に関連付ける。
【０３０３】
　幾つかの実装例において、使用者に出力されるデータは、緊急性評価モジュールが作動
し得る様々なモードを作製することにより、適応的に動作させられ得る。さらに、緊急性
評価モジュールは、使用者または内科医／介護者によってか、または有用であると想定さ
れる他の基準に基づいてリアルタイムの入力に適応し得る。
【０３０４】
　具体的には、使用者は、ＧＵＩが単純に既知のパターンに従っている場合には、彼らの
ＧＵＩが例えば、軽度の緊急状態への小さい偏位を有する場合に、警告を望み得ない。使
用者は、本明細書の他所でさらに詳述される通り、パターン入力に基づいて決定され得る
ＧＵＩが高くなることを予期しているため、彼らのグルコースが食事を食べた後に一時的
に高くなっていることを通知されるのを望み得ない。使用者は、彼らが故意に最適な管理
を達成しようとすることから１日休むときに、「悪い振る舞い」、例えば、誕生日ケーキ
を食べることを選択し友達とアルコールを少し飲んで彼らの誕生日を祝うことの結果とし
て悪いグルコース管理での１日を過ごす場合、グルコースの変動を注意されることを望み
得ない。使用者は、保護されるが、必ずしも常に注意されることを望まない。したがって
、一実装例において、使用者は、緊急性評価モジュールを、使用者が潜在的に危険なシナ
リオ、例えば、「５５未満」、「３０分を超えて７０未満」、または「３００を超え、依
然として急速に上昇している」等にだけ通知される「操作モード」に設定することができ
る。そのような機能を有する緊急性評価モジュールの提供は、ＣＧＭ使用者が多くの場合
、都合の悪いかまたは潜在的に煩わしいときに情報を与えられる問題を解決する。これは
、使用者が彼らのＣＧＭを確認していないとき、及び彼らがＣＧＭを規則的に確認してい
るときに、適切な情報または注意を表示することも可能にする。
【０３０５】
　図３０のフローチャート７２０を参照して、この原理に従った方法が警告の表示のため
に示される。第１のステップで、ＧＵＩが、上述のように決定される（ステップ６４６）
。次いで、ＧＵＩの結果が決定され、この結果は、警告、警報、または単に緊急性の現在
の状態の出力であり得る（ステップ６４８）。出力は、適応学習、及び具体的には、ＧＵ
Ｉ及びグルコースレベルのパターン及び傾向６５２、モバイルデバイス使用の特徴、なら
びに上述の他のパラメータ及び変数を含む、使用者の特徴についての学習にも基づき得る
。そのようなものには、例えば、使用者は危険な状態のみ通知されることを所望する等を
示す、使用者入力６５４が含まれ得る。適応学習は、緊急性評価モジュールが作動してい
るモード６５３にも基づき得る。例えば、モードが、使用者は危険な状態にのみ警告され
ることを望むと示す場合、そのようなモードは、ステップ６４８の結果の決定の要因とし
て含められ得る。同様に、使用者は、彼らがかなりのレベルの働き掛けまたは提案を所望
するモード６５３を入力し得る。本教示を前提として、他のモードが、同様に理解される
であろう。他のデータ６５５もまた、学習に基づく結果の決定において用いられ得る。
【０３０６】
　結果が決定されると、結果は、使用者または内科医／介護者に提示され得る（ステップ
６５６）。提示において、結果は画面上に表示され得るか、可聴的に音を発し得るか、ま
たはさもなければ描画され得る。結果は、データ、警告、警報等の一般的提示であり得る
。あるいは、結果は単純に、最初のアイコンの表示であり得る（ステップ６５８）。アイ
コンは、緊急性評価の表示を提供し得るが、目立たなくあり得る。このように、使用者は
、追加の情報を受信する、すなわち、追加の情報まで「掘り下げる」かに関して、決定を
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下す。そのような追加の情報は、幾つかの手段、例えば、アイコンをスワイプすることに
よってか、またはアプリまで移動することによって等で、要求され得る。緊急性評価モジ
ュールは、要求を受信し（ステップ６５２）、追加の情報を提供し、（ステップ６６４）
、これは、場合によっては、ステップ６５６で提供されるものと同じか類似し得る。
【０３０７】
　追加の情報を受信するための要求は、幾つかの他の手段でも対応され得、場合によって
は上で述べた特定の高度な出力と一致し得る。１つの可能性のある出力の種類は、入力要
求及び質問／回答を伴い、場合によっては、特定の使用者、例えば、子供をより完全に引
き込むように、アバターを伴い得る。
【０３０８】
　図３１Ａ及びＢに示されるユーザーインターフェース７３０によって例示されるユーザ
ーインターフェースの別の実装例において、緊急性評価に基づいた様々なシナリオが、使
用者に提示される。このように、特定の測定を強化するよりもむしろ、焦点は、とるべき
可能性のある処置に合わせられる。例えば、図３１Ａを参照して、ユーザーインターフェ
ース７３０は、状況６６６を示し得、使用者が選択し得る様々なシナリオ６６８を提示し
得る。図３１Ｂは、別の状況を示す。
【０３０９】
　可能性のある処置は、最も安全なものから最も積極的なものに基づいて順序付けられ得
る。
【０３１０】
　あるいは、「もし～だったら、あなたは何をしますか？」という質問が使用者に投稿さ
れ、この反応は、ＧＵＩの決定への入力として評価モジュールに返し得る。
【０３１１】
　可能性のある処置は、場合によっては警告と類似している厳しい通知であり得るか、ま
たはあるいは、使用者が彼らのＣＧＭ画面を見たときにだけ見る穏やかな入力要求であり
得る。そのような場合に、プッシュされたデータは、遅れずにその瞬間に更新され得る。
基準は、潜在的危険性シナリオ、例えば深刻な低グルコースレベル等に基づく通知のため
にも設定され得る。
【０３１２】
　上で述べたように、睡眠、運動等の活動が、認識され得る。出力は、そのような検出さ
れた活動に連動し得る。例えば、親は眠っており、例えば、現在午前２時であり、センサ
及び／またはモバイルデバイスがＸ分間（Ｘは、１０分、２０分、３０分、１時間等であ
る）静止している場合には、睡眠が想定され、出力は、可聴式かつ使用者を起こすのに十
分大きくあり得る。使用者が運転しているとき、出力は、可聴式及び／またはかなりの大
音量でもあり得る。使用者が正常パターンから偏位している場合、出力は、追加の詳細を
提供し得るか、または使用者に質問をし得る。他の変形が理解されるであろう。
【０３１３】
　使用者または介護者／内科医に緊急性の評価に関する情報を提供することに加え、ＧＵ
Ｉは、適切な写像、参照用表、または機能を使用して、インスリンポンプ操作表示に翻訳
または変換され得る。ＧＵＩは、分離したポンプ上のポンプ操作表示として入力するため
に使用者に表示され得るか、または閉ループ系でインスリンを分注するように、ポンプに
直接提供され得る。より詳細には、ＧＵＩは、血糖の危険性状態に基づいて、インスリン
送達を緩和する、例えば、基礎またはボーラスインスリン送達を保留、低減、または増加
させるのに使用され得る。ポンプ機能性をＧＵＩ等の緊急性評価に基礎づけることにより
、使用者の緊急状態は、閾値を超えた現在の（またはさらには予測される）グルコースレ
ベルだけ以外の他の要因を使用して、はるかにより有用な手段で考慮される。例えば、特
定の実装例は、ＧＵＩが高血糖状態を示すと、ボーラスのインスリンの分注を要求し得る
。ポンプに加えて、緊急性評価モジュールは、ネットワークを介して通信可能に結合され
たデバイスを含む他のデバイスとも対話し得ることが理解される。
【０３１４】
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　ＧＵＩに基づく通知のためならびに警告及び警報のための指標は、工場で設定され得る
か、または警告及び警報が起こる閾値も設定し得る使用者によって個別化可能であり得る
。システムは、自動的にか、または使用者によって引き起こされるかのいずれかで、ＧＵ
Ｉにおける傾向または他の要因に基づく警告の変更のためにも提供され得る。そのため、
システムは、追加のデータが受信されると、及び使用者の操作に基づいて、経時的緊急性
指標及び状態の動的及び／または反復更新を可能にする。
【０３１５】
　例えば、使用者は、１００ｍｇ／ｄＬの推定グルコースを有し得るが、２ｍｇ／ｄＬ／
分の変化量で落ちつつあり得るため、７０ｍｇ／ｄＬの低血糖の緊急性（例えば、黄色の
状態）が１５分（３０ｍｇ／ｄＬの下落）後に推定され、深刻な低血糖緊急性（例えば、
赤の状態）が２２．５分に推定される。赤い緊急状態が５５ｍｇ／ｄＬまで２０分と画定
されたら、緊急性評価モジュールは、この時点では黄色の状態を表示するが、使用者が処
置をとらないか、またはまだとっていない場合、使用者は、恐らく数分以内に黄色の状態
から赤の状態への変化を見るであろう。
【０３１６】
　緊急性評価モジュールは、例えば、時刻（昼対夜）、運転中、運動またはスポーツ中、
昼寝中、病気のときなどに基づく異なる感度を可能にし得る。感度は、使用者の要求に基
づいて調整もされ得る。例えば、ある使用者が肯定的なフィードバックを含む著しい量の
フィードバックを所望し、そのような使用者は、著しい量の情報が提示されることを可能
にするために、感度を高い設定（あるいは、低識別レベル）に調節し得る。提供される他
のフィードバックは、評価されるとすぐに緊急性が解決され始めるような本質的に肯定的
であり得、ユーザーインターフェースは、「あなたの治療は効いているようです」等の状
況の改善を示すメッセージを表示し得る。このように使用者は、使用者が最適な補正点に
達する前においてさえも有利に働き掛けられ得、有害な過度な埋め合わせにつながり得る
インスリン及び食品の積み重ねをさらに有利に防ぐ。そのようなフィードバックの種類の
更なる詳細は、以下に記載される。
【０３１７】
　反対に、他の使用者は、危険な緊急性評価または潜在的に危険な緊急性評価に入るとき
にのみ、警告または情報を所望し得る。そのような使用者については、受信する警告また
は警報の数を最小化するために、感度は低い設定（あるいは、高識別レベル）に設定され
得る。
【０３１８】
　他の種類の働き掛けもまた、フィードバックまたは緊急性評価モジュールからの出力内
で用いられ得る。例えば、使用者が、より緊急を要する血糖状態からより緊急性を要さな
い血糖状態、すなわち、より高い危険性からより低い危険性になるとき、出力は同様に、
使用者の治療が緊急血糖の危険性状態を矯正し始めたことを示し得、重ねて、インスリン
及び食品の積み重ねを予防する。
【０３１９】
　考えられる他の種類の高度な出力もまた理解されるであろう。例えば、現在の緊急性評
価及び残留インスリンまたは食品摂取に関するデータに基づいて、治療のための提案、す
なわち、緊急性評価を下げる手段が提供され得る。別の種類の高度な出力として、クリッ
クされたとき、使用者を現在の状態または緊急性評価に関する追加の情報に導くリンクが
提供され得る。ＧＵＩ、すなわち、緊急性評価または状態が進むことが予測されるか、ま
たは異なる治療の選択肢で進ませることができる方向を示す、未来または予測の傾向グラ
フ（またはそのような情報を提供する他の手段、例えば、数値の指標または得点、色等）
が提供され得る。グルコースレベルまたは他のパラメータにおける未来の傾向グラフもま
た、提供され得る。
【０３２０】
　これらの種類の出力を使用することにより、及び血糖状態を連続的に更新することによ
り、グルコース値の閾値超えに基づく出力のみまたはさらにはグルコース傾向から明確に
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区別されるＧＵＩまたは緊急性評価の傾向情報は、さもなければ使用者が受信しないであ
ろう情報を彼らに提供することができる。
【０３２１】
　上記の情報が一般に予期される血糖の緊急性評価に基づく一方で、選択的警告もまた、
長期の血糖合併症を示し得る特定の種類の血糖の偏位を探す遡及的アルゴリズムに基づき
得る。そのような遡及的アルゴリズムは、ＧＵＩの決定に関連して上に記載されたが、こ
こで遡及的アルゴリズムもまた、様々なユーザーインターフェース表示及び／または入力
要求の基礎であり得ることが留意される。例えば、遡及的調査は、低から高へまたは高か
ら低への大きな偏位を示し得る。使用者をＣＧＭ事象に引き込むことを意図した遡及的警
告システムに基づく一実施例が、以下に例示される。遡及的警告は、有意義な情報が彼ら
のデータに見出されたとき、使用者のスマートフォン上に警告を発令し得る。
【０３２２】
　例となるそのような方法は、図３２Ａのフローチャート７４０によって例示される。第
１のステップで、遡及的アルゴリズムは、様々な血糖の事象、例えば、正常値からか、ま
たは基準値に従って典型的であると決定された値からの著しい偏位、展開されたパターン
等についてデータを調査する（ステップ６７２）。その際、アルゴリズムは、データの新
しいセンサパケットが到着したときはすぐに最近の極小値及び極大値を調査し得る。実施
例が、図３２Ｂのグラフ７５０によって例示される。出力記録点６７８は、ＣＧＭ出力記
録を例示し、横棒６８２は、事象の開始を表し、横棒６８４は、事象の終了を表す。２つ
の事象が示され、一方は、２２７ｍｇ／ｄＬで開始し２１３ｍｇ／ｄＬで終了し、他方は
、２９４ｍｇ／ｄＬで開始し４６ｍｇ／ｄＬで終了する。
【０３２３】
　次いで、遡及的アルゴリズムは、現在の事象の偏位が閾値外にあるかを確認する（ステ
ップ６７４）。閾値は、ｍｇ／ｄＬでの値間の差異に基づき得るか、事象の開始と終了と
の間のパーセント差、または例えば、偏位が、典型的な偏位外の標準偏差を超えているか
などの他の要因に基づき得る。そのような閾値を適所に置くことにより、システムは、有
意義な事象のみが使用者に表示され、さらに迷惑警告が最小化されることを確実にする。
有利に、パターン認識に有用な使用者情報の容易な収集、及び一般に個人の血糖の事象、
パターン、またはプロファイルの使用者に学ばせることが、可能になり得る。
【０３２４】
　事象が閾値外にあり、したがって意味がある場合、これは、警告または他の得られた出
力を作動させる（ステップ６７６）。例えば、プッシュ通知が送達され得るか、傾向グラ
フ上にアイコンが表現され得るか、バッチ番号が上昇し得る等。他のそのような通知もま
た、理解されるであろう。表示された警告は、一般に事象の種類に基づいて異なる。例え
ば、事象が、使用者が高グルコース値から低グルコース値へ、例えば、２９４ｍｇ／ｄＬ
から４６ｍｇ／ｄＬへ横断していると示す場合、メッセージは、「私たちは大きなグルコ
ース偏位に気付きました。この事象に関する炭水化物及び／またはインスリン情報を入力
したいですか？」であり得る。傾向グラフセグメントが、別の色強調され得る一方で、警
告は起動しており、使用者がこれを片付けていないことを示す。そのような状況は、図３
２Ｃのグラフ７６０に、セグメント６８６内の異なる色（線または点）によって示され得
る。
【０３２５】
　緊急性評価に関連する血糖緊急度指数を動的かつ反復的に評価するためのシステム及び
方法が、開示されている。血糖緊急度指数を決定するため、及び決定された緊急性評価を
使用者に表示するための種々の方法が、開示されている。
【０３２６】
　本教示を前提として変形もまた、当業者に対して理解されるであろう。例えば、傾向、
特に決定されたＧＵＩにおける傾向が、モバイルデバイスのユーザーインターフェース上
で使用者に情報を提示するために用いられ得る一方で、傾向は、特定され、使用者が注意
を払うべきパターン、発生率、または事象に留意するための内科医または介護者のための
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教示ツールとして使用され得る。
【０３２７】
　要素間の接続は、例となる通信路を例示する図に示される。直接か、または中間物を介
してかのいずれかの追加の通信路は、要素間の情報の交換をさらに促進するために含まれ
得る。通信路は、要素が情報を交換することを可能にする２方向の通信路であり得る。
【０３２８】
　本明細書で使用される場合、「決定する」という用語は、多岐にわたる操作を包含する
。例えば、「決定する」には、計算する、コンピューティング、処理する、引き出す、調
査する、参照する（例えば、表、データベース、または別のデータ構造を参照する）、確
かめる等が含まれ得る。また、「決定する」には、受信する（例えば、情報を受信する）
、アクセスする（例えば、メモリ内のデータにアクセスする）等が含まれ得る。また、「
決定する」には、解決する、選択する、選ぶ、確立する等が含まれ得る。
【０３２９】
　本明細書で使用される場合、「メッセージ」という用語は、情報を送信するための多岐
にわたる形式を包含する。メッセージには、情報の機械可読な集合体、例えば、ＸＭＬド
キュメント、固定フィールドメッセージ、カンマで区切られたメッセージ等が含まれ得る
。メッセージは、幾つかの実装例において、情報の１つ以上表現を送信するために利用さ
れる信号を含み得る。単数形で引用される一方で、メッセージは、複数の部分で例えば、
構成される／送信される／記憶される／受信されることが理解される。
【０３３０】
　上述の方法の様々な操作は、様々なハードウェア及び／もしくはソフトウェア構成要素
（複数可）、回路、ならびに／またはモジュール（複数可）等の操作を行い得る任意の好
適な手段によって行われ得る。一般に、図に例示される任意の操作は、操作を行い得る対
応する機能的手段によって行われ得る。
【０３３１】
　本開示に関連して記載される様々な例示的論理的なブロック、モジュール、及び回路（
例えば、図５及び６のブロック）は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ
）、特定用途向け統合回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ信号（
ＦＰＧＡ）もしくは他のプログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、分離したゲートもしく
はトランジスタ論理、分離したハードウェア構成要素、または本明細書に記載される機能
を行うように設計されたこれらの任意の組み合わせを用いて実装され得るかまたは行われ
る。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであり得るが、代替例において、プロセッサ
は、任意の市販のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状態機械で
あり得る。プロセッサは、コンピュータデバイスの組み合わせ、例えば、ＤＳＰとマイク
ロプロセッサ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと組み合わせた１つ以上のマイク
ロプロセッサの組み合わせ、または任意の他のそのような構成としても実装され得る。
【０３３２】
　１つ以上の態様において、記載された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファーム
ウェア、またはこれらの任意の組み合わせに実装され得る。ソフトウェアに実装される場
合、機能は、またはコンピュータ可読媒体上に記憶され得るか、またはそれ上の１つ以上
に命令またはコードとして送信され得る。コンピュータ可読媒体には、コンピュータ記憶
媒体、及び１つの場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を促進する任意の
媒体を含む通信媒体の両方が含まれる。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされ
得る任意の入手可能な媒体であり得る。限定ではなく、実施例の手段によって、そのよう
なコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光
ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶装置デバイス、あるいは命
令もしくはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを運ぶか、または記憶するのに使
用され得、コンピュータによってアクセスされ得る任意の他の媒体を備え得る。また、任
意の接続は、コンピュータ可読媒体と呼ぶにふさわしい。例えば、ソフトウェアが、ウェ
ブサイト、サーバー、もしくは他のリモートソースから、同軸ケーブル、光ファイバーケ
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ーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または無線技術、例えば、赤外
線、無線、及びマイクロ波を使用して送信される場合には、同軸ケーブル、光ファイバー
ケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または無線技術、例えば、赤外線、無線、及びマイク
ロ波は、媒体の定義に含まれる。ディスク（ｄｉｓｋ）及びディスク（ｄｉｓｃ）には、
本明細書で使用される場合、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標
）、光ディスク、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、フロッピーディスク、及びＢｌｕ
－ｒａｙ（登録商標）ディスクが含まれ、ディスク（ｄｉｓｋ）が通常、データを磁気的
に再生する一方で、ディスク（ｄｉｓｃ）は、レーザーを用いてデータを光学的に再生す
る。したがって、幾つかの態様において、コンピュータ可読媒体は、非一時的コンピュー
タ可読媒体（例えば、有体の媒体）を備え得る。さらに、幾つかの態様において、コンピ
ュータ可読媒体は、一時的コンピュータ可読媒体（例えば、信号）を含み得る。上記の組
み合わせもまた、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれたい。
【０３３３】
　本明細書に開示される方法は、記載される方法を達成するための１つ以上のステップま
たは操作を含む。方法のステップ及び／または操作は、特許請求の範囲から逸脱すること
なく、互いに置き換えられ得る。換言すると、ステップまたは操作の特定の順序が指定さ
れない限り順序ならびに／または特定のステップ及び／もしくは操作の使用は、特許請求
の範囲から逸脱することなく修正され得る。
【０３３４】
　特定の態様は、本明細書に提示される操作を実施するためのコンピュータプログラム製
品を備え得る。例えば、そのようなコンピュータプログラム製品は、コンピュータ可読媒
体を備え得、コンピュータ可読媒体は、それ上に記憶された（及び／またはエンコード化
された）命令を有し、命令は、本明細書に記載される操作を実施するための１つ以上のプ
ロセッサによって実行可能である。特定の態様について、コンピュータプログラム製品は
、包装材料を含み得る。
【０３３５】
　ソフトウェアまたは命令は、送信媒体を介しても送信さえ得る。例えば、ソフトウェア
が、ウェブサイト、サーバー、もしくは他のリモートソースから、同軸ケーブル、光ファ
イバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または無線技術、例え
ば、赤外線、無線、及びマイクロ波を使用して送信される場合には、同軸ケーブル、光フ
ァイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または無線技術、例えば、赤外線、無線、及
びマイクロ波は、送信媒体の定義に含まれる。
【０３３６】
　さらに、本明細書に記載される方法及び手法を実施するためのモジュール及び／または
他の適切な手段は、ダウロードされ得る及び／またはさもなければ適用できる場合は、使
用者端末及び／または基地局によって入手され得ることが理解されたい。例えば、そのよ
うなデバイスは、本明細書に記載される方法を実施するための手段の転送を促進するため
に、サーバーと結合され得る。あるいは、本明細書に記載される様々な方法は、使用者端
末及び／もしくは基地局が結合して様々な方法を手に入れ得るか、または記憶手段をデバ
イスに提供するような記憶手段（例えば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、物理的記憶媒体、例えば、コ
ンパクトディスク（ＣＤ）またはフロッピーディスク等）を介して提供され得る。さらに
、デバイスに本明細書に記載される方法及び手法を提供するための任意の他の好適な手法
が、利用され得る。
【０３３７】
　本特許請求は、上に例示される詳細な構成及び構成要素に限定されないことが理解され
る。様々な修正、変更、及び変形が、特許請求の範囲から逸脱することなく、配置、操作
、及び上述の方法及び装置の詳細に加えられ得る。
【０３３８】
　特に定義されない限り、（技術用語及び科学用語を含む）全ての用語は、これらの通常
及び慣習的意味が当業者に示され、本明細書で明示的にそのように定義されない限り、特
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別なまたは個別化された意味に限定されない。特定の専門用語の使用は、本開示の特定の
機能または態様を説明しているとき、その専門用語が関連する本開示の機能または態様の
任意の特定の特徴を含むために制限されるように、本明細書で再定義されることを意味す
るととられるべきではないことに留意されたい。本出願で使用される用語及び表現及びそ
れらの変形は、特に添付の特許請求の範囲において、特に明示的に指定のない限り、限定
とは対照的に限定されないと解釈されるべきである。前述の例として、「含む（ｉｎｃｌ
ｕｄｉｎｇ）」という用語は、「を含むが、これらに限定されない」「限定されないが、
～を含む」等を意味すると読まれるべきであり、「含む、備える（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ
）」という用語は、本明細書で使用される場合、「含む（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」、「含
む、含有する（ｃｏｎｔａｉｎｉｎｇ）」、または「を特徴とする」と同じことを表し、
包括するかまたは制限がなく、追加の列挙されていない要素または方法のステップを除外
せず、「有する」という用語は、「少なくとも～を有する」と解釈されるべきであり、「
含む（ｉｎｃｌｕｄｅｓ）」という用語は、「を含むが、これらに限定されない」と解釈
されるべきであり、「例」という用語は、議論中の項目の例となる事例を提供するために
使用され、それらの完全または限定的な列記ではなく、「既知の」、「通常の」、「標準
の」等の形容詞、及び類似する意味の用語は、記載される項目を、所与の期間または所与
の時点で利用可能な項目に限定すると解釈されるべきではなく、代わりに現在あるいは後
に利用可能かまたは既知であり得る、既知のか、通常のか、もしくは標準の技術を包含す
ると読まれるべきであり、「好ましくは」、「好適な」、「所望の」、または「望ましい
」等の用語及び類似する意味の単語の使用は、特定の機能が本発明の構造または機能にと
って、重大、必要不可欠、またはさらには重要であることを意味するが、代わりに単に本
発明の特定の実施形態に利用され得るかもしくは利用され得ない代替手段または追加の機
能を強調することを意図するとして理解されるべきではない。同様に、接続詞「及び」で
つながれている項目群は、これらの項目の各々及び１つ１つが集団内に存在することを必
要とするとして読まれるべきではなく、むしろ、特に明示的に指定のない限り「及び／ま
たは」として読まれるべきである。同様に、接続詞「または」でつながれている項目群は
、グループ間で相互排他性を必要とするとして読まれるべきではなく、むしろ、特に明示
的に指定のない限り「及び／または」として読まれるべきである。
【０３３９】
　値の範囲が提供されている場合、範囲の上限及び下限ならびに上限と下限の間の各介在
する値は、実施形態内に包含されることが理解される。
【０３４０】
　本明細書での実質的に任意の複数形及び／または単数形の用語の使用に関して、当業者
は、文脈及び／または用途に適切であるように、複数形から単数形へ及び／または単数形
から複数形に言い換えることができる。様々な単数形／複数形の置換は、明確にするため
に本明細書に明示的に記載され得る。不定冠詞「ａ」または「ａｎ」は、複数形を除外し
ない。単一のプロセッサまたは他のユニットが、特許請求項の範囲に列挙される幾つかの
項目の機能を満たし得る。特定の測定値が、互いに異なる従属請求項に列挙されていると
いう単なる事実は、これらの測定値の組み合わせが、利点に使用され得ないことを示さな
い。特許請求の範囲のいずれの引用符号も、範囲を限定すると解釈されるべきではない。
【０３４１】
　特定の数の導入された請求項の列挙が意図される場合、そのような意図は、その請求項
において明確に列挙され、そのような列挙がないとき、そのような意図は存在しないこと
が当業者によってさらに理解されるであろう。例えば、理解への補助として、以下の添付
の特許請求の範囲は、請求項の列挙を導入するために導入節「少なくとも１つの」及び「
１つ以上の」の使用を含み得る。しかしながら、そのような節の使用は、同じ請求項が導
入節「１つ以上の」または「少なくとも１つの」及び「ａ」または「ａｎ」等の不定冠詞
を含むときでさえ、不定冠詞「ａ」または「ａｎ」による請求項の列挙の導入が、そのよ
うな導入された請求項の列挙を含むいずれの特定の請求項も、たった１つのそのような列
挙を含む実施形態に限定することを意味すると解釈されるべきではなく（例えば、「ａ」
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及び／または「ａｎ」は、典型的に「少なくとも１つの」または「１つ以上」を意味する
と解釈されるべきであり）、これは、請求項の列挙を導入するのに使用される定冠詞の使
用についても当てはまる。さらに、例え、導入される請求項の列挙の特定の数が明確に列
挙されていたとしても、当業者は、そのような列挙が典型的に、少なくとも列挙される数
を意味すると解釈されるべきであることを理解するであろう（例えば、他の修飾語句のな
い「２つの列挙」のあからさまな列挙は、典型的に少なくとも２つの列挙、または２つ以
上の列挙を意味する）。さらに、「Ａ、Ｂ、及びＣのうちの少なくとも１つ等」に類似し
た慣例が使用されるこれらの事例において、一般にそのような解釈は、当業者が例えば、
単一の要素を含む列挙される項目の任意の組み合わせを含む慣例を理解するであろう意味
で意図される（例えば、「Ａ、Ｂ、及びＣのうちの少なくとも１つを有するシステム」は
、Ａ単独、Ｂ単独、Ｃ単独、Ａ及びＢを一緒に、Ａ及びＣを一緒に、Ｂ及びＣを一緒に、
ならびに／またはＡ、Ｂ、及びＣを一緒に等を有するシステムを含むであろうが、これら
に限定されない）。「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ等」に類似した慣例が使
用されるこれらの事例において、一般にそのような解釈は、当業者が慣例を理解するであ
ろう意味で意図される（例えば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つを有するシ
ステム」は、Ａ単独、Ｂ単独、Ｃ単独、Ａ及びＢを一緒に、Ａ及びＣを一緒に、Ｂ及びＣ
を一緒に、ならびに／またはＡ、Ｂ、及びＣを一緒に等を有するシステムを含むであろう
が、これらに限定されない）。説明中にか、特許請求の範囲中にか、または図面中にかに
関わらず、２つ以上の別の用語を提示する実質上いずれの離接語及び／または節も、用語
のうちの１つを含むか、用語のいずれも含まないか、または両方の用語を含む可能性を企
図することが理解されるべきであることが当業者によってさらに理解されるであろう。例
えば、「ＡまたはＢ」という表現は、「Ａ」または「Ｂ」または「Ａ及びＢ」の可能性を
含むことが理解されるであろう。
【０３４２】
　本明細書で使用される成分、反応状態などの量を表す全ての数字は、「約」という用語
によって全ての事例において変更されると理解される。したがって、それと反対に示され
ない限り、本明細書に記載される数値のパラメータは、得ることを求める所望の特性に応
じて異なり得る近似値である。何はともあれ、及び同等物の原理の適用を、本出願の前に
主張しているいずれの出願のいずれの特許請求の範囲に限定する試みとしてではなく、各
数値のパラメータは、かなりの桁数及び通常の四捨五入の手法を考慮して解釈されるべき
である。
【０３４３】
　本明細書に引用される全ての参考文献は、参照によりその全体が本明細書に組み込まれ
る。本明細書に含まれる本開示と矛盾する参照によって組み込まれる刊行物及び特許また
は特許出願の範囲において、本明細書は、いずれのそのような矛盾する資料に取って代わ
る及び／またはそれに優先することを意図する。
【０３４４】
　見出しが、参照のため、及び様々な部分を見つける補助をするために、本明細書に含ま
れる。これらの見出しは、それに関して記載される概念の範囲を限定することを意図しな
い。そのような概念は、本明細書全体を通して、適用性を有し得る。
【０３４５】
　さらに、前述のものが、明瞭さ及び理解の目的のために図及び実施例の手段によって幾
らか詳細に説明されているが、特定の変更及び修正が実施され得ることは当業者に明白で
ある。したがって、説明及び実施例は、本発明の範囲を、本明細書に記載される特定の実
施形態及び実施例に限定すると解釈されるべきではなく、むしろ本発明の本当の範囲及び
趣旨に付いてくる全ての修正及び代替手段もまた含む。
【符号の説明】
【０３４６】
２　薬物送達ポンプ
４　基準計
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８　センサシステム
１０　連続分析物センサ
１２　センサ電子装置
１４　表示デバイス
１６　デバイス
１８　モバイルデバイス
２０　コンピュータデバイス
２１　装着可能なデバイス
２２　クラウドベースプロセッサ
２４　ネットワーク
２６　数値
２００　電子デバイス
２０２　表示装置
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摘要(译)

公开了在确定血糖紧急指数（GUI）时采用一些或许多因素的系统和方
法，该因素可以基于测得的血糖水平以及其他因素。 其他因素包括葡萄
糖水平和/或其他因素的时间导数，例如用户输入的数据，其他传感器测
量的数据或从网络来源接收的数据或历史数据。 可能包括功能。 然后，
以有趣的方式，例如通过背景颜色或其他不可见的通知手段，在诸如智
能电话的移动设备上将GUI呈现给用户。 GUI也可用于为用户激活可操
作的警报和电子设备上的警报。 GUI或根据所描述的变量和参数的组合
计算出的另一指数，可以进一步用于驱动药物输送装置，例如泵。


